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壱◆インナーダイブ





　　　　　１



「おまえたち、どうしてここに……！」

　千せん姫ひめが思わず声を上げる。

　同時に跳はね起おきるなり、立てかけてあった薙なぎ刀なたをつかんでいる。突とつ然ぜん現われた前まえ田だ慶けい次じと上うえ杉すぎ景かげ勝かつに相対した。

「無礼者！　ここを徳とく川がわ千の寝しん所じよと知っての狼ろう藉ぜきなの！」

　行灯あんどんの明かりに、千姫の一糸まとわぬ裸ら身しんがゆらめく。

　薙刀をかまえた片手を離はなし、着物掛かけに掛けられていた打うちかけをつかむ。大きく翻ひるがえすと、肩かたに羽織った。その間も、少しも視線を相手から外していない。

　足元の夜具には、まだ意識を失ったままの柳生やぎゆう宗むね朗あきらが、やはり全裸で残されている。

　そちらへチラッ、と視線を走らせた慶次は、いっしゅん驚おどろき、みるみる赤くなりながら、やはりしっかりと刀の柄つかに手を掛けている。

「おいおい、ほんとに気絶したままなのかよ。……ま、まあいい、驚かせちまったようだな。お楽しみのところ無ぶ粋すいなのはあやまるが、どうにもおせっかいなオレの性しよう分ぶんが告げてるみたいでなぁ」

　そう言って、ようやく笑った。

「おまえたち、逃にげたはずよ」

　と千姫。

　その言葉どおり、宗朗たちといっしょに江え戸ど城じようへ潜せん入にゆうした慶次と景勝だったが、騒そう動どうの中で彼かれらを逃がすための囮おとりと殿しんがりを引き受けていた。

　その後、脱だつ出しゆつしたと思われたものの、

「せっかく天城の中へ入れたんだ。すぐ逃げ出だしちゃあ、もったいないってもんだぜ」

「じゃあ、ずっと潜せん伏ぷくしていたっていうの？」

「ああ。自じ慢まんじゃねえが、変装は得意でね。ずっとお姫ひめさまの側にいさせてもらったぜ。おかげでいろいろこの城の中、つまり将軍家のこともわかってきたってわけだ」

　そう言うと、景勝にも視線を送ってうなずく慶次。

　ここまで言われて、千姫も気づく。















「まさか、千の」

「そのまさかってヤツだ。侍じ女じよになって、さっきまで隣となりの部屋に侍はべってたんでな」

　なんのことはない。

　慶次たちは逃げたと見せかけて城中に残り、変装してまんまと千姫の侍女になりすましていた。

　どれほど入るのが難しい江戸城内でも、いったん中に入ってしまえば案外警護は厳くないという現実。

　まして、逃げた慶次たちが、侍女として大おお奥おくに残っていたとは思ってもみない。

　その間、慶次たちは千姫とともにさまざまなものを見聞きして情報を集めている。

「お母さまや……」

　千姫の母、霧きり壺つぼの方や、父である徳川将軍、慶よし康やすの現状まで。

「ああ、そういうことだ。もうちょっと潜入してるつもりだったがな。こんなことになっちまってるようじゃ、ほうっておけなくて、な」

　チラッと宗朗のほうに視線を送り、しかしすぐ顔を逸そらせて慶次がバサバサと髪かみをかく。

　景勝も、

「気持ちの一方通行、いけないの。それはあとで必ず後こう悔かいする」

　弓の弦つるを引ひき絞しぼったまま、言った。

　すると、それまで聞いていた千姫が、不意に表情を険しくする。

「なに言ってんのよ！　お、お、おまえたちみたいなレズどもに言われたくないってのよ！　千と宗朗は、愛し合ってるんだから！　純愛なんだからぁあ！」

　たかぶる気持ちのままに、薙刀を振ふり上あげた。

　いっきに打ち込んで来る。

　その穂ほ先さきをすんでのところ、傘かさの柄で受けながら、

「おう。オレと景の字だって純愛で間ま違ちがいないんだからな。勘かん違ちがいしてくれるなよ！」

　と慶次。その側でうなずく景勝。

「はぁ？　女どうしのどこが純愛だってのよ！　女と女でなにができるっていうの！　千と宗朗は、なんだってできるわ！　『将』と『剣姫マスターサムライ』……いえ、『将』と『剣妃サムライブライド』だもの！　なんだって、なれる、なんだって……生み出せるんだからぁあああ！」

　ビュッ！　狭せまい部屋の中、空気を鳴らして千姫の薙刀が宙を切る。障子戸までもが震ふるえ、音を立てた。

　両手で、片手持ちで、薙刀を振る、また突つく。そのたびに千姫の肩に羽織った打かけが翻り、跳ね上がり、大きくなびく。

　白い肌はだと穂先の刃はが、暗がりに閃ひらめいた。

「わっ！　ちょ、っと、待て！　おい、興奮するな！」

　慶次はその薙刀のすべてを受けたり、かわしたりしていたが、大きく跳とんでようやく間合いを作る。

「おい景の字、黙だまってないで助けろよな」

　景勝を振り返かえるが、

「慶次は遊んでるだけだって、わかってるから。いつ本気を出すのか、見ていただけ」

　そう言って表情を変えず、慶次を見返す。

「やれやれ。バレてたか。それに……ったく、言ってくれるよな。聞き捨てならねえとはこのことだぜ。オレと景の字がなにもならねえ、生まねえ、だって。そいつは違ちがうな」

「この期ごに及およんでなにを言うつもり。ただのごまかしなら、こんどこそ承知しないわよ！　千だって、遊びは終わりなんだから、ね！」

　千姫の鋭するどい言葉が飛んでくる。

「やれやれ、おっかねえぜ。だが、このあいだみたいに、ほとんど別人ってわけでもなさそうだ。……いいか、言っとくが、オレと景の字は正しよう真しん正しよう銘めい、なんの混じりけもなく、純愛なんだぜ！　純愛ってのはなぁ、なんだってできるし、なんだってなれる。そのくらい強い気持ちの結びつきってことだ！」

「……慶次」

　それまでどちらかと言うと冷ややかだった景勝が、不意に頬ほおを染める。

　さらにたたみかけるように慶次が、

「生み出すんだって上等だぜ！　オレと景の字、ふたりの間で元気な子供をいっぱい作って、将来はサッカーチームを作るのがオレの夢なんだから、な！」

　言い放った。

　これには千姫も景勝も、顔を真っ赤にして、

「な、な、なに言ってるのよ！　ほんと、頭おかしいんじゃないの！　女どうしで子供？……だなんて、まさか」

「ヤ、ヤだ。慶次。そんなに産めない……」

　言葉をなくし、あるいは顔をうつむかせてしまう。

「はっはははっ！　平気だ、オレが半分産んでやるからよ、なあ！」

　高笑いする慶次に、

「バレーボールチームくらい、なら」

　もじもじしながら答える景勝。

「ははは！　六人制か？　九人制か？」

「六人、だいじょうぶかな……」

「なあに、六つ子ってこともある。一度に産んじまえば……」

「ちょっと！　黙って聞いてればいつまでもなにバカ言ってんのよ！　いいかげんにしなさいってば！」

　が、ふたりの話を聞かされていた千姫が爆ばく発はつする。薙刀をかまえて、

「だいたい、産むってそんな、簡単なものじゃないんだから！　それは千も、まだ産んだことない……ないに決まってるでしょお！　でも、だから、産みたいっていう気持ちをそんな、冗じよう談だんみたいに言ってほしくない！」

　千姫の剣けん幕まくに、慶次も景勝も、

「ほう」

「ぅん……」

　言葉を途と切ぎれさせる。と、

「ううん、ぁあ、なんでこんな、真面目まじめに答えてるのかしら、千ってば。だいたいおまえたち、女どうしでそんなわけないじゃないのよ！　あやうく、真に受けるところだったじゃない！　まったく……」

　さらに言いつのる千姫。が、途と中ちゆうでややトーンが落ちる。ふたりの顔を見て、

「……本当に、ない、わよね」

　念を押おす。

　一いつ瞬しゆん、固まる慶次と景勝。が、次の瞬しゆん間かん、

「あっはははは！　は、は！　あるわけねえって！」

　弾はじけるように笑い出す慶次。そのあまりの爆ばく笑しように、

「そんなに笑うことない、のに」

　景勝はやや不満顔だ。千姫も、

「な、なによ、ふたりして千をからかってたの？　おまえたち、バカにするにも……！」

　ふたたび表情を険しくするが、どうにも本気で怒おこる、まではならない。気が抜ぬけてしまったのか、薙刀の構えも下がる。

　慶次は、

「はは、ははは……いや、悪い。ごめん！　からかうつもりじゃねえし、もちろんバカにするつもりでもなかったのさ。ただちょっと、気持ちが昂たかぶってるみたいだったからな。クールダウンには、張はり詰つめた『氣』を、すぅっと逃がしてやるのがいいって、な」

　そう言い、景勝もうなずく。

「『氣』、ですって。おまえたち、それじゃ最初から」

「ああ。といっても、全部がウソ話じゃねえ。オレと景の字の間に一ダースの子供ができるとか、そいつが不可能だなんて、誰だれにも決められねえことだ」

「また、増えてる……」

　困り眉まゆの景勝。ここまで来ると千姫も呆あきれて、

「はぁ……なんなのよ、このふたり。それは、大日本の医学をもってすれば、そういうことも可能かもしれないけど」

　不思議と調子を合わせてしまう。

「そいつは、あれだろ。大おお江え戸ど大学で、動物実験で♀どうしの交配に成功した、ってやつなんだろ？　細胞の核かくを移植したとかなんとか、な。そんなもんじゃないぜ！　オレと景の字なら、きっとできる。いや、もうできるって気がしてるんだよ。ぜったい、な」

　こうなると論理もなにもない慶次の言葉。しかし不思議に、

「うん」

　景勝はうなずくし、

「はあ……なんだかもうバカバカしくなって来ちゃった。話にならないってこのことなのに、でもなんだか、このふたりならもしかして、って……ああ、思っちゃダメ、思っちゃダメ！　完全にペースに乗せられてるわよ、千ったら！」

　自分の頭をブルブル、振ってみる千姫。

　もう薙刀から、殺気は完全に失われていた。

　それを待っていたのか、

「ちょいと、ご無礼つかまつる、ぜ！」

　慶次はすばやく動くと、千姫の背後に回り込んだ。

　それだけでもすさまじい。

　油断したとはいえ千姫も武芸者。立ち合いの場で後ろを取られることは、死を意味する。

「なっ!!」

　それでもとっさに対応しようとする。薙刀を手に、振り返ろうとした。

　だが慶次が早い。

　千姫が肩に羽織った打かけをはぎ取ると、ぴったりと背中に密着する。すくいあげるように両の乳ち房ぶさをつかんでいた。

「きゃぁあああっ！」

　とたん、ほとばしる悲鳴。もちろん千姫の口からだ。

「おお、やっぱり大きいな！　こいつは、オレも負けそうだぜ！」

　しかし慶次は、ますます身体を押しつけながら、両手で乳房を容よう赦しやなく揉もみしだく。

「きゃっ！　きゃあっ！　なにするのよ！　宗朗にだって触さわられたことないんだから。揉まれたことなんて……きゃあああっ！」

「大丈夫だ。オレも男に揉まれたことはないぜ！　はははは！」

　千姫の抵てい抗こうをまったく意に介かいさない慶次。

　しかし千姫も、やられてばかりではない。

「いいかげんに……！」

　思い切り肘ひじ鉄てつをくらわせようとした。

　さらに、内うち股またから背後へ片かた脚あしを跳ね上げる。後ろから組み付かれたときの、相手の急所への攻こう撃げきとして定番のものだ。

　だが慶次は身をかわそうともせず、

「おっ、と！　危ないぜ」

　手のひらからあふれた千姫の乳房を強く揉みつぶす。それだけでなく、先せん端たんを指でキュッ、とつまみ上げた。

「はぅっ！　ぁぁあああ、んっ！」

　こんどこそ、千姫が嬌きよう声せいを上げて崩くずれかけた。

　ビクッ、ガクッ、大きく裸身を震わせると、一瞬天を仰あおぎ力なく崩れ落おちそうになる。

　それを背後から支える慶次。といっても乳房から抱かかえているのは変わらず、

「やれやれ、敏びん感かんにもほどがあるぜ。しかし、やっぱり大きいと重いもんだな！　それにいい匂においで……」

　まだ揉み回すのを止めないところを、

「慶次」

　じっと見つめている景勝。

　その表情に少しも笑みがなく、むしろ視線に怒ど気きが含ふくまれているのは言うまでもない。

「あ！　はははっ！　待て、景の字、わかったわかった！　ちと脱だつ線せんし過ぎたな。それじゃ、改めて……と」

　ようやく慶次は千姫の乳房から片手を離すと、その手を自身の背中へ回す。片手で器用にブラの紐ひもを外すと、

「ぅ、んっ」

　改めて、千姫の背中に密着していく。

　やりかたはさっきと変わらないが、ブラを外した生乳房が千姫の背中に押しつけられる。

　たゆん、むにょ、ん、と弾はずみ、たわみ、はみ出す慶次の乳房。

「ぁあ！」

　こんどは、小さく声を上げたのは慶次だった。

　しかし身を離すことはせずに、ますますしっかりと密着すると、目を閉じる。一瞬、自失状態だった千姫も気づいて、

「な、んなの、また……ぅう、っ！」

　力なく振り払はらおうとするものの、なにかにとらわれたようにうめくと、そのままやはり目を閉じた。



　　　　　２



　ブラを外した慶次と、生まれたままの姿の千姫。

　素す肌はだと素肌が遮さえぎるものなく密着し、お互たがいの体温を伝え合う。毛穴から立ち上るかすかな匂いや微び量りようの汗あせも混じりあって、

「……そうだ。いいぞ、なにも考えるな。眠ねむったように、心も身体も力を抜いて開け放つんだ。オレが、すみずみまで行いき渡わたるように、な」

　慶次は瞑めい想そうをするように目を閉じたまま、つぶやく。その手はまだ千姫の乳房をつかんでいたが、

「ここじゃない、のか……」

　片手が離れると、なにかを探さぐるように下へと滑すべっていく。なめらかな下腹を越こえて、胯こ間かんへ潜もぐり込む。

「ぁあ、ん……！」

　無意識に千姫の口から声が上がった。慶次の指は、まるでまさぐるようにその奥おくへと沈しずみ込んでいく。

「抗あらがうなよ。力を抜いて、なにもかも開け放って、そのままでいればいい。すべて受け入れて、されるままに、な。痛くはねえ。痒かゆくも、な。そのうち、気持ちよくなって、そいつが極限まで高まったら……」

　目をつむったまま、慶次の言葉は千姫の耳に直接流れ込んでいくようだ。

　肌と肌から伝わるもの。口から耳を通して注ぎ込まれるもの。そして千姫の内ない奥おうにも届きそうな慶次の指。

「……ぅ、ん。そうだ。徳川のお姫さまの『氣』の正体がわかってきたぜ。こいつは、激しいな。生まれついての姫ひめ君ぎみとは思えないほどだ。なるほど、こいつを手なずけるのはなみたいていじゃねえ。というより、そこらの武家や、武門の生まれ程度じゃ太た刀ち打うち出来ねえって、か……ぅ、ん？」

　慶次の意識が、精神の触しよく手しゆとなって千姫の意識深く降りていくのだ。

　これが慶次の能力。「氣」の使い手として相手の「氣」を意識、判別したり、その属性を見み極きわめることができる。

　その際、肌と肌をぴったり合わせることで、相手が肌から発する「氣」を直接感じ取る。

　だからいまも、千姫と裸はだかの肌を密着させていた。しかし探っているのは、千姫の「氣」の種類や多た寡か、属性だけではない。

　もっと深く、その存在の根幹にまで迫せまるもの。そして、

「そうだ。見えてきたぜ。こいつが……なるほど、な。そういうわけか」

　慶次がつぶやく。それまで眠るようだった表情がわずかに険しくなって、眉がときおりピクッ、と震える。

　おだやかで規則正しかった呼吸も、乱れ始めた。

「ぁ……ぁ！」

　それが千姫にも伝わるのか、小さく開けた口から、嗚お咽えつともつかない声が漏もれる。

「慶次、もう！」

　見ていた景勝が、警告の言葉を発した。慶次の眉み間けんにシワが刻まれ、うっすらと汗までが浮うかび上がる。

「待てよ、まだ……」

　そう言うと、千姫の胯間をまさぐっていた慶次の指が、スッと引いた。その指がなぞった内うち腿ももの肌に桜の花びらが、鮮あざやかな色で浮かび上がる。慶次の指が探していた、求めていたのはそれだったのがわかる。

　同時に、

「はぁ、ぁ……」

　大きく息を吐はき出しながら、慶次が千姫から離れる。わずかによろけながら。そうなると同じく崩れそうになる千姫を、あやうく支える。

「だいじょうぶ、慶次」

　景勝も駆かけ寄よるように肩を貸す。

「ああ、すまねえ」

　まだ力の入らない千姫を、床ゆかに横たえる。夜具の宗朗の側に裸身が並ぶことになった。

　慶次自身も、尻しり餅もちをつくように腰こしを落とし、まだ荒あらい息に胸をあえがせる。

「はぁぁ、はぁ、はぁ……なるほど、いろいろわかったぜ」

　ひたいの汗をぬぐった。

「だいじょうぶ、なの？　こんなになること、ないのに」

　気き遣づかう景勝に、かろうじて笑え顔がおを見せる慶次。

「ああ。思った以上に手て強ごわかったってやつだぜ。心理障しよう壁へきがいくつも設けられてやがる。おそらくは、お姫さまを人格改造した際の産物だ」

　江戸城内にとらわれたのち、四し天てん王のう「剣姫マスターサムライ」の保養機（バックアップ施し設せつ）を利用することで千姫の人格を消去、再構成した一連の操作だ。

　その結果、「生まれ変わった」千姫は宗朗はじめ柳生道場の面々に本気で剣けんを振るうことすら可能になった。

　長年の家臣、というより家族同然の服部はつとり半はん蔵ぞうにすら、勢いとはいえ手傷を負わせて平然としていられるようにも。

「あいつらの言い分じゃあ、お姫さまの人格をすっかり入いれ替かえた、じゃなきゃ完全に洗せん浄じようした、みたいなことだったがな、オレはそうじゃねえと思ってた。もともとの記き憶おくも人格も、そのくらいで消えるわけがねえ」

「じゃあ、千姫、は」

　景勝が問うと、

「ああ。もとの人格は変わっちゃいねえ。その上に、強制的に新しい人格を上書きしてるだけだ。蓋ふたしてるみたいなもんだし、もとの人格と水と油みたいなもんで収まりも悪いから、不安定になって苦しむんだ」

　ふーっ、と大きく息を吐き出す。畳たたみの上に落ちていた千姫の着物を拾うと、横たわっている裸身の上にかける。

「その上書きされた人格を取り去れば」

「そうだ。だが、オレにもできなかった。機械で強制的に埋うめ込まれてる。それに危ないのは、時間が経たつと上書きされた人格がもとの人格を侵しん食しよくし始めることだ。こればかりは止められねえ」

「侵食……じゃあ」

「ああ。このままほうっておくと、お姫さまはどんどん正気の時間が少なくなって、完全に上書きされた人格になりきっちまうな。それも、狙ねらい通りになるのかもわからねえ」

「……」

「なにしろ不完全だから、とんでもない人格になるくらいならまだマシで、ヘタすると脳を完全に壊こわしかねねえ」

　慶次の言葉は、衝しよう撃げき的てきな事実を伝えている。

　このままだと千姫は、完全な別人格にもなれず廃はい人じんとなる可能性も高いという。

「ただ」

　慶次が続ける。

「悪いことばかりじゃないぜ。さっきも言ったが、もとの人格がなくなったわけじゃなくて、封ふう印いんされてるだけだ。そこには、宗朗の匂いもしっかり残ってる。というより、咽むせるくらいの宗朗の存在感だぜ」

「咽せるくらい。それじゃあ……」

「ああ。いまだにお姫さまは宗朗の『剣姫マスターサムライ』だ。契けい約やくは消えたわけでも失効したんでも、ましてなかったことになったわけでもねえ。ずっと今でも、こいつのもんだ、ってことさ」

　慶次が宗朗を見た。

　千姫の胯間をまさぐっていた、と見えたのは、契ちぎりの徴しるしの痣あざを探していたからだ。

　意識の中、心の中の契約を探し当てた慶次は、当然あるはずの徴を確かめようとした。そしてそれは、もとの千姫の内腿に残っていた。

　残っていただけでなく、色いろ鮮あざやかに熱まで持って発光する。

　掛けられた着物からちょうどはみ出して、まだ衰おとろえることなく輝かがやく桜の痣を、

「うん、こいつは」

　慶次は視線を宗朗に向けた。

　いま千姫は意識を失い、宗朗と並んで横たわっている。その腕うでと腕が触ふれ合あって、千姫だけなく宗朗の肌までもが活いき活きと血色を強めている。

「慶次」

　景勝が視線を向ける。言いたいことがわかったのか、慶次は、

「いい機会だとわかっちゃいるが、どうもおまえの前だと、な……」

　それまでの大だい胆たんな振る舞まいがウソのように頬を染めて顔を背そむける。チラッ、と景勝を見る横目、上目が後ろめたそうで、

「平気。あとで、うんと抱だいてもらうから。ううん。いっぱい、抱いてあげる」

　その手を景勝が握にぎる。寄り添そい、身を預ける。

「あ、ああ。そう、だな。ん、んん！」

　慶次はわざとらしく咳せき払ばらいをすると、景勝の肩を抱き寄せ、しばらくそのままでいたが、やがて離す。

　真顔に戻もどっていた。

「こいつとはいちど触れ合ったが、あんときゃそんなヒマもなかった」

「景勝のフリをしていたから」

「う、悪ぃ。手て当あたり次し第だいにサムライを食くい荒あらすバカ『将』だと思ってたんでな。……だがこんどは」

　再び千姫の着物に手を掛けると半分、宗朗の分だけずらす。露あらわになった宗朗の裸身に、

「まっ……ったく、どうしてこいつはこうなんだ。ほんとうに意識がないんだろうな」

　もはや呆れたように、ある部分を見つめる慶次。

　景勝も、

「すごい。これが『将』の力……」

「景の字は見るな！　見ちゃダメだ！　……イヤでも目に入るっつーんだよ、な」

　まるで別の生き物のようにたくましく漲みなぎったその部分を、ふたりで見つめていたが、

「だー！　時間もねえ。さっさと済ませるぞ！」

　意を決して自分の上着を翻すように脱ぬぎ捨すてる慶次。

　こんどは正面から宗朗と裸身を重ねていく。

「これはしかたねえことなんだからな。オレたちの大義のために、日の本のため、好きでやってるわけじゃ……」

　そこまで言うと、慶次は目を閉じる。

　宗朗の胸むな板いたに頬を乗せかけるように身を預けると、呼吸を静め、能力に集中していく。

　慶次の意識が宗朗の意識に流れ込み、染しみ入って、徐々に下層へと降りていく。意識の深い奥おく底そこ、本人も自覚しないような深層意識までも入り込むことができる。

「……やっぱりだ。一服盛られてるな。表層に、薬物で麻ま痺ひした部分があるぜ」

　目を閉じながら、慶次がつぶやく。

　手のひらも、宗朗の胸に当てていた。鼓こ動どうをより多く感じ取ろうとするかのようだ。

　慶次の手が、じょじょに下へ降りていく。

　心の臓から臓ぞう腑ふへ、そして丹たん田でんへと「氣」の所在をより深くまさぐるのはこの能力の所作だが、そうすると必然的に、

「……ぅ」

　慶次の手がそこに行き着く。

　反応し、わずかに声を上げたのは宗朗だ。

「ま、ったく、難なん儀ぎだぜ」

　最初はおずおずと、しだいにどうということはない、というふうに手が触れ、包み込む。その先の腿ももの奥にまで入り込んで、

「これってこんなに、熱いのかよ……」

　慶次まで汗の玉をひたいに浮かべた。

　そうする間にも、慶次の意識の触手はより深い階層へと潜っていく。宗朗の意識をときになで回すように、かき回すように触れ、探る。

「……」

　そんな慶次の姿を、景勝は隣となりに正座して見守っていた。

　やがて動きが止まり、慶次の息も寝ね息いきのように静まると、

「なるほど、な。これが『将』の意識。深層世界ってわけだ。いままでいろんなサムライを見てきたが、男の中、それも『将』の心理なんて初めてだぜ」

　じょじょに浸しん透とうし、一部は溶とけ込むほどに一体化して、慶次の意識が宗朗の意識を吸い上げる。

「ふふ……なんだ、こりゃあ。女ばかり、サムライばっかりじゃねえか。どこを見ても『剣姫マスターサムライ』、『剣姫マスターサムライ』……こいつ、いつも女のことばかり考えてんのかよ」

「女のこと」

「ああ。自分の『剣姫マスターサムライ』だけじゃねえ。天てん海かいって、誰だ？　それに、ダルタニアン……徳川の御おん曹ぞう司しの『剣姫マスターサムライ』まで。こっちの、薊あざみだの虎杖いたどりだのはサムライじゃないぞ、くノ一、だって」

「それは、以前道場の面々を狙ってきた、徳川の刺し客かくのくノ一だということ」

「ああ、そうだったな。オレも記録を見たのを思い出したぜ。にしても、なんでこんなに。いや、女のことだけじゃもちろんねえんだが、あまりにいっぱいいすぎて、な。心の中が満員状態だ……ぜ、いや、ちょっと待て、違うな」

　慶次の眉がピクピクうごめく。

　それまで苦笑いに近かった表情が、驚きに変わった。

「……こんなに、デカいのか。広すぎて、端はしが見えねえ！　地平線みたいに、行っても行ってもその先が同じ景色なんだ。こいつは」

「それが『将』の心象、なの？」

「わからねえ。『将』てのはみんなこうなのか。だが、これなら、いくらでも入るぜ。自分の『剣姫マスターサムライ』はもとより、サムライ、くノ一、なんでも、な。女好きにもほどが……いや、違うな」

　慶次にももうわかっていた。景勝が代わりに言う。

「どれだけのサムライを心の中に留め置く。それが『将』の力であり、サムライの力になる。契約して『剣姫マスターサムライ』となったら、その力は……」

「そうだ。そうだったんだな。『将』は心の中、つまり精神の力で『剣姫マスターサムライ』と繋つながってる。その容量が大きければ、それだけ『剣姫マスターサムライ』に力を与あたえられるんだ。こいつは、無限大とも言える広がりをもってやがる。『氣』の流れも活発で、どこにも澱よどみがねえ」

「もっと、成長する」

「契約した『剣姫マスターサムライ』にただ居場所を与えてるだけじゃねえ。もっと大きくなる余地を、可能性を与えてるんだ。そのうえ、契約してないサムライにまで……うわ！」

　慶次が不意に声を上げるから、

「どうした、の」

　景勝が心配して手を握った。

「いやなに、驚くなよ。オレたちもいるんだぜ。オレも、景の字も、政まさ宗むねや、小こ十じゆう郎ろう？　そいつは男じゃねえか！　見境なしかよ！　長ちよう宗そ我か部べ……そんなヤツまで！」

　慶次の手がやんわりと握りかえして来る。しかし真の驚おどろきは隠かくせない。

「景勝と、慶次も」

「こいつはもしかして……オレは『氣』の存在を伝えることであいつらを活性化したと思っていた。が、力をもらっていたのは、オレたちのほうかもしれねえぜ」

「契って、ないのに」

「まったくだぜ。勝手に取り込むなっつーんだ。ん、いや……もしかすると、こいつがサムライや『剣姫マスターサムライ』を自分の中に取り込むことで、自分自身もデカくなってるのか。だとすると、まさかこいつの意識世界と『氣』は、無限に広がるとか言うんじゃねーだろーな、お、おい」

　冗談めかして言いながら、慶次の言葉には畏おそれすらある。宗朗の底知れなさに、希代の傾奇者サムライですら圧あつ倒とうされ始めていた。

「ぅ、う……」

　そんな慶次たちの驚きをよそに、宗朗が身じろぎする。目覚めは近い、と感じた慶次が、より深く意識を沈ちん降こうさせていく。

「さて、こいつの『将』の核かく心しんはどこなんだ。意識野が広すぎて大きすぎて、よくわからねえぜ。そのうえ、まだまだ『氣』を取り込んでデカくなるとしたら探しようが……ぅんっ？」

　慶次の言葉が途切れる。

　景勝が握る手に力がこもった。

「……なんだ、こいつは。見たことねえ光だ。いや、色っていうか」

　それからしばらく沈ちん黙もくが続き、慶次がさらに深く潜っていくのが景勝からも見て取れた。十分近くも経ったろうか。安定していた呼吸が突とつ然ぜん乱れ始める。

　それは慶次も、宗朗もそうだ。

「はぁ、はぁ、すぅぅ……はぁ、あ」

「ぅぅう、引っ張られる。いや、向かってきてるのか。吸い込まれ……る！」

「慶次、もういけない。戻って！」

　景勝が慶次を揺ゆさぶる。

　しかし強制的に身体を引きはがすなどは危険だ。自分から戻ってこないと、意識の根本が取り残されてしまう。

「くそ！　戻れねえ！　どうなってんだ。そんなに深く……ぅぅう、ぉおおお！」

　叫さけぶ慶次の裸ら身しんがガクガク、大きく震える。閉じた目ま蓋ぶたが見開かれるが、その瞳ひとみに光がない。

「くっ！」

　景勝が、必死に慶次を押さえる。このままだと、すっかり意識を持って行かれることもありえる。

　犠ぎ牲せいを覚かく悟ごでも無理やり宗朗と分かつ、そう決心して力を込める。

「いざと、なったら……」

　景勝の目が、畳の上の弓と矢に注がれた。

　どうしてもというときは、それで宗朗を射る。そこまでしなければ、慶次の意識が戻って来れない、というなら……。

　しかし、

「ぅうう、はぁ、はぁ、はぁぁあああ……」

「ぉぉおお！　これ、だ！　これが、宗朗の……っ！　ぁぁぁぁあああっ！」

　ビクビクッ！　ビクンッ！　まるで陸に打ち上げられた魚のように、裸身を暴れさせた慶次はとうとう、弾かれるように宗朗から離はなれる。

「慶次！」

　その裸身を景勝が受け留める。急いで慶次の上着を掛かけた。包み込むように抱きしめると、景勝の腕の中で慶次は大きく息をあえがせる。

「かは！　ぁ……！　ぜぇー、ぜぇー、はぁぁ、はぁぁ、はぁぁあ……ぅくっ！　くぅ、ぅ……！」

　まだ痙けい攣れんしている慶次の身体を、景勝はけんめいに抱き続ける。さするように身体を揺すり、髪かみをなでる。

　慶次の目も表情も、畏れが張り付いたままだった。

　そんな慶次を抱く景勝の姿も、どこか、おくるみの中の赤あかん坊ぼうを抱き、あやす母親のようだ。

「慶、次……」

「ああ、ぉお……か、景の字、か……」

　震ふるえる手で慶次が景勝の手をつかむ。景勝も両手で握って、落ち着くのを待つ。

　やがて呼吸が整い、青ざめきった頬にも赤みが差してきた。慶次の顔を胸むなもとで抱きながら、

「なにを、見た……感じたの」

「あれは……」

　と景勝。

「初めてだ。ほかのどれにも似ていねえ。見たことがないって言っても、だいたい今までの類型で推測はできるからな」

　口をようやく開いた慶次が、ぽつぽつと言葉を探しながら語り始めた。

「そのどれにも当てはまらねえ。『将』だから、といってもサムライと契る以上、接点はあるはず。それが見あたらねえから、どんどん潜っていったら、あれが……」

「あれ……」

「ぞっとする、ってのを何百倍にするとこうなるんじゃねえかな。見たわけじゃねえ。だが感じたんだ。そいつに見られてるっていうのをな。そのとたん、身体が震えて、どうしようもなかった。自分の意志で留まろうとか、冷静に引き返そうなんてのは無理だ。パニックってやつさ。深海に潜ったダイバーが、潜せん水すい病びようになるのを防ぐのにゆっくり計画的に浮ふ上じようするのを、すべて忘れて急きゆう上じよう昇しようするようなもんだ。それくらい、あれは……」

「恐ろし、かったの」

「たとえていえば、オレたちがきっとまだ、サムライでもなんでもねえ、武士とか町人とかでもねえ、火をおこしたり、獣けものを狩かるのがようやくだったような、もっともっと昔から、畏れて来た、そんな片へん鱗りんを……」

　慶次がそこまで言った、そのときだ。

「う、ぅう」

　うめき声とともに宗朗が目を開いた。身を起こす。

「お、おい！」

「え……キミは」

　一瞬、目が合う。裸の半身を起こした宗朗と、上着に包まれた裸身を景勝に抱かれている慶次。

　そして宗朗のかたわらに横たわる千姫には、着物が掛けられているとはいえ、やはり生まれたままの裸身。

「慶次！　慶次じゃないか！　どこにいたんだ。それに景勝さんも。……千姫さま！　眠っているのか、ぼくは」

　そこまで言って気づく、自分の姿。

　慶次がさっきまで肌はだを合わせて意識へのダイブを行っていたせいで、当然、裸。

「えええ!?　な、なんで」

　思わず、側の着物を引っ張って身に当てれば、その分、千姫の裸身が露わになる。

「うわ、千姫さま！　ごめんなさ、ぃ……ううう！」

　しかし千姫の肌を隠せば今度は自身が。

「……なにやってんだ。まったく、あいつの中にあんな、底知れねえもんが」

　そう言う慶次も、たったいまの衝しよう撃げきを残しながら、息を吹ふき返かえした宗朗に同質の畏い怖ふを感じることがどうしてもできずにいる。

　当の宗朗は、

「ここは天城の中、だよね。どうしてみんなこんなところに。ぼくはたしか……千姫さまを助けるために」

　ようやく、ついたての向こうに自分の衣類を見つけ、ゴソゴソ身につけながら首を出だす。

　千姫を救出するため、徳川四天王「剣姫マスターサムライ」井い伊い直なお政まさと酒さか井い忠ただ次つぐの果し状を受け、江え戸ど城じよう内に再潜せん入にゆうした。

　そこでふたりとの戦いを、「剣姫マスターサムライ」十じゆう兵べ衛えらの活かつ躍やくによって制するも、彼かの女じよたちは落とし穴の中へ。

　宗朗は、当の千姫にとらわれてしまう。

　そして意識を失わされたまま、ここ大おお奥おくで千姫に迫られていたのだが、

「ぅぅ……、宗朗？」

　当の千姫もが目を醒さまし、身を起こすと、

「わわ！　千姫さま、その……着物を、着てください、その着物を……！」

　身体の上に掛けただけの着物が滑り落ち、見事な裸身がまたも露わになる。そして当然のように、

「なに言ってるのよ。御お城しろに来るなら来るって……きゃぁああああっ！」

　湧わき起おこる悲鳴。

「……おいおい。ここは道場か。まったく」

「変わらない、ってすごい」

　こっちも身なりを整えた慶次、それに景勝が言い、ため息を漏らした。確かに、慶次を心底怖こわがらせた、得体の知れなさはどこにもない。

　それは千姫にも。

「ちょ、っと！　向こう向いてなさいよ！　……千の下着はどこ？　どこなの？　下着なしで着ろって言うの？　あぁ、もぉお！」

「わっ、千姫さま、待って！」

　千姫のかんしゃくが破は裂れつしそうなのに、あわてて宗朗が止めに入る。

　どこかで見たような、いつも見ていたような光景。いつもの柳生道場の日常のような。そんな空気に、

「おいおい」

　思わず慶次が苦笑いを浮かべると、

「……来る」

　いち早く立ち上がり、弓に手を伸のばす。しかし矢をつがえるまえに、

「のぁぁぁああああっ！　ですわぁぁあああああっっ!!」
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「おぉい、小十郎！　まだなのかぁ！」

　まだ開店まえのメイド喫きつ茶さ「二代目真陰トウルーシヤドー」の控ひかえ室しつに、似合わない大声が響ひびく。

　発したのはもちろん、長い髪が片目を隠した美少女、伊だ達て政宗だ。そして政宗の言葉にうながされ、おずおずと物もの陰かげから出てくるのは、

「ま、政宗さま、こんなので、いいんですか」

　片かた倉くら小十郎。政宗の一応は従者ということになっているが、武ぶ應おう学がく園えん塾じゆく米よね沢ざわ校舎高等部の同学年、つまりは同い年の同級生。

　長身でグラマラスな政宗に対して、小こ柄がらな小十郎はまるで小学生のようにも見える。

　いま、メイド喫茶の制服、つまりメイド服に身を包つつんだ小十郎を見るや、政宗は、

「ぉぉぉおおおおお！　か、か、か……！」

「政宗さま？　大丈夫で……きゃぁああっ！」

　小十郎の悲鳴は言わずもがな、政宗がいきなり思い切り抱きしめたのだ。抱き上あげ、その胸に顔を押おしつけ、さらには頬ほおずり、そのまま頬と言わずひたいと言わずキスの雨を降ふらせるから、

「きゃ、きゃぁ！　きゃぁあっ！　ま、待ってください政宗さま、や、やめてぇええ！」

　その間にも、政宗の手は小十郎の身体のあらゆるところをなでさすり、愛あい撫ぶするのを止めない。

「かわいい、かわいい、かわいいぞぉ！　小十郎、初等部の制服もいいが、この冥めい土どの土産みやげ服はまた、たまらんかわいさだ！　小十郎のかわいさが数倍、数十倍になって、俺おれはいったいどうしたらいいんだぁああ！　んんんー、ちゅっ、ちゅぱ、ちゅぷ！」

　嘆なげきながら感激しながら涙なみだを噴ふきこぼしている。しかもキスも止めず愛撫も続け、忙いそがしい政宗だ。

「冥土の土産服じゃなくて、メイド服ですぅぅ！　きゃっ、政宗さま、そんな、ダメですぅ！　せっかくかわいい服がシワになっちゃいますぅ、ぁっ、やだ、胸のところ、さわらないで、お尻しり、さわらないでぇえ！」

　当然、メイド服の胸もとや、超ちようミニのスカートの中までも政宗の愛撫は留まるところなく続いているわけで、

「すんすん……今日はまた、いちだんといい匂いがするぞぉ、小十郎。もっと、ぜんぶ吸っておかないとな、すんすん、ふんふん……！」

　犬のように嗅かぎ続ける政宗。

「ぁん！　きゃっ、ん！　だ、ダメですよぉ政宗さまぁ！　匂いを嗅ぐだけって言ったじゃないですかぁ！　な、なめちゃイヤですぅ、そんなとこ、なめちゃダメぇ！」

　身をくねらせ、顔を真っ赤にした小十郎が息も絶え絶えなのに乗じて、政宗はその胸もとに顔を突っ込みそうな勢いだ。

　小十郎はもちろん、そんな政宗もまた、ふだんの制服ではなく「真陰」のメイド服に身を包んでいる。

　とはいえこちらはサイズ的にもそうとう窮きゆう屈くつそうで、あちこちが寸足らずなうえ、胸などは大おお幅はばにはみ出していた。

　小十郎と同じデザインのメイド服とは思えないほどだ。

「んーっ！　んっ、ん……ちゅ、ぺろっ、んちゅ！　まったく、小十郎は美お味いしいな！　このまま全部食べちゃいたいくらいだ。ははっ！　ははははっ！」

「ぁああ～ん！」

　言うまでもないが、政宗は女子。大幅に幼く見えるし、どこをどうとっても女子としか思えない小十郎は、同い年の男子である。

「……あ、あのぉ、これ、いいのだ？」

　そんなふたりの姿をやや遠巻きにして見ていた長宗我部盛もり親ちかが言う。

「どこからどう見てもアウトなのである。このままでは店を開けられないのである」

「これがバカップルというものなのか」

　明石あかし全たけ登のり、毛もう利り勝かつ永ながも、唖あ然ぜんとした顔を並べるしかない。

　三人はもともとこの店の専属メイドで、柳生道場の所属でもある。

　宗朗始め主要メンバーが全員道場を空けている間、限りなく居い候そうろうっぽい留守番という態で道場を預かっていた政宗たちと出会ったのが昨日。

　食費にも事欠くほどお金のない道場の現状に、ならば自分たちもメイド喫茶ではたらく！　と政宗たちが言い出しての今日が初日。

「なんだかとても悪い予感がするのだ。というか、このお店、どうなっちゃうのだ？」

「いっきに雰ふん囲い気きが飲食店から風ふう俗ぞく店てんのようなのである。困こん惑わく、なのである」

「あんなものを四六時中見せられていたら、こっちがたまらないんだけど……」

　そろって顔を赤らめ、モジモジする三人。

　本来、苦情を言ってやめさせるところ、じっと注視してしまってもいる。三人の頭の中にはどこか、

「いいなぁ、なのだ」

「正直うらやましいところはあるのである」

「彼かれ氏し、ほしぃ……ち、違！　もうそろそろ、ちゃんと『将』と契りたい……な」

　つい口をついて出る想おもい。

　その脳のう裏りには共通の、ひとりの「将」の姿が浮かび上がっていた。



「……ｍｐｉ値1.1から0.6へ。総ビリルビン、漸ぜん減げんしています」

「呼吸、心しん拍ぱく数すう、低下。血圧、25……」

　次々に読み上げられるモニターの各数値、そして「被ひ験けん体」の状態を、無言で聞き続ける徳川慶よし彦ひこ。

　すでに「実験」の開始から数時間が経過している。

　もっとも重要な、ゲノム解かい析せきとその送信は最初の数分で終わり、あとは「被験体」の容態の安定化にすべてが費やされていた。

　その「被験体」、シャルル・ド・ダルタニアンは、手術室という名の誰だれも入ることのできない無む菌きん室しつに、その裸身を横たえている。

　無機質な手術台の上の裸身は多くのセンサーやチューブを装着され、側にはそれらの機器類が並べられ、さながら機械の一部になったようだ。

　透とう明めいな天てん蓋がいの上が、各種モニターとオペレーションを兼かねた操作室になる。操作はすべて遠えん隔かくで行われていた。

　慶よし彦ひこの配はい慮りよで天蓋ガラスには白いシーツがかけられている。

　慶彦からもダルタニアンの姿は見えず、ただ報告を聞くのみだ。

「いかが、いたします」

　ようやく「主治医」と称しようされているこの計画の責任者が、その白衣を近づけ、慶彦の耳元でささやく。

「……どうする、とはどういうことだ」

　慶彦は、ダルタニアンが横たえられている手術室につながるガラスとそのシーツから目を離さず、つぶやく。

「あらゆる手だてを尽つくしましたが、被験体が目覚めることは非常に困難な状態にあります。ゲノムの強制抽ちゆう出しゆつの際に掛けられた大きな負ふ荷かが原因となって、あらゆる臓器の機能低下……」

「簡単に要点だけを言え」

「は、はい！　現在も最高の技術を投入していますが、被験体の容態を安定化させることで手て一いつ杯ぱい……い、いえ、可能性がないわけではありませんが、いま冒ぼう険けん的てきな措そ置ちを施ほどこすことは、弱った身体にいっそう負荷をかけることと異なりません」

「つまり、わたしのニアは目覚めない、ということだな」

「残念ながらいまのところ……。まずは容態を安定させ、将来において蘇そ生せいさせるための措置をひとつひとつ施していきます。そのために、最高の維い持じ装置をすでに用意してあります！」

　そこまで言うと「主治医」は、声を弾はずませてモニターを指さす。それを慶彦に見せることができるのをいたくよろこんでいるようだ。

　慶彦に示されたモニターには、別室に設置された維持装置を映し出す。

　部屋、というより大きなホールほどもある空間に、薄ぼんやりと浮かぶガラスのシリンダー。

　中には薄うす緑みどりの溶よう液えきが満たされ、シリンダーの周囲にはその数倍もある大型の機器類が装着され、並んでいる。

「この恒こう常じよう容器内に被験体を封ふう入にゆうすることで、外気のあらゆる影えい響きようを受けず、また生命および臓器の維持回復が図はかれます。重力の影響も最小限で、さながら時が止まったかのように……」

「時が止まっていては、ニアが目覚められないのでは」

「い、いいえ！　目覚めるそのときまで、ということです。措置は一年、二年、場合によってはもっと時間を要することも考えられます。しかし被験体は変わらず、現在の姿のままを保つことができるのです！」

　まるでそこが肝かん心じん、とでもいうように「主治医」が声を弾ませる。

　慶彦はしかしそこには関心を示さず、

「さながら、眠ねむれる森の……というわけか」

　ひとり、つぶやいた。

「は？」

「先生がたはニアの現状維持と蘇生に全力を示してもらえば、それでいい。追加の機器が必要ならそろえる。そのための予算も、な」

　それだけ言うと、立ち上がった。無言で数人の従者もまた、立ち上がる。慶彦の側につき従うように居並ぶ。

「わ、わかりました。いえ、かしこまり、ました。被験体の維持を最優先に、覚かく醒せいを目指して最大限の努力を……」

「それから、被験体ではなく、ニア……ダルタニアン、と呼ぶようにな。名があるのだ。よい名が……」

　慶彦はわずかに歩を進めると、手術室を見下ろす天蓋窓を覆おおったシーツに手を掛け、わずかにずらした。

　ダルタニアンの顔が、見える。

　目蓋を閉じた表情は意外なほどに穏おだやかで、眠っているようだ。

　しかしその口にも補助呼吸装置がかぶせられ、頭のあちこちにも細かいセンサー類の配線が伸びている。

「ニア……よくやったよ、しばらく休んでいるといい。キミは多くのサムライたちの母……いや、姉となったのだ。その貢こう献けん、この徳川慶彦、決して忘れるものではない」

　見つめる慶彦に応こたえるかのように、ダルタニアンの決して開かれるはずのない目蓋の、睫毛まつげが震えた。

「お車の用意ができております」

　従者のひとりが言ってもなお、数分の間、慶彦はダルタニアンの顔を見つめていた。誰も口を開く者はなく、機器の作動音だけが操作室に響く。

「行くぞ」

　ひとこと短く言うと、慶彦は踵きびすを返した。

　四人の従者が前と後ろを守るなか、操作室を後にする。

　その姿が分厚いドアの向こうに消え、ドアが閉まると、ようやく「主治医」の安あん堵どしたようなため息が小さく漏もれた。



　　　　　４



　突如、轟ごう音おんと地面を揺るがす振しん動どうが襲おそう。大奥の建物自体が大きく揺さぶられるほどだ。

　しかしそれが地じ震しんの類でないのは、ほとばしる声によって知れる。

「なんだ!?」

　衝撃の源は、中奥おくとを隔へだてる庭のほうからだった。宗朗が向かおうとして、腰こしのものがなくなっていることに気づく。

「ほら、よ！」

　そこへ慶次が自分の脇わき差ざしを投げると同時、追おい越こすように飛び出した。

「ありがとう！」

　宗朗もすぐに続き、多くの障子戸を開け放つ。

　廊ろう下かなどは基本、縁えんにしかないから、あとはすべて、障子戸で隔てられた部屋と部屋の連なりなのだ。

「きゃぁっ！　お、男が……！」

　すでに明るくなり始めた時間帯。

　部屋によっては小こ姓しようの女子が詰つめている。

　女子禁制の大奥での宗朗の姿に驚き声を上げるが、すぐに庭からの衝撃にかき消されてしまう。

「あれは！」

　ようやく出た縁で、中奥側の庭土が大きくえぐれ、深い窪くぼみになっているのを宗朗も慶次も見た。

「なんだっていうの！　なにが起こって……」

　千姫も駆かけつけた、その目の前で、

「とぉりゃぁああ！」

　別の地面が盛り上がった、と思うと盛大に土ど砂しやを撥はね飛とばしながら、巨きよ大だいなドリルとハンマーが現われる。

　そしてその持ち主。

　もちろん、直なお江え兼かね続つぐだ。

「ちょこまか逃にげるな、ですわ！　この直江流戦せん鎚つい術ＮＥＯの露つゆとなれ、ですわぁああ！　はっ、ここは!?」

　土つち埃ぼこりだけではない、なにかが灼やけるようなにおいが辺りにただよう。ドリルになった兼続の大鎚づち片側から、煙けむりが上がっていた。

「あれぇ、外に出ちゃったよぉ！」

　そしてその大穴から顔を出し、這はい上がるのは、柳生十兵衛。そして、

「まだ天城の中です。それにここは本丸、おそらく大奥」

　服部半蔵だった。

「ウキュッ！」

　猿さる飛とび佐さ助すけもいる。

「すごーいの、ぐつぐっちゃん！　尖とがったドリルで地面をどんどん掘ほっちゃうんだね！　ぐつぐつなぐっちゃんからゴリゴリガガガガ～！　さんに改名だよ。略してゴリさん！」

「そのゴリラみたいな、刑けい事じみたいなあだ名、やめろですわ！」

「十兵衛！　兼続、委員長も！」

　そこへ宗朗の声が飛ぶ。

「半蔵、おまえ……！」

　千姫の声も。

　大奥の濡ぬれ縁から身を乗り出す。その背後には慶次と景勝もいた。すでに警報が鳴なり渡わたり、次々現われる大奥警護の少女サムライたちと相対している。

「わあ！　お兄ちゃん!!」

「御お姫ひいさま、ご無事で……！」

　十兵衛を押し退のけて、半蔵が声を上げた。

　なにより、千姫がもとのように、自分を呼んでくれているのが半蔵はうれしい。思わず涙ぐむ。しかし、

「気を抜ぬくなよ。出てくるぜ」

「そう。来る」

　慶次、景勝が察知したとおり、中奥の御ご殿てん隅すみに設けられた蔵の扉とびらが、轟音とともに吹き飛んだ。

　中から、

「残念でございますわね。少しは楽しませてもらえると思ったでございますのに。ほんとう、やりすぎでございます。ムカつくのでございますよ！」

「よくもやってくれた、わね。こんな陳ちん腐ぷなセリフをわたしに言わせるなんて、そこのところだけは褒ほめてあげるわよ」

　現われたのは直政、忠次のふたりだった。

　ふたりともに、装そう甲こうされた機械の鎧よろいを着込んでいる。中で操縦している、と言ってもいい。

「あれは！　十兵衛や兼続に壊こわされたんじゃなかったのか！」

　二の丸御お庭にわでの戦いを見ている宗朗が言う。

　直政の鎧は十兵衛に撃うち落おとされ、忠次の鎧も兼続の大鎚で弾はじき飛ばされている。

　その結果、二体ともに大破したと思われていた。

「なにごとも、修理、整備体制は万ばん全ぜん、ということですわ」

「半日も経たっているのに、わたしたちが手ぶらで挑いどんでくるとでも思ったの」

　ふたりは地下の維持・保養装置に迷い込んできた十兵衛たちと戦いながら、ここまで来たのだ。

　もとはといえば、洗脳された千姫の仕し掛かけた落とし穴にはまった三人と一匹ぴきだったが、兼続の「氣」による覚醒で大鎚をドリルとした横穴の掘くつ削さくで脱だつ出しゆつ。

　そこから、江戸城内の地下に張はり巡めぐらされている脱出用地下道に迷い込み、偶ぐう然ぜん四天王の維持装置室にたどりついた。

　装置を壊されまいとする直政、忠次と対たい峙じするが、ふたりの装置だけを破壊して逃とう走そう。もとい、ふたりを追いかけてここまで来た、のだが……。

「もう逃のがしませんわよ！　土の中ならこのゴリ……じゃなくてですわ！　ぐつ、でもなくて、直江兼続の独どく壇だん場じようですの！　『土』属性はダテじゃございませんことよ！」

　大おお見み得えを切る兼続。

　たった今まで、自分の新能力で敵を退け、仲間たちを助けたという自負がある。しかし、

「ここ、もう地面の上だよ、ぐっちゃん」

「地上へ出ています」

「ウキュッ！」

　十兵衛らに言われ、たらっ……額ひたいからひと筋汗あせが滴したたり落ちる。

「わ！　わかってますわ、そのくらい！　だいたい、どこも土の上、ということは、この両りよう脚あしで大地と接しているのですから、『土』属性の加護はあらたかで……えええい！　外でだって、わたくしがいちばんですわぁあ！」

　言いながら兼続は、大鎚をビュッ、と振ふり抜く。ドリルの部分が外れて宙を飛び、周囲を回って着地すると、そのままギュルギュルとベーゴマのように回り続ける。ドリルベーゴマに飛び乗り、

「いっきに行きますわよぉお！」

　残った大鎚を振りかぶった。

「へぇ、あいつ、あんな力を身につけやがったか。どうやら『土』の『氣』をほんとにモノにしやがったな」

　感心したように言う慶次。

　笑ってはいるがその目はうれしそうだ。

「わたしたちも」

　景勝が言い、

「ああ、こんどはほんとにここを出るぜ！　お姫さまもいっしょに、な！」

　慶次もまた、本来の武器である仕込み傘がさを構えた。

「千姫さま！　行きますよ」

　宗朗が千姫に手を差し出せば、

「……宗朗、うん！」

　その手を握にぎりかえす千姫。

「お兄ちゃんも、千姫さんも、みんないっしょだよ！　またみんないっしょになったの！　すごい、すごぉい！」

「はい、本当に」

　はしゃぐ十兵衛。潤うるむ目を押さえる半蔵。しかし、

「なにをよろこんでいるのかわかりませんでございます！　この鎧が見えないでございますか！」

「まったく現実が見えてないようね。いいわ。もう城内だとかかまわない。ここで全員、潰つぶしてあげるわ。研究のためとか、手加減もナシでいいのよね」

　鎧のふたりもまた展開する。

　小柄なふたりが乗っているとはいえ、身長で三メートル、武器などを入れれば、さらにひとまわりもふたまわりも大きな機械鎧武者だ。

　江戸城は広大だが、その中心は建物で埋うめ尽くされている。

　唯ゆい一いつの例外が昨夜戦った二の丸御庭だが、ことにここ大奥のある本丸は、御ご殿てんと天守だけでほぼ占しめられていた。

　大型の機械鎧が二体も暴れたら、その損害は計り知れない。

　それでも止められないほど、直政、忠次は感情的にも抑えられなくなって来ていた。

「やれやれ、こいつはちとやっかいかもな」

　慶次が言い、

「そう、かも」

　景勝がうなずく。

「なんでですの！　空飛ぶバッタみたいなのには十兵衛が勝ちましたし、あのダンゴムシだってわたくしがやっつけましたのよ！」

「うん！　お兄ちゃんにもまた会えたし、マエダケさんやトンカツさんもいるし、十兵衛たち負けないって思うな」

　兼続、十兵衛が反論し、

「わたしも、御姫さまのために一命を投げ打つ所存ですから」

「ウキュ、キュッ！」

　まだ「氣」に目覚めたとはいえない半蔵も、その忍にん者じや刀を握りしめる。佐助も、いつでも「剣姫マスターサムライ」に変身できるよう、身体の中に「氣」を溜ためているようだ。

「千姫さま、行きます！」

　宗朗が千姫の顔を見つめる。その手をしっかりと握った。

「宗朗……わかったわ」

　千姫もまた、宗朗の手を強く握りかえした。宗朗は、

「みんな！　ここは敵を倒たおすのじゃなくて、千姫さまを無事にここから出すことに専念してくれ。力を、集中させるんだ！」

　呼びかける。

「将」の呼びかけが「氣」の形でも「剣姫マスターサムライ」に伝わっていく。

「言われなくとも、ですわ！」

「うん！」

「わかりました！」

「ウキュゥ！」

　全員の「氣」がはっきりと高まり、その場に満ちた。

　もはや、直政、忠次以外の大奥のサムライ少女や幕府の警護侍ざむらいがどれだけあらわれようとも、はね返すだけの力が漲みなぎっている。

　慶次や景勝の心配も杞き憂ゆうに終わるか、と思われたが、

「違ちがう、そうじゃねえ。あいつらは……」

「いままで見せてきた力以外のものを持っている、はず」

　ふたりが言うと、まるでそれに答えるように、

「ホホホホホ！　なにを知っているのかわからないでございます。けど、覚かく悟ごはしたほうがいいでございますよ！」

「おまえたちがここから出られることなんてないのよ。なぜなら全員、ここでくたばってもらうんだから」

　直政、忠次の言。

　鎧の中で顔は見えないものの、ただの強がりやハッタリとは異なった不気味さが漂ただよう。言葉だけではない、それを感じた宗朗に、

「どういうことなんだ。慶次も……。ここは戦ってはいけないのか」

「将」の能力が告げるのか、迷いが生じた。

（迷っちゃダメだ。ここは一気に……いや、でも！）

「ごちゃごちゃなにを言ってますの！　先手必勝、ですわぁぁぁああ！」

　待ちきれず、宗朗からの指図がないままに兼続が飛び出す。

　ドリルベーゴマを加速させると、直政、忠次の鎧へ突っ込んでいく。

「単純なトンカチでございます」

「だいたいここから出たって、お姉さまをもとに戻もどせるわけないのだけれど」

　やや退いて待ちかまえる二鎧。

　そのたたずまいに、

「待て、兼続！　まだ」

　宗朗が止めようと声を上げる。

「待つんだよ！」

　そのときだ。新たな声がとどろいた。そればかりでなく、

「ひゃぁああっ！」

　ビュッ、空気を切きり裂さいて大型の鑓やりが飛んでくる。鑓は兼続をかすめて、大奥とその向こうを隔てる土ど塀べいを破壊しながら突つき刺ささった。
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「な、なんですの！　誰、ですの、この……鑓は」

　ベーゴマから転げ落ちそうになりながら、かろうじて兼続は姿勢を戻した。けれどもはや勢いは失われている。

「あれだ。あれ、は」

　宗朗が視線を向ける。鑓を放ったのは、天守中層の破は風ふの上に陣じん取どった、

「ちろにゃん！　ちろにゃんなの！」

　十兵衛が声を上げる。

　その鎧は柳生道場の全員にも見覚えがあった。巨大な鹿か角づのが朝陽ひを浴びて輝かがやいている。黒威おどしの具足にも似た鎧よろい胴どうが大きく開いて、

「本ほん多だ、忠ただ勝かつ……です！」

　半蔵がメガネの倍率を調整して確かく認にんするまでもない。

　童顔に似合うおかっぱ髪かみが、操縦洞どうと呼ばれる内部にも吹き込む風で揺ゆれている。黒目がちの目が真まっ直すぐに、宗朗たちを見つめていた。

「忠勝！　来てくれると思っていたでございます！」

「これで三体、ふつうに戦っても勝てそうね」

　直政、忠次が言う。

「やはり、こんなふうに戦うのか」

（あのとき……）

『こんど会うときは、正々堂々、最後まで勝負を必ずつけるんだよ！』

　天海との戦いの直後、襲ってきた忠勝が最後に放った言葉が甦よみがえる。宗朗は、あらためて腰の大た刀ちの鯉こい口ぐちを切っていた。

「お兄ちゃん、違うよ、ちろにゃんは！」

「わたくしを鑓で串くし刺ざしにしようとしたんですのよ！　もうだまされませんわ！　三体まとめて、この直江兼続が仕留めてごらんにいれますわぁ！」

　十兵衛と、逸はやる兼続。

　だが双そう方ほうをも拒きよ絶ぜつするように、鎧胴の装甲を閉じた忠勝は、鎧の腰から長大な大刀を抜きはなつ。

「ここで戦ってはいけないんだよ。それに直政、忠次がやろうとしているのは、もっといけないんだよ！」

「あのふたり、ただ戦うだけではなくやはりなにか」

「奥の手て、威い力りよくの桁けた違ちがいな新しい武器、ということでしょうか」

「いや、違うな。もっとやばいもんだ。この江戸城をぶっ壊しかねないような、そんなもんらしいぜ」

　宗朗、半蔵の言葉に、慶次が答える。

「それなら好都合ですわ！　どうせ幕府を相手の戦になったのではございませんの？　相手が自分で壊してくれるなら願ったりですわ！」

「そのかわり、わたしたちも全ぜん滅めつする、たぶん」

　兼続には、景勝が。

「まだ四天王にも、この天城にも、秘密があるっていうのか」

　宗朗がつぶやく。

　そんな会話をさえぎるように、

「忠勝！　おまえは直政たちの味方をしに来たわけではないでございますか。なら、口出だしも手出しも無用でございます！」

「見ているだけならかまわないけれど、これ以上じゃまするなら、あなたもいっしょに潰してやってもいいのよね」

　四天王のひとりである忠勝までも攻こう撃げきしかねない勢いの直政、忠次。

「雲行きが怪あやしくなって来ましたね」

「ああ、だけど」

　半蔵の言葉に応えながら、宗朗は油断なく直政たちと忠勝を、そして道場のみんなを、かたわらの千姫を注視し、意識した。

（どっちが動く。ぼくらはどう……いや、ここは先に動いてはダメだ。敵を倒すことじゃない。千姫さまを助け出すことをだいいちに……）

　宗朗が横を見ると、

「……ぅ、ぅ」

　千姫の顔色がさっきよりもずいぶん悪い。

　また洗脳の後こう遺い症しようか、別人格が浮ふ上じようする隙すきを狙ねらっているのか。

「退くんだよ、直政も忠次も。鎧で戦って負けたなら、もう出番じゃないんだよ！」

　忠勝の一いつ喝かつ。しかし、

「おまえも一度負けてるでございます!?　都合よく言うなでございますよ！」

「やっぱり、先に片づけておくしかないみたいね。安心していいわよ。たった一いち撃げきでやってあげるから！」

　そう言うと、直政の鎧が空中へ跳とび上がる。忠次の鎧は、回転攻撃のために全身を丸く固める、というところ、

「待ちなさいよ！」

　ブォッ！　空気を巻き込むように飛んできた巨大な鉄球が、直政の行く手を遮さえぎり、忠次の鎧の至近距きよ離りに落ちて土砂を巻き上げる。

「なんでございます！」

「この鉄球、康やす政まさね」

　ふたりの鎧は、それぞれモードを解いて地上でかまえを取る。鉄球は即そく座ざに引ひき戻され、その持ち主のもとへ帰る。

　むろん、榊さかき原ばら康政の鎧だった。

　直政たちを挟はさんで、康政は忠勝と反対側の端はしに位置する。二の丸との境の土塀で下は高い石いし垣がきだ。

　つまり直政たちは挟み撃ちにされているのだ。

「はかったでございますね！」

　この布ふ陣じんでは、包囲する外線側が絶対的に有利。

「追い込んだつもりでしょうけれど、わたしたちには……」

「使わせないよ！」

　忠次が言い終えるまえに、忠勝が動く。鎧胴を閉じると、ボッ！　一いつ瞬しゆんの噴ふん射しや音とともに、数十メートルを一足に跳び越える。

　先ほどはなった大鑓をつかむと、その切っ先を直政の鎧ののど元へ。もう片手の大刀を忠次の脇わきへ、ぴたりと突きつけた。

「な！　んでございます、って！」

「速い、の」

　康政の鉄球をも意識しなければならないふたりは、どうしても防ぼう御ぎよが手て薄うすになる。簡単に言えば半分の注意力しか動員できない。

　これに対し、四天王一の速さを誇ほこる忠勝の鎧を避さけることは事実不可能だ。

「これでわかったんだよ。ふたりとも、退くんだよ！」

　突きつけられた鑓と刀は搭とう乗じよう者しやには危害を加えないが、鎧の機能を一瞬にして奪うばうことが可能だ。

「こんなことをして、ただで済むと思ってございますの！」

「どうやら本気でわたしたちを怒おこらせてしまったようね。このこと、御お方かた様がお聞きになったら、どう思うかしら、ね」

　ストレートに感情をぶつけてくる直政。怒いかりを抑おさえながら、反はん撃げきの機会さえうかがう忠次。

　しかしふたりを前にして、

「ここは退くんだよ。こんなところで戦うのは、城内御ご法はつ度とに違い反はんしてるんだよ！」

　忠勝が言い放つ。

「城内御法度、でございますって？　そこにいる敵を倒すのに御法度もなにもないでございます！」

「意味がわからないわね」

　しかし忠勝は、再び鎧胴を開けると顔を見せて、

「そうじゃないんだよ。柳生宗朗とその道場の一行。彼かれらを招待したのは直政、忠次、おまえたちなんだよ！」

「な、んでございます、って……！」

　言うその言葉は、ふたりの虚きよを衝ついていた。

「招待ですって。あれは果し状を突きつけたまでのことよ。そんなものが招待だなんて、こじつけもいいところね」

　忠次も言う。が、

「城門を開け放って、門番の警備兵にも通すように言いい含ふくめてあったんだよ。証言もあるんだよ。敵なら、いくつもある門を通れるはずもないよ。門番が通すはずないんだから、だよ！」

　忠勝のひとこと。

　これには忠次も、

「ふん。考えたというの。なら聞くけれど、千姫お姉さまはどうなのかしら。大おお奥おくの者が勝手に外へ出るのはまかりならない。これだって城内御法度に違反してるのじゃないの」

　いっしゅん動どう揺ようする。が、そこは論理的な思考、もの言いでならす「剣姫マスターサムライ」だ。逆に御法度を理由に切り返した。

「千姫さまは大奥の人じゃないんだよ。大奥の人別帖にも乗ってないんだよ。その代わり、三日まえの来客記録にはあるんだよ」

　さらに忠勝。

「来客って……あれは大奥の侍じ女じよが取り次いで……それだけでございます！」

　その直政の言葉に半蔵が、

「御姫さまのもともとの侍女でもあった雪ゆき乃のさんが、わたしたちを城内へ入れてくれたのは事実です。もしかしてその記録が……」

　つぶやく。それが聞こえたわけでもないが、忠次が、

「お姉さまの名前でも来客記録にあったわけ？　そんなこと、あるわけないでしょう。将軍家の息女が帰城するのに、勝手口に等しい裏門からだなんて」

「記録には、名前はないんだよ。でも申しん請せいは二名で通ってる。名前はあとで記入してもいいんだよ。記入できなかったのは、入城のあとおまえたちが千姫さまを拘こう束そくしたから、なんだよ！」

　言い、それをまた両断する忠勝。

　見ている宗朗たちまでが驚おどろく。そして、

「すごい。忠勝があんなことまで」

「ちろにゃんすごーいの！　がんばれー！」

　エールを送る十兵衛。

「ここで退くということは……わかっているでございますね！」

「わたしたちを、本当に敵に回すということ、そう受け取っていいのよね」

　直政、忠次が搾しぼり出すように言うと、その鎧ののど元から、すっ、と忠勝の大鑓と大刀が引く。

　一瞬、呆あつ気けにとられるのは直政たちだけではない。

　だが忠勝は、いったん戻した大刀の切っ先を、

「忠勝……」

「ちろにゃん？」

　紛まぎれもない、宗朗たちに向けていた。

「敵は、柳生宗朗……あたいの敵は、おまえたちなんだよ！」

　こんどこそ、操縦洞の中の、小さな顔が宗朗たちに向き合う。大きな瞳ひとみが真っ直ぐ、まばたきもせずに見つめていた。

「忠勝さん、どうして……」

「そうだよちろにゃん！　なんで十兵衛たちが敵なの!?」

「そらみたことか、ですわ！　やっぱり四天王は敵！　全員敵に決まってますわ！　まとめてこのわたくしが、退治してさしあげますわ！」

　色めき立つ道場側。

　十兵衛はもちろん、半蔵も、千姫とともにとらわれた際に、土牢から忠勝に助け出された経けい緯いがある。

「よく言ったわ、忠勝。それだからあたしも、こうして味方したのよ」

　とは康政だ。

　直政たちの背後で鉄球をかまえたまま忠勝の援えん護ごのために陣取っている。忠勝はその康政にもいっしゅん視線を送り、しかしまた宗朗を見み据すえる。

「わかってるはずなんだよ。あたいがおまえたちを助けたとか、逃がしたとか、そんなのは思おもい違いなんだよ。あたいが望んでるのは常にひとつ。柳生道場の『剣姫マスターサムライ』たち、正々堂々の勝負をするんだよ！」

「ちろにゃん……」

「わかった」

　まだ十兵衛が言いたそうにしている、その言葉を遮るように宗朗が答えた。

「えええ！　お兄ちゃん!?」

「宗朗くん！」

「考えてみるんだ。その向こうの……康政の攻撃でぼくたちが全滅しそうだったとき、それを止めた忠勝ははっきり言った。ぼくたちと堂々の勝負がしたい。それまで戦いはおあずけだ、って」

「そうだけど、ちろにゃんが！」

「ぼくはあのときの忠勝の言葉を信じる。それは、自分たちが助かりたいから、あの場を切り抜けたかったからじゃない。そうじゃないはずだ」

「でも」

「忠勝はウソをついていないし、変わってもいない。ぼくたちはその誠実さに応えなくちゃいけない。それが、戦いであっても！」

　宗朗が言い切る。

　その言葉の明めい瞭りようさに、十兵衛も半蔵も、もう抗こうすることはできない。

　忠勝が、

「そうなんだよ！　宗朗、わかってるんだよ！」

　大きくうなずいた。

「なにを、冗じよう談だんではないでございます！　そんな勝手な……」

「待って。これはいいかもしれない」

　なおも収まらない直政を、忠次が制した。その上で、

「その堂々の勝負っていうの、わたしたちも加わっていいのよね。期日と場所を決めて、お互たがいこの顔ぶれだけで戦う。それなら、いいわけでしょう」

　忠勝にも宗朗にも、言った。

「それは」

「それなら、いいんだよ！」

　いっしゅん躊ちゆう躇ちよする宗朗よりも、忠勝が先に言った。

「堂々の勝負は、あたいだけの権利じゃないんだよ。康政も、直政も忠次も、真しん剣けん勝負で戦えばいい。それは変わらないんだよ！」

　それを受けて、

「わかったわ。わたしたちはそれでいい。いいわよね、直政」

「いいの？　それでいいでございます？　……まあ、忠次がそう言うなら、いいとするでございます」

　忠次、直政が剣けんを引く。

「ほんとにいいのでございます？　忠勝に勝手に仕切られて、正々堂々の勝負だなんて」

　その際、小声でそっと直政が忠次に告げた。この場合、鎧の接せつ触しよくによる限定双そう方ほう向こうの通信なので、他に聞かれることはない。

「いまこの場から退くにはいい口実、と考えるのよ。意地を張っても、もう形勢は不利」

「でも」

「正々堂々の勝負？　そんなもの、どうにでもなるわよ。千姫お姉さまだって、このまま帰したところでもとに戻るわけもないんだから。そうでしょ？」

　逆に同意を求める忠次に、

「ふうん。まあ、そうでございますね。ふふん、ふふふ」

　合が点てんがいったのか、直政が並んで退く。

　これで抜ばつ刀とうするなど武器をかまえているのは宗朗たちだけとなった。

「わかった。しかし日時と場所はこっちで指定させてもらう。忠勝を信用しないわけじゃないが……」

「それで、いいんだよ！　場所は大おお江え戸どのどこか、日時は一週間以内、それならこっちもいいんだよ」

　宗朗の条件に忠勝が条件を重ねる。宗朗も、遠巻きのままの康政も、うなずいた。

「お兄ちゃん、どうしても勝負しなくちゃいけないの？　十兵衛、ちろにゃんと戦いたくないよ」

「まだ言ってますの？　この流れでそれは無理ですわ。けどこれで、小細工なしの勝負ができるなら、このわたくし、『土』の直江兼続の独壇場ですわ！」

　どこまでも心配と不安のつきない十兵衛と、「氣」に開眼して自信満々な兼続。

「これは忠勝から改めて申し込まれた果し状だ。受けたからには、逃げることはできない。もちろん、手を抜いたりするのもダメだ。それは堂々の勝負をもちかけてくれた忠勝への侮ぶ辱じよくになる。武士として、もっともしてはいけないことだ」

　宗朗の言葉に覚悟がにじむ。

　半蔵もまた、

「はい。そう思います。忠勝さんはそうすることで、この場のわたしたちをまた助けてくださったんです。助けた、とは認めないと思いますけれど」

　肝かん心じんの千姫は、またぶり返した頭痛がひどいのか、

「ぅぅ……う」

　半蔵にかろうじて支えられながら、いまにも倒れそうな身体を支えていた。

「また、会うんだよ！　宗朗！」

　忠勝が最後に言い放つ。その視線が、十兵衛に流れてしばし止まり、またスッ、と逸それた。

　鎧の胴どうがバムッ！　閉じる。

「よし、ぼくたちも千姫さまをお守りして御お城しろを出る。慶次と景勝さんも……あ、れ？」

　そう言って宗朗が振り向むくと、そこにはもう、

「マエダケさん、いないの。トンカツさんも」

　十兵衛も驚きに目を丸くする。

　それまでいたふたりが、こつぜんと消えていた。








弐◆「土」、「風」、「闇」
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「……いかがでしたか、宗むね朗あきらくん」

「千せん姫ひめさま、治った？　お兄ちゃん」

　半はん蔵ぞうが言い、宗朗の背中にシャツを羽織らせる。十じゆう兵べ衛えがからみつくように腕うでを取り、下から見上げた。

「いや、残念だけど」

　小さく首を振って宗朗はシャツのボタンを留とめる。伏ふせた目には落らく胆たんとまでは言えないが、失望と焦あせりの色が混じっていた。

　大江戸に着いてから、柳生やぎゆう道場のみんなの常宿となっている古い旅館。

　千姫を助け出したあとも、落ち着いた先はここだった。

　いったん柳生道場に帰る手もあったが、

『いまさら戻ってどうするんですの。往ゆき帰かえりの時間があったら、その分修しゆ行ぎようしたほうが有意義ですわ。もっとも……ふふん、このわたくし「土」属性の直なお江え兼かね続つぐが、あふれる「土」パワーで圧勝ですわ！』

　と兼続が胸を張れば、

『どろんこパワーだね、ゴリぐっちゃん！』

『誰だれがゴリですの！　どろんこ遊びじゃありませんことよ！　まったく！』

　あいかわらず十兵衛が奇き妙みようなツッコミを見せて兼続が反発する、という流れはあったものの、

『たしかに、遅おそくとも一週間後には四し天てん王のうと戦わなくてはなりません。果し合いの場所も見つける必要がありますし、ここは例外的に兼続さんの言うとおり、大江戸に留とどまって準備や修行に時間を費やすほうが正解かと』

　半蔵も同意する。

『例外的ってなんですの！　いつも正しいことしかわたくし、言いませんことよ！』

『ウキャ、ウキュゥ！』

　というふうに、大おお江え戸ど滞たい在ざいが決まったのだが問題は、

「千姫さまの容態のことだ」

　江え戸ど城じようを出てから、ほぼずっと立ち上がる気力もないほどに憔しよう悴すいしている。

　旅館でもずっと伏せったままだ。

　弱々しいながら会話もできるし、食事も取れるのだが、それ以上となると、ずっと付つき添そっている半蔵の手を借りても難しいほど。

　そのうえ、恒こう常じよう的てきにひどい頭痛に襲おそわれていた。

　そのため、思い切って宗朗が実行したのが、

「わたしにしてくださった、その……肌はだを直接合わせて『将』の力を流し込む、という、その方法だったのですが」

　半蔵のときはうまくいった。

　本来ならば「剣姫マスターサムライ」の力で治ち癒ゆできるような傷がいつまでも治らないのは、半蔵の心の中のわだかまりのせいであって、それが「将」と「剣姫マスターサムライ」を結ぶ「氣」の流れを阻そ害がいしていたからだ。

　しかし千姫には、

「せめて慶けい次じがいれば、もっと根本的なことがわかったかもしれないんだけど」

　宗朗が肌を合わせる方法でも、根本的な治ち療りよう、解決はできなかった。

「なにか……鉄の扉とびらのように固かたく閉ざされている部分があって、どうしてもそこを超えられない。千姫さまのほうでも、ぼくを拒こばんでいるように感じるんだ」

　もどかしさに、声を落とすしかない。

「マエダケさんとトンカツさん、どこ行っちゃったんだろ」

「どうせまた、大奥の中にでも潜せん伏ぷくしているんですわ。肝心なときにいないなんて、まったく困りますわ」

　その慶次が、同じように千姫の意識にダイブして、植え付けられた洗脳の精神障しよう壁へきを感じながら取り除くことができなかったことまでは、宗朗も知らない。

（千姫さまを助け出すことはできた。だが千姫さまがもとに戻らなければ、意味はない。それどころか……）

「まさかこのまま、御お姫ひいさまは……」

　同じことを想おもっていた半蔵が、顔を手で覆おおってうなだれる。

「大丈夫だ、ぼくたちでなんとか」

「やはり御城に……大奥から連れ出したのは間ま違ちがいだったんでしょうか。御城なら、御姫さまのご無事を保つ薬かなにかが……」

「それは、そうかもしれないが」

「いまからでも、御姫さまを御城へお返しするのは……？　ここに置いていたら、御姫さまが、まさか、まさかの！」

「落ち着くんだ委員長」

「いいえ、御姫さまのお命が……！」

「そうはならない！　いいかい委員長、千姫さまの命は、ぼくたちが絶対に守る。必ずだ！」

　宗朗は半蔵の肩かたをつかむと、強い口調で諭さとす。千姫を想うあまり錯さく乱らんしかけていた半蔵だが、

「は、はい……」

　なんとか気持ちの落ち着きを取とり戻した。

「ぞうさん、大丈夫？」

「ごめんなさい、取り乱してしまいました。よく考えたら、御姫さまをまたあの御城へ戻すなんて、とんでもないことでした」

　なぐさめる十兵衛に、なんとか笑え顔がおを作る半蔵。

「けど、本当にどうするんですの。医者に診みせてもこればかりは無理ですわ。『将』と『剣姫マスターサムライ』の結びつきでもダメ。慶次もいない、となれば……」

「策はある。たったひとつだが」

　宗朗が、全員を見回して、

「キュ？」

「それは……忠ただ勝かつたちとの勝負に、勝つことだ」

　言い切った。

「たしかに、勝たなくては御姫さまの回復をはかる以前の問題ですけれど」

「でも勝ったところで、千姫さまの容態とは関係ありませんわよ」

「いや、違う」

　宗朗は改めて、ひとりひとりの顔を確かめるようにながめると、

「忠勝は正々堂々の勝負だと言った」

「それがなにか……ぁ！」

「そうだ。ぼくたちは勝って、堂々と千姫さまをもとに戻してもらえばいい。忠勝は約束を違えることはしない。だから自分から、勝負を挑いどんできたんだ。ぼくたちも真っ向から戦う。そして勝って、千姫さまを真に取り戻すんだ」

　こんどこそ大きくうなずいた。

「そう、ですね。堂々の勝負、それに勝つことができれば……！」

「できれば、じゃない。勝つんだ！」

「やったね、お兄ちゃん！　十兵衛、がんばる！　ゴリゴリさんも、がんばるよね！　ね！」

「誰がゴリゴリですの！　そううまく行くかはわかりませんけれど……ほかに手段はなし、勝負はどうせつけなくてはなりませんしで……わかりましたわ！　というよりそれなら戦いに集中すればいいのですし、願ったり、ですわ！」

「キュッ、ウキューッ！」

　兼続の言葉。興奮した佐さ助すけが声を上げてはね回る。

「うん。ぼくもそれしかないと思う。そのために、なんとしても勝つ方法を見つけるんだ。一週間の猶ゆう予よといっても、千姫さまのことを思えば、一日でも早いほうがいい。果し合いの場所も見つけて、忠勝に報しらせるんだ」

　これで決まった。

　もう迷いはない。迷うより、強くなること。戦いを制すること。

　彼らの目的は、真にひとつになる。

「よし、みんな。やろう！」

「おーっ！」
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「……ふぅ」

　あたたかい湯に肩まで身を沈しずめて、直なお政まさが小さく息を吐はき出す。そのかたわらには、忠ただ次つぐもいた。

　江え戸ど城じよう大おお奥おくの湯ゆ殿どの。

　四、五人がいちどに入っても余りそうな広い湯船は総そう檜ひのき造りの方形で、湯気にかすかな檜の芳ほう香こうを混じらせる。

　すでに白すぎる肌は桜色に染まり、しっとりと汗あせを浮うかばせていた。

「はぁ……、なんだか疲つかれが取れないでございます。維い持じ装置に半日も浸つかっていたというのに」

　直政が言うと、

「それはわたしも同じよ。もともとが忠勝と康やす政まさの維持装置だから、どれだけ調整しても微び妙みようなところで差異を埋うめられないのよね。いままで使ってきたクセみたいなものの積み重ねが、肌や臓器に馴な染じむなんて、ただのデータのはずなのに、おかしなものよね」

　忠次が付け加えた。

　直政は長い髪を髪かみ留どめでアップにしている。忠次は結ぶように片側に寄せて肩から前へ垂らしていた。

　大奥の湯殿では、高貴な女性の入浴には必ず侍女がはべる。

　身体を流すにしろ髪を洗うにしろ、すべて侍女が行うのだが、ここには直政と忠次のふたり以外、誰もいなかった。

「あいつらが壊こわした維持装置の復旧に最低でも二週間。果し合いにはぜんぜん間に合わないでございます」

「それまでは、忠勝たちの装置を借りるしかないのよね。しかたないから、残った疲れをどうにかできないかって、こんなふうにふつうのお風ふ呂ろに入っているのだけれど」

「これはこれで、血行がよくなりすぎて汗も出て、だるくなってくるでございます」

「だから睡すい眠みんといっしょになっているのではなくて。熱い湯に入ってあたたまって眠ねむる。それで疲れを取って翌日、快適に目覚める」

「はあ。のんびりとゆうちょうなシステムでございます。わたしたちは、熱くも冷たくもない培ばい養よう液えきの中で、意識を保ちながら眠ることもできるしすべての疲ひ労ろうから回復できるでございますに」

「そうね。わたしたちはつねに代謝を一定に保つことができる。つねにフラットで、つねに安定した状態で最高の機能を発揮することができるよう調整されている」

「だから、維持装置を壊されて、頭痛だの吐き気けがするだの、あんな不快なことは初めてだったでございます」

「そんなことがあったら、調整ミスだものね、ふふふ……でも」

　忠次はひたいの汗を拭ぬぐうと、その手で目の前の湯をすくっては、こぼして見せた。コポコポ、ポチャポチャ、心ここ地ちよい湯の音が響ひびく。

「なんだかこのだるさや眠ねむ気けもよいのではないかって、ちょっと思えるのよね」

「ええ？　信じられないでございます。うっとうしいだけでございますよ。つねにどこにも異常なく、それはつまり万ばん全ぜんな体調で……」

「わかっているわよ。でも……忠勝があいつらとひと晩を過ごしたときは、いっしょにふつうのお風呂に入ってご飯を食べたはず。こんな感じだったのかしら、と思ったのよ」

「それは、そうでございますけど！」

　急に直政が、それまでになく大きな声になる。

　本人もそう思ったのか、湯の熱さのせいとはまた違ちがうふうに頬ほおを染め、渋じゆう面めんを作る。手の指を、知らずに噛かむ。

　けれどそれも気に入らないのか、やがて大きく息を吐き出して、

「はぁ～、わたしたち、いつからこんなふうに違ってしまったんでございます？」

「違ってしまった？」

「もともとは……培ばい養ようタンクという人工子宮を出たときは、四人ともに同じただの赤あかん坊ぼう、まったく同じ遺伝子から作られた同じ個体だったはずでございます」

「なにが言いたいの」

「いつも四人いっしょで、ころころ転がりながら遊んだりケンカしたり。そんな時間だって、わたしたちにはあったはずでございます」

「それをおぼえているの？　直政、本当にそれをおぼえていて？」

　忠次に言われると、直政は口ごもる。

　必死になにかを思い出そうとして、

「やはり、偽にせの記き憶おくと言うのでございます？」

　果たせず、うつむいた。

　そんな直政に忠次は寄より添うと、

「おそらくは。わたしたちは人の姿をしている。人はロボットのように、システムが完かん璧ぺきに作動すればいいというわけではないわ。人であるためのベース、情じよう緒しよや記憶がないと、どうしても不安定になる」

「そのために、記憶を合成して移植していると」

「だから、あんなことがあった、と思い出せても、くわしいディテールまではないでしょう。わたしと康政がふたりで、忠勝を泣かせた。原因は、忠勝がおやつをひとりで食べてしまったから。でもそのおやつはなんだったの？　忠勝の口の周りを汚よごしていた、お菓か子しのクズはどんな匂においがしたの？」

「おぼえていないのでございます。でもそれは小さかったから、というのも」

「まだまだあるわ。……でもときどき、びっくりするくらい生々しい記憶もあるのよね。ムッと汗ばむくらいあたたかい中で、真っ白く、ぷにぷにしたお乳を、ままならない手でつかんで、甘あまくむせる母乳を呑んだ、喉のどを鳴らして……」

「でも、霧きり壺つぼの『お母さま』は……」

「ええ。違うわ。そんなことはなさらない。おそらく、『お姉さま』の記憶が移植されているのよ。『お姉さま』が乳う母ばのお乳を飲んだ、その記憶が、ね」

「千姫さまが、乳母の……」

　直政の顔には、羨せん望ぼうとも苛いら立だちともつかない表情が張り付く。

　その直政に、こんどは正面に身体を回した忠次。ほとんど鼻先が触ふれ合あうほどの近さで向き合う。

「いいじゃない。わたしたちは生きている兵器。おそらくは、培ばい養よう槽そうの中でこの姿になるまで育てられ、そして出てきた。それがいつだったのか。昨日だったのか、二年まえだったのか三年まえ……そんなこと、どうだっていいじゃない」

「そんなこと、わかっているでございます」

「そうよね。わたしたちはそれぞれの鎧よろいに最適化されて調整された兵器。鎧を着て完全になる兵器なのだもの」

「兵器……」

「それとも直政、もっと人間みたいに生きたいの？　いつまでもこの子どもみたいな姿じゃなくて、容姿も大人になりたいとか。恋こいをして殿との方がたと結ばれたいとか。もっと、自分が子どもを産んでみたい、とか」

　忠次が言うと、直政は鼻先までも赤らめ、顔を強こわばらせると目を逸らした。

「そんなバカなこと、お、思うはずがないでございます」

「本当に？　もっとも、兵器のわたしたちにそんな余計な機能なんてないのだけれど。だから、なのよ。ほらもっと……」

　直政の背そむけた顔を、頬に手を当てて向き直らせる忠次。同時に、近づいていた顔がもっと近づく。

　お互いの前まえ髪がみが混じり合い、鼻先の汗も溶とけ合った。

「楽しんだほうが得じゃない。生きている限り、楽しむのよ。がまんして溜ため込んだり、あとに残しておこうなんて、そんなのわたしたちには当てはまらない。いつまで生きられるかだって、わからないんですもの」

「そんな」

「ありえるのよ。わたしたちが死んでも……壊れても、すぐに代わりは作れるわ。もっとうまく作れるかもしれない。ううん、もうすでに、代わりは用意されているのかも。わたしたち自身が、もう代わりの何人目かなのかも」

「やめるでございます！　そんな話……ぅっ」

　身を離はなそうとした直政の唇くちびるに、忠次のそれが押おしつけられる。

　それだけでなく、湯船の縁ふちから先の洗い場に押し倒たおされるように、直政と忠次が折り重なった。

「ぁ……あ」

「んっ、ぅ……ん」

　湯気のたちこめる湯殿の中、白い小さな裸ら身しんがふたつ、重なりあったまま、お互いの吐息を高めていく。

　やがて、

「ぁぁあああああ、んっ！」

「くぅ、ぅ……っ！」

　悲鳴にも似た声が湯殿を満たし、ビクッ、ビクンッ！　痙けい攣れんのように裸身を震ふるわせたのち、気だるい沈ちん黙もくが訪おとずれる。

　しばらくして、

「もう、しないって、言ったでございます」

「言葉なんて信じてどうするの。そのときはそういう気持ち。いまは違ったから、直政も受け入れたのでしょう」

「忠次は、ずるいでございますよ。いつも、直政に……」

「それが直政のいいところ……かわいいところなのだから、しかたないじゃない」

　忠次が、身を起こす。フッ、と笑いを浮かべて、

「気だるいって、こういうのもある、のよね」

　手を差さし伸のべると、直政を引っ張り起こした。そのまま、抱だき留とめる。

「ぁ」

「いいのよ、黙だまっていても」

　抱き合ったまま、かたまるふたり。

　ほとんど同じ背格好、といっても、微妙な差はある。身長はわずかに直政が高く、肌もより白い。

　いちばん顕けん著ちよな違いは体付きで、直政はその幼い姿に似合わず、豊かな胸や腰こしを見せつける。

　裸身を揺ゆらすと、たっぷりとした乳ち房ぶさも揺れ乱れる。

　ふだん、ぴっちりとしたスーツに押し込んでいるふたつの実が、たゆん、ゆよん、その姿をさまざまに変える。

　忠次のほうは対たい照しよう的てきに、スレンダーといって言いプロポーションだ。

　しかし細身ながら、形のよい丸みを帯びた乳房はその頂点にいたるまで整ったフォルムを見せる。

　いま、ふたりの四つ分の乳房は混じり合いながら形を歪ゆがませていた。

「忠勝にも、したのでございますか」

　ぽつっ、と直政が言う。

「した、って、どんなことをなのかしら」

「とぼけないで、でございます。……同じ、ことを」

「さあ……。ウソよ。あの子はそういうことを、させないわ。だからなのよ。わたし……わたしたちとは肌をふれ合わせようともしないくせに、あの柳生の者たちとはいっしょにお風呂に入ったりいっしょに寝ねたり」

「でもそれは」

「いつでも逃にげられた、というのよ。相手を観察するには、距きよ離りが近すぎるわ。いいえ、観察でもなんでも、いちどそんなふうに交わってしまっているなら、もうそれはそういうことなのよ」

「忠勝は、そんなこと」

「わかっているわ。けど、戻もどってきてから忠勝の再調整にひどく時間がかかったのは事実。そして、どんなにしても直近のデータと完全に一いつ致ちすることはなかった。つねに同じコンディションを保つのがわたしたちなのに」

　そこまで言うと忠次はわずかに身を離す。

　抱き合っていたために、お互いすれ違っていた顔が向き合い、乳房と乳房がツン、と頂点で突つき合うように揺れた。

「忠勝は変わってしまった。あの連中に汚されたのよ。それは、医学的だとか生物学的には変わらないかもしれない。でも、あいつらの手が触れた時点で、もういけないの。取り返しがつかないものなのよ」

「忠次、あなた……忠勝をそんなに」

　直政に言われ、ハッとしたように忠次は身を離す。

「……とにかく、あいつらがいなくなれば、それで忠勝も少しは清められるし、正気を取り戻すのよ。千姫お姉さまはどうせあいつらの手で治せはしない。いずれお姉さまもこちらの手に落ちる。正々堂々の勝負？　そんなもの、どうにでもなるわ」

　取り繕つくろうように言うと湯船へ身を寄せ、手て桶おけで湯をすくっては、二度三度と自分の裸身にかけた。

　それから立ち上がると、湯殿の出口へと歩いていく。

「どちらにしろ、わたしたちにはあれがあるわ。あの手段が」

「でもあれは、わたくしたち四人を……」

「言ったはず。わたしたちはいつ生まれ、いつ死ぬかもわからない。戦いのための兵器。倒れても代わりはいる。いいえ、この身体が倒れたら、別の身体になってまた、同じように戦うのよ。そのほうが、頭痛やだるさや、そんなものもすっきりなくなってよいのじゃない。ねえ？」

　笑いかけると、そのまま出口へと消える忠次。

　湯気の向こうに消える裸身をぼうぜんと眺ながめながら、

「身体が変わっても、わたくしがそこにいると……ありえませんでございますよ」

　つぶやいていた。

　あたたかな湯殿の中なのに、急な寒気にブルッ、と身を震わせた。
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　夜。

　江戸城に近い官庁街は、すでに職員もあらかた退庁し、ほぼ闇に包まれていた。

　かつて武ぶ家け屋や敷しきが居並んでいた城の周りが、明治の大改革で整備され、官庁街、オフィス街、大学などの教育諸施し設せつに変わっている。

　どれも近代的なビルで占しめられているものの、せいぜいが五、六階建てに限られていた。大江戸の中心部をぐるりと囲んで走る環かん状じよう電車線の内側には、高層ビルを建ててはならない決まりのせいだ。

　そのおかげで、小高い丘おかのようになった江戸城本丸の、さらに中心、天守台の上に屹きつ立りつする大天守閣がひときわ高く、どこからでも見てとれる。

　逆に、天守閣からは大江戸の街が四方、見み渡わたせるのだ。

「つねに幕府の意向を民草にしろしめす、という趣しゆ向こうじゃな。まったくもって不ふ愉ゆ快かいじゃが、確かに効果的やもしれぬ」

　そう言うのは、柿かき色いろの忍にん者じや装束に身を包つつんだ小こ柄がらな少女。

　顔を同じ色の頭ず巾きんで隠かくしているが、むろん、真さな田だ幸ゆき村むらである。

　そしてその側には当然のように、

「はい、幸村さま」

　長身の後ご藤とう又また兵べ衛えが付き従っている。やはり同じような忍者装束姿だが、その下半身はより大だい胆たんに剥むき出だしだ。

　幸村たちは、官庁街のビルのひとつ、その屋上にたたずんでいる。

　ちょうど地平線に沈んだ陽ひがまだ残っていて、江戸城の大天守閣をくっきりとしたシルエットに浮かび上あがらせていた。

　その光景から幸村は目を離すと、反対側へと向き直った。そこには重じゆう厚こうな石造りの建物が居並ぶ。

　そのひとつ、内務省の巨きよ大だいなビルを見下ろすと、幸村は、

「よし、いまじゃ」

　うなずいた。

　それを合図に又兵衛が立ち上がると、手にした大きな筒つつをかまえる。目を凝こらして狙ねらいを定めると、ボッ！　押し殺ころしたような低い音とともに、筒つつ先さきから砲ほう弾だんのようなものが発射された。

　砲弾でないのは、そのあとに空気を鳴らして細い縄なわが飛び出していくことでもわかる。縄といっても合成繊せん維いで、ごく細いわりに強度はかなり高い。

　遠いために小さな音が響いただけだが、アンカーが確実に固定されたのは手て応ごたえで伝わってきた。

　筒のほうも固定すると又兵衛は、小さな滑かつ車しやを取りだして、たったいま張られた縄にかませる。

「幸村さま」

「うむ」

　又兵衛が膝ひざをついて身を低くしているその背中に、幸村はしがみつく。ちょうど「おんぶ」の姿勢だ。

「しっかり、しがみついていてください」

　滑車から伸びたベルトをつかむと、又兵衛はやや助走を付けて空中に身を躍おどらせる。ビルとビルの間を、又兵衛と幸村のシルエットが宙に浮かびながら、滑すべっていく。目的の内務省ビルの屋上に、

「ふんっ！」

　着地した。すぐに幸村が飛び降り、又兵衛ともども周りをうかがう。

「大事ないようじゃ。わらわがつかんだ情報どおり、このビルのセキュリティは穴だらけじゃな。ぎょうぎょうしく正面の入り口を固めていても、屋上はこのとおり、警けい戒かいセンサーもない」

　そう言って幸村が屋上の端はしから下を覗のぞき込むと、警備の兵が何人も立っているのが見えた。

「お気をつけを、幸村さま」

「わかっておる。さて、と……」

　屋内へ入るドアの前へ移動すると幸村は、ふところから手のひら大の機器を取り出す。スイッチを入れると、画面が明るく点ついた。

「携けい帯たい電脳もどんどん性能がよくなってくるのお。もう、帳面型の大きなものを持ち歩かなくともよいくらいじゃ」

　多機能携帯にケーブルを繋つなぐと、もういっぽうの端をドアノブの側についているカバーを開け、中のコネクターに差し込む。

　やがて携帯の画面に、さまざまな情報が映し出された。

「ふむ。思ったとおりじゃ。あらかじめ内務省の基幹電脳に電子病びよう原げん菌きんを忍しのばせておいたのが効いたのお」

　口元の笑いをこらえながら、携帯を操作する幸村。その間も又兵衛は、周囲を油断なく見張っている。やがて、

「開いたぞ」

　意外に重々しい音とともに分厚い鉄の扉が開いた。何年も動かしたことのないような、サビにきしむ音だ。

　すでに照明の落とされたビル内は、洞ほら穴あなの暗がりのように見える。

「行きます」

　又兵衛が先頭になってドアの向こうへ入り込んでいく。すぐに下り階段。そして最上階の廊ろう下かに出る。

　幸村もすぐに続き、ふたりは背中合わせで辺りを警戒しつつ、ひとりずつ進み、また合流し、また周りを見回す。

　もとより、幸村の「剣姫マスターサムライ」の能力である周囲を警戒するレーダーがフルに発揮されていた。

　又兵衛のほうも、屋内で振ふるいやすいよう、いつもの五丈じよう鑓やりではなく、短い手て鑓やりを携たずさえている。

「……警備の者は、下の階に二名。警備室に、四名、か」

　まぶたを閉じて警備兵の動きをつかみつつ、幸村がつぶやく。目を開けると、又兵衛にうなずき、また階下へ。

　そうして何階か分を下った先のフロア。

　大きな扉を望むホールの踊おどり場ばに身を隠し、

「ここじゃな。ひい、ふう……六人おるか。さすがに厳重じゃ。じゃが」

　幸村は不敵に笑うと携帯を操作する。しばらくして、

「どこだ！」

「うぁあああ！」

「火を消せ、早く！」

　扉が開くと同時に、転げるように飛び出てくる警備の兵。それらを、

「ふんっ！」

　ひと足で近づいた又兵衛が、鑓で次々と倒していく。

　鑓の穂ほ先さきには、いつでも外せる鞘さやがつけられていて、それで急所を突く、いわば峰みね打うちだ。

　声もなく倒れた警備兵たち。

「このビルのセキュリティーを乗っ取って、あの部屋だけに火事が起こったと誤報を鳴らしたのじゃ。それにしても簡単に引っかかるものよ」

　さらに幸村は、壁かべ際ぎわの扉の死角に立つと、

「見ておれ」

　大鉄てつ扇せんを取り出し、大きく扇あおいだ。

　その位置からだと、鉄扇から生じる風は廊下の側へながれていくはずだ。しかしなぜか、百八十度折れ曲がって、

「な、なんだ、この風は！」

「おおおおお！」

　ドアの中へと吹ふき込まれていく。突とつ然ぜんの暴風にも似た風の流れで、部屋の中の者は目を開けることもできない。

「行きます」

　又兵衛が目で合図して飛び込む。幸村は鉄扇の扇ぎを弱めた。

　やがて部屋の中から、

「うぁあ！」

　うめき声がいくつも起こる。もちろん、又兵衛が残りの警備兵を仕留めた証しよう拠こだ。

　幸村は鉄扇を畳たたむと室内に入る。三人の警備兵が倒れていた。そしてその間近に、

「これじゃな。内務省大金庫。この中に……」

　高い天てん井じようの室内を丸々埋め尽つくすような巨大な金庫の扉。一部は床ゆかにめり込んでいるように見える。

「見張りをたのむぞ」

　そう言うと幸村は金庫の扉の近くへ。また携帯を取り出すと、端たん末まつにケーブルを繋ぎ、一心になにかを始めた。

　その作業をし始めてから、十数分。

「開いた、ぞ！」

　言葉どおり、金庫の大きく丸い扉の中心につけられた、船の操そう舵だ輪のような取っ手がグルグルとひとりでに回る。と、思うと、

「幸村さま！」

　前へ迫せり出して来る。一メートル以上迫り出してもまだ、扉の厚みは残っている。さらに数十センチせり出し、ついに横へと開いた。

　ぽっかりと、暗い洞どう窟くつのような内部が露あらわになる。

「ついに開いたか！　いまだ電脳空間上にも置かれていない、幕府の最高機密資料が、これで……！」

　興奮気味に言う幸村。

　金庫の中へ入っていく。又兵衛は金庫の外で、警戒を続けた。

　内務省は大日本の治安維持のための警察力を管かん轄かつする省庁だ。それだけでなく、幕府の成り立ちから現在にいたるまでの、

「秘密にしておきたい事情が詰つまっておる。とわらわは見たが……おお！　これなどは、あの『六・二三米こめ騒そう動どう』の詳しよう細さいな記録。騒そう動どうは自然発生的に起きたのではなく、やはり扇せん動どうした者がおったのか！　こっちは『外国船打うち払はらい令』による外交摩ま擦さつで、英吉利いぎりす、仏蘭西ふらんす国の大使をひそかに要人警護しておった、と。なになに……」

「幸村さま、あの、お早めに」

　辺りを警戒する目をそのままに、又兵衛が言う。

「わかっておる。もうしばらく待て。……ん、これは！」

　それまで賑にぎやかだった幸村が、突然無口になる。しばらく紙を送るかすかな音が響いていたが、

「これ、じゃったか」

　次に発した声は、興奮や感激などとはほど遠い、冷たく乾かわいたものだった。

　それからまた、紙を送る音が規則的に続いたあと、ややあって、

「読どく了りようした」

　ぱたん、と資料を閉じる音が。

　幸村の速読能力と、いちど読んだ本をその一字一句までも記憶する、字を読むというより、そのページをまるごと心の中の印画紙に焼き付ける、そんな力のせいで、資料を盗ぬすんだり、ページを写す必要もない。

「あちこち抜ぬけてはおるが、この国の成り立ちにまでかかわる重大事ともとれる。これがまこととすれば、天城はいずれ……炎ほのおに包まれるは必定！」

　幸村の言葉が、かすかに震えていた。

　まだ出てこない主を待つ又兵衛が、その気配を察したのは直後だった。手にした鑓をあらためてかまえる。

「幸村さま、なにかが……！」

　が、そう言うのと同時に、

「なに!?」

　照明がいっせいに落ちた。

　ビルの中も金庫の中も、すべてが暗くら闇やみとなる。とくに金庫の中は、自分の手も見えないほどの闇やみだ。

「幸村さま、お気を付けください。向かってきます！」

　又兵衛は目を凝らしながら叫さけぶ。だが幸村は、

「言わずとも、見えておる。この真田幸村の力、あなどってか。照明を消し、目を塞ふさいでしまえばなにも見えないと？　笑しよう止しじゃ！」

　金庫から出ると、又兵衛よりも幸村は前に出る。

　もちろん、肉眼ではなく敵を心の目で見る能力だ。敵意を持った者を、レーダーのように意識野に映し出すことができる。

　近ごろでは「氣」を意識することで、よりはっきり、繊せん細さいに相手をとらえることが可能になっていた。

「ひとりか。変わった『氣』の色をしておる。こやつ、間ま違ちがいなくサムライじゃな。いや、『剣姫マスターサムライ』やもしれぬ」

　言いながら大鉄扇を両手に振りかぶった。

「じゃが！　このわらわの、真田幸村の『風』の様相から逃のがれられると思うてか！　……そこじゃ！」

　いっきに振り下おろす。

　突とつ風ぷうが巻き起こって、十数メートル離れた敵を襲おそった。

　風がわずかに身体をかすめた又兵衛さえ、吹き飛とばされないよう身を低くして金庫の扉とびらにつかまるほど。

「どうじゃ、桜花旋舞翔の威い力りよく！　身体ごと飛ばされたか、壁かべに押しつけられて動けぬか……うん？」

　だが、幸村が表情を曇くもらせる。

「幸村さま？」

「おかしい。敵の姿が見えぬ。いや、この暗がりでは見えぬが、わらわの探知からも消きえ失うせておる」

「どこか、窓から外へ投げ出されたのでは」

「それならよいが……ぬっ!?」

　幸村が声を上げ、一足飛びに飛び退のいた。又兵衛に、

「気をつけよ又兵衛、おるぞ！」

　警告を飛ばす。

　一いつ瞬しゆん、間近に白しら刃はのきらめきを見たのだ。

　灯あかりはすべて消えているが、開け放たれたドアの向こう、窓の外の街灯りがわずかに刀身に映ったためだった。

「ご無事ですか幸村さま！」

　すぐに又兵衛が駆かけつけようとする。が、

「待て、うかつに動いてはならぬ！　これは、こいつは、おかしいのじゃ。わらわの探知から消えた、と思ったら間合いに飛び込まれておった。こんな近くに接近を許すなどありえぬ。それも、音も気配もなく、じゃ！」

　幸村に言われ、足を止める。周りを見回す。

「電気は」

　おそらくは配はい電でん盤ばんごと切られていて、壁のスイッチを入れても照明が点かないことは想像できる。

　もう機密文書は閲えつ覧らんし、幸村の脳内に収めた。

　あとはそれを持ち帰る＝ここから無事脱だつ出しゆつできれば目的は達成される。敵をあえて倒さなくとも、

「逃げられれば……幸村さまを、お逃しできれば」

　又兵衛は暗がりの中で幸村の位置を確かめる。ドアまでの距離を目で測り、敵を食い止めている間に幸村を逃す術をさぐった。

　そこへ、

「危ない！　逃れよ、又兵衛！」

　いっしゅん早く、敵を探知した幸村が叫ぶ。

　又兵衛はとっさに身を伏ふせようとした。が、床の暗がりから切っ先が突き出されてくるのを見て、

「ぅっ！」

　かろうじて、手にした鑓を床に突き立たてて身を止める。それは同時に、床近くに潜ひそんだ敵への刺突にもなったはずなのだが、

「手応えが、ない……」

　それ以前に、そんな近くからの攻こう撃げきなら敵の姿が見えないはずはない。床にぴったり伏せていたとしても、この角度から刀を繰くり出せるのは変だ。

「幸村さま、お気を付けください、この敵は！」

「わかっておる！　いや、わかってはまだおらぬが、どうやらこやつ、闇に紛まぎれて実体を消し、自在に現われては攻撃してくるようじゃぞ」

「闇に……それで」

「わらわの探知にも見えないのはその道理。闇の中を、異次元でも進むように移動してくるのじゃ。じゃが、こちらに攻撃するときには、闇から出なくてはならぬらしい。それが刀だけでも、じゃ」

　冷静に分ぶん析せきする幸村。

　しかし圧あつ倒とう的てきに不利な状じよう況きようは変わりない。敵は闇の中を移動し、自由に攻撃を仕し掛かけられる。

　だが幸村や又兵衛に見えるのは、自身に迫せまってくる白刃だけだ。

「幸村さま、わたしが楯たてになります。その間に」

「愚おろか者もの！　さようなことを申すでない！」

「しかしこのままでは」

「おぬしに言われぬでも、どうにもほかに策がなければ、そのようにするわ。命じないのは……」

　幸村の言葉に又兵衛は、

「では、策が。なんなりとお命じを、幸村さま」

　辺りの警戒を怠おこたりなく、いつでも動けるように応こたえる。が、

「そうしたいところじゃが……」

「幸村さま？」

「ま、まだ良策が浮うかんでおらぬのじゃ！　じゃがいずれ浮かぶ。それまで、防げと言っておる！」

　と、幸村。なかば憮ぶ然ぜんとした表情が、暗がりの中でも見えるようだ。しかしすぐに真しん剣けんな眼まな差ざしで、

「……こやつ、遊んでおるな。これほどの有利な状況。いつでもわれらを始末できると余よ裕ゆうなのか、それとも」

　思案する。

　同時に、探知の感度を最大に上げるが、やはり闇の中を動く敵は感じ取れない。

「ぬっ……上じゃ、又兵衛！」

「……！」

　すんでのところで、上からの攻撃をかわす又兵衛。横っ飛びに飛び退のき、一回転して鑓をかまえる。

　退たい避ひが次の攻撃へのそなえとなる。理想の形ではあったが、そこにも、

「まだじゃ、よけよ！」

　見み透すかしたように白刃がきらめく。

「くっ！」

　なんどかの攻撃は、たしかに強者が弱者をいたぶるふうで、圧倒的な利を楽しんでいるようでもある。

　何度か白刃がかすめ、手傷を負いながらも又兵衛は致ち命めい傷しようは逃れていた。しかしそれも、すんでのところで避さけられたのか、手加減なのかがわからない。

「無事か、又兵衛！」

「はぁ、はぁ、はぁ……大丈夫です、幸村さま」

　荒あらい息に胸を喘あえがせながら、笑って見せる又兵衛。幸村に、

「そのうえ、ひとつわかりました」

「なんと。なにかつかめたか」

「はい。この匂い、どこかで……」

「匂い、じゃと。そうか、又兵衛は匂いが」

　幸村が言い終えるまえに、次の攻撃が来る。

　こんどは幸村が大きく飛び退すさって防ぐ番だった。大鉄扇を二枚組み合わせ、楯にして白刃を受ける。

「どこで嗅かいだのじゃ。思い出さぬのか！」

「はい、それが……」

　又兵衛の嗅きゆう覚かくは、常人の数倍はある。これは「剣姫マスターサムライ」の能力や「氣」によるものではなく、素すの特とく徴ちようだった。

　顔を曇らせ、鑓をかまえる又兵衛に、幸村は気づいた。

「よもや……思い出せぬのではなく、言うのをはばかっておるのか」

　なぜ、と思う。

　しかし、又兵衛が間違っても幸村を窮きゆう地ちに陥おとしいれるようなことをするわけがないと思えば、その匂いの相手は、

「わらわも知っている……よく知っている者ということか。それは……！」

　幸村の考えが確信に変わるせつな、背後に気配が生じた。とっさに飛び退きながら身をよじり、背後に向かって大鉄扇を振るう。

「出おったな！　桜花旋舞翔!!」

　だがあざ笑うように、白刃は闇の中に消えていく。完全に消えるかと思われた、その瞬しゆん間かん、

「……っ！」

　ビュッ、ビュォォオオオ！　激しい風が轟ごう音おんを上げて襲う。だがそれは吹きつけるのではなく、

「ただ吹き飛ばすだけが桜花旋舞翔と思うたか！　わらわは『風』の『氣』の使い手ぞ！　吸い込むこともできるのじゃ！」

　幸村は大鉄扇を逆の握にぎりで振るっていた。

　つまりは風を送るのではなく、引き込むフォームだ。

　扇せん風ぷう機きなどのファンも、羽根の角度が異なれば空気を前方へ送るだけでなく、後方へ引き込むこともできる。

　まさに「風」、空気を操あやつる幸村ならではの機転だ。

　そしてそれは、闇に没ぼつしようとしていた敵を引っ張り出すことにもなる。

　とっさに、吹きつける暴風を予想して力を込めたのが仇あだとなって、簡単なほどあっけなく引っ張り出されてしまう。

「なるほど、こう来るんです」

　その姿。見み間ま違ちがいようもない。

「おぬし……柳生義ぎ仙せんかっ!?」
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「果し合いの場所、時間、どうするつもりですか、宗むね朗あきらくん」

　翌日の朝。

　朝食を済ませ、全員分のお茶を淹いれながら半はん蔵ぞうが言う。湯飲みを受け取り、ひと口喫きつして宗朗が、

「千せん姫ひめさまのこともある。先延ばしにはできない。せめて明日、明後日には、と思う。そのためには」

「場所を探さなくてはなりませんね」

「うん。どこがいいんだろう。武ぶ應おう学がく園えん塾じゆくの初等部までは大江戸で暮していたというものの、近ごろはいろいろ変わってしまったところも多く、不慣れだし」

「一いつ般ぱんの人たちに迷めい惑わくはかけられませんし、場所を借りるというのも変ですし、そもそも幕府の四し天てん王のうとの果し合いに相応ふさわしい場所、と言われても」

「そうなんだよなあ。思い当たらないよ」

　時間と場所はこちらで選ぶ、と言ったものの、なかなか適当な場所などすぐに探せない。戦いになればどんなことが起こるやもしれず、一千万以上の民が暮らす大江戸にそんな場所などあるのか、とも思う。

「十じゆう兵べ衛えたちは」

「兼かね続つぐさん、佐さ助すけさんと、修しゆ行ぎようする、と出て行きましたが」

「そうか。みんながんばってるんだ」

　宗朗はどこかホッとしながら、しかし来るべき果し合いを思うと心は軽く明るいとは言えない。

　襖ふすまをひとつ隔へだてた隣りん室しつでは千姫が眠ねむっている。

「千姫さまのためにも、ぼくたちは負けるわけにはいかない。いや、千姫さまのために、勝つ！」

　あえて言い切る宗朗と、

「はい！」

　その目を見つめて、しっかりうなずく半蔵。

「ありがとう委員長。必ずできる。必ず、ね。……でも」

「そうですね。……果し合いの場所、どうしましょう」

「うーん」

　一転、考え込み、うつむくふたりだった。



「さぁ、着きましたわ！」

「ここ、どこ？　ぐっちゃん」

「ウキュゥ？」

　稽けい古こに行く、と称しようして泊とまっている旅館を出て、兼続、十兵衛、それに佐助がやって来た先は大江戸のほぼ中心地。

　江え戸ど城じようを間近に扇ぐその場所とは、

「湯島天神ですわ！　明日にも幕府の四天王『剣姫マスターサムライ』と果し合いともなれば、そのまえに身を清め、神に祈いのるのは当然！　本来、わたくしの守神、愛あい染ぜん明王を祭神とする寺院を尋たずねるのが当然なところ、少々遠いものですから……ここ、戦いの神をお祀まつりする天神さまにお参りに来たのですわ！」

　兼続が腕うで組ぐみしてうなずく。得意げである。しかし、

「でもぐっちゃん、ここ、湯島聖堂って書いてあるよ」

　十兵衛のひとこと。

「なっ！　なにを言っているんですの！　確かにここは。……ぁ」

　正面の門に掲かかげられた大きな高札、および幟のぼりには確かに「湯島聖堂」とある。もともとは幕府が建てた学問所であり、現在は史し跡せきとして保存されていた。

「ほら、ね」

「ウキュッ！」

「た、たまたまですわ！　ちょっと間違えただけで、戦いの神をお祀りする場所ならどこでも……」

「ここ、孔こう子しさまをお祀りしてるんだって」

「孔子さま、ですの？」

　作られた素す性じようが学問所ゆえ、学問の神として孔子を祀っているのだ。その大成殿は孔こう子し廟びようとして知られる。

「孔子さまって、戦いの神さまなの？　ぐっちゃん」

「そ、そうですわね。そうとも、言う、かも……あー、わかったわかりましたわ！　わたくしが間違っていましたわ！　湯島天神に行けばよろしいのでしょ！　はいはい。どうせすぐ近くに……」

　ちなみに湯島天神は、道でいえば一本だが距きよ離りは一キロ以上離はなれた、ほとんど上野に近い場所にある。地名はこちらが湯島だ。

「湯島天神はぁ、菅すが原わらの道みち真ざね公をお祀りしてるんだって！　道真公って、すっごく強いんだね！　戦いの神さまだもの、ね、ぐっちゃん！」

「キュッ、キュゥ！」

　笑う十兵衛。飛び跳はねる佐助。

　ますます顔が渋じゆう面めんになり、汗あせまで出てくる兼続。

「菅原……そ、そうかもしれませんわね。戦いは、ちょっと苦手かもしれませんわ。って、なんで十兵衛がそこまで知ってるんですのぉ！　知ってるなら最初がら言っだらよかんべや！　……ぁ、っと、言ってもよろしくてよ、ですわ！　うぅぅ」

　もちろん、道真公もまた学問の神さまだ。

　ゆえに湯島聖堂、湯島天神とも受験生のメッカで、ここ大江戸でも受験シーズンには大おお賑にぎわいとなる。

「もう！　わかりましたわよ！　こうなったら、神田明神にお参りするのですわ！　かわいい巫み女こさんもいっぱいですわ！」

「巫女さんにお参りするの？」

「違ーう！」

　そんなやりとりがいつまで続くのか、というとき、

「ウキュ！　ウキュゥ！」

　急に興奮した佐助が、兼続の頭の上で飛び跳ねる。十兵衛の肩かたにも飛び移るから、

「痛っ！　なんですの、バカ猿ざるは！」

「どうしたの、さっちん、バナナほしいの？」

　なだめようとすると、しきりに一点を指さしている。

「……あ」

　その方向を見て、驚おどろくふたり。そして指さされたほうも気づいた。

「おまえたち、は……きゃぁぁああっ!?」

　しかし身がまえるよりも早く、

「わあああ～！　ちろにゃんだちろにゃん！　ちろにゃ～ん、ぺろぺろ！」

　十兵衛が駆け寄よるなり抱だきついていた。抱き上げ、抱きしめ、頬ほおずりし、顔中にキスの雨を降ふらせる。

「きゃぁ！　きゃぁ！　きゃぁああっ！　ヤぁああああっ！」

　相手はもちろん、忠ただ勝かつだ。

　本気で悲鳴を上げ、抵てい抗こうし、涙なみだぐんでいる。その姿は、見ている兼続も、

「ちょ、ちょっと、おやめなさいですわ！　幼女が泣いてるじゃございませんの。いきなり襲うなんてケダモノですわ！」

　思わず止めに入るほど。

「ウキュ、キュゥゥ！」

　なにやら別の感情から、十兵衛の髪かみを引っ張る佐助。

「ん～っ！　ちろにゃん、ん～ちゅっ！　ちゅっ、ちゅっ！　だって、ちろにゃんかわいいんだも～ん！　ほらぁ、こ～んなにちっちゃくて、真っ白でぷにぷにだよぉ！」

　しかし十兵衛は、まったく意に介かいしていないようす。

「きゃぅぅ……はぅぅぅ～」

　あまりのことに、すっかり萎い縮しゆくしてしまっている忠勝だ。

「なにをしているんですの。偶ぐう然ぜん会ったとはいえ、敵ですのよ。これから果し合いをする敵と……はっ！　そうですわ、この際、このまま再起不能に……」

「バッカじゃない！　なに言ってるの！　バッカじゃない！　そうはさせるわけないんだからね！」

　新たな声が響ひびいた。と思うと、素す早ばやく影かげが動く。あっと言う間に、十兵衛の腕うでの中から忠勝が奪うばい返かえされていた。

　その影。

「榊さかき原ばら、康やす政まさ……ですわ！」

「バラバラにゃん！」

「キュゥ！」

　兼続、十兵衛、佐助も言う。四天王「剣姫マスターサムライ」のひとり、康政だ。

　忠勝も康政も、いつものスーツではなく制服に身を包つつんでいた。

　大江戸にある武應学園塾本校舎のものらしい、富士校舎とはまた違ちがったデザインがかわいらしい。

「バラバラにゃん、ってなによ、バッカじゃない！　……ほら、忠勝、しっかりなさいってば」

「うぅぅ～、康政？」

　康政に寄り添そわれて、ようやく正気を取とり戻もどす忠勝。

「どっちにしても、敵には変わりありませんわ！　ここで会ったが百年目、とっとと倒たおしておくのが吉きちですわぁ！」

　背せ負おっていた大鎚づちを、兼続がふりかぶる。

「ぁあん？　バッカじゃない！　やるならやるんだからね！」

　さっそく腰こしの刀を抜こうとする康政。

　すぐにも打ち合いとなる、そんな空気の中、

「百年目なの？　ねえ、ちろにゃんとバラバラさんはどうしてここにいるの？」

　まったく戦う気ゼロの十兵衛。

「話を聞けー、ですわ！　いや、話をするな、というか、戦えと言ってるんですわ！　決着をつけて……」

「だって、ちろにゃんは戦うためにここに来たの？　バラバラさんは？」

「だーかーらー！」

　兼続を遮さえぎって、十兵衛が忠勝に問う。

「ちろ……じゃないんだよ！　忠勝は、ひさしぶりに御お城しろの外へ出てみようかな、って。あれ？　でも康政は、どうしてここにいるんだよ？」

「あ、あたしは……たまたま、搦からめ手て門で忠勝を見つけたから、あとを」

「あとをつけて来たんだ。すとーかーバラバラさん？」

「ス、ストーカーじゃないわよ！　そのバラバラさん、やめなさいってば！　まあ、にゃん、じゃないだけいい、けど」

　急に康政の勢いがなくなるのは、忠勝のあとをつけてきた、追ってきた、というのが当の忠勝にバレてしまったせいもある。

　モジモジと身体を揺ゆらすと、制服の超ちようミニの裾すそからわずかにのぞく、

「シッポだぁ！　やっぱり、にゃんこなのぉ！」

　これまた、十兵衛が素早くふたりの背後に回り込むと、「シッポ」をつかみ上げる。ふたり分のスカートの裾がたっぷり持ち上がって、

「ひゃぁっ！　なにするんだよ」

「きゃああっ！　これはシッポではなくて、ケーブルなんだからね！　鎧よろいとあたしたちを繋つなぐ」

　悲鳴を上げるふたり。

　どうやら制服の下には、いつでも鎧を着られるよう、パイロットスーツを着込んでいるらしい。

　ただし、ふだんの手首や足首までも包むものとは違って、通常の下着と同じ簡易タイプだった。

　簡易タイプといってもお尻しりの後ろから伸のびる接続ケーブルはついていて、それがスカートの裾からはみ出だしてしまう。

　これもやはり、鎧との脳波接続用・ネコ耳型カチューシャとともに、

「にゃんこ、ちろにゃんにゃん！　バラバラにゃん！」

　また、にゃん、に逆ぎやく戻もどりだ。

「にゃんやめろ、って言ってるんだから！」

　かろうじて、十兵衛の手を振ふり払う康政。忠勝の手を引っ張って離れ、もう一度刀をかまえようとするが、

「はぁ……なんだか気が抜けたんだから」

　ため息とともに、首をすくめる。気張っていた兼続も、

「まったく、調子狂くるいますわ。もっとも、よく考えたらこんな人通りの多い街中で戦うなんて、無理でしたわね」

　大鎚を背中に戻した。

　これで戦いはおあずけ。そこへ、

「だったら、だったらぁ！　みんなで遊びに行こ！」

　ぶち上げる十兵衛。

　一瞬の間のあと、

「はぁああ!?」

「えええ？」

　さまざまな悲鳴や叫び声ごえが交こう錯さくした。

「ウキュ？」
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「ふん！　まあ、考えようによっては悪くないんだから」

　そう言ってかぶりを振るのは康政だ。

「おまえたち田舎いなか者は、大江戸なんて初めてで、よく見たこともないのよね」

　腰に手を当て、得意げに言う。

「なんですの！　田舎者とは心外ですわ！　このわたくし、米よね沢ざわ校舎の中等部修学旅行で、大江戸に一泊ぱくしましたのよ！」

　兼続が反発すれば、

「はーい！　十兵衛は初めてだよ！　だからいっぱい見たぁい！　いろんなとこ、行きたいな～、ね、さっちん！」

「ウキュゥ！」

　いっぽう、手を上げてぴょんぴょん飛び跳ねる十兵衛。いまからもう期待でウズウズしている。

「だから、田舎者ってところに怒おこりなさいですわ！　まったくこの乳娘とバカ猿は！」

　兼続が呆あきれても遅おそい。

「そういうことなら、案内してあげてもいいんだよ。でもあたいも、御城から出るのはごくたまにだし、あんまり知らないんだよ」

「ほらご覧なさいな。あたしがいないと観光もできないんだから！　あはは、バッカみたい。バッカじゃないの！」

　康政は、さらに得意げに背中を反らす。かなり楽しそうだ。

「はいはーい！　連れてって、バラバラにゃーん！」

「キュゥ！　キュ！」

　ますます飛び跳ねる十兵衛と佐助。

「ちょ、っと、落ち着きなさいですわ。だいたい、いいんですの。数日後には果し合いで戦う敵ですのよ。それを仲良く観光だなんて」

　兼続が釘くぎを刺さすと、

「ぐつぐっちゃんも、さっき戦うの止めたって言ったよ。果し合いはするよ。でも今日は戦わないの。だったら、いーっぱい遊ぶんだもん！　ね、ちろにゃんっ！」

　そう言う十兵衛がまたも忠勝を抱き寄せようとするから、

「ひゃんっ！」

「止めなさいったら、バッカじゃない！　……そうね、あたしも同意見。どうせ数日後にはあたしたちが勝つんだから、冥めい土どの土産みやげにおまえたちにこの大江戸を見せてあげるって、慈じ悲ひ深～い思おぼし召めしなんだからね」

　それを止めて、康政。

「なんだかいちいち気にさわりますけど、たしかに自分で言ったことですわ。戦わないのなら、しかめ面つらしていても楽しんでも同じこと。だったらうんと、楽しみますわよ！」

「わーい！　ぐっちゃんも遊ぼー！　わぁーい！」

「ほほほ、わたくしは遊ぶと決めたら徹てつ底てい的てきに楽しむ主義ですのよ！」

「言っておくけど、ワリカンなんだからね」

「ほほほほほ！　……え」



「すっごい大きな提ちよう灯ちんだよー！」

「こんなの、いつも電影箱で見てるじゃございませんの。めずらしくもなんともありませんわ」

　十兵衛と兼続が言う、それは浅せん草そう寺じ雷かみなり門もんの大提灯だ。

　早くも十兵衛が、大提灯の真下に立って飛びはね、中に顔を突っ込んでいる。

「わぁ、龍りゆうが掘ほってあるよぉ～！」

「ウキュ、ウキュゥ！」

「浅草寺はもともと、推すい古こ天皇のみぎり、網あみにかかった仏像を漁師が祀ったのがはじまりなんだから。その後、勝しよう海かい上しよう人にんがお寺を整備し、天てん慶きよう五年、平たいらの公きん雅まさ公が武蔵守に任ぜられた折、再興したのが現在の……あ、ちょっと、待ちなさいってば！」

　ガイドよろしく康政が浅草寺の由来を語るが、もう十兵衛と佐助は仲なか見み世せへ走って行ってしまっている。

「ねえねえすごぉーい！　お店がいっぱいあるよぉ！　ね、見て！　これ、大おお江え戸ど土産みやげだって！」

「お待ちなさいですわ！　わたくしも……」

「あ、あたいも！」

「ちょっと！　ちゃんと話を聞きなさいよね！　バッカじゃないの！」

　ムクれ顔の康政に、

「行こ！　だよ！」

　すでに走り出していたのに、戻ってきてその手を握る忠勝。

「ぁ、え……！」

　引っ張られるように走り出しながら、みるみる顔を赤くする康政。握られたその手を見て、忠勝の横顔をながめ、また頬の赤みを強くする。

「ん？」

　忠勝が振り向むくと、

「な、なんでもない！　そうね、楽しむんだから！」

　自分から忠勝を追おい越こすように走る。逆に手を引かれるほうになった忠勝が、

「速いよ、康政！　……うん！」

　歩調を合わせ、ふたりは同時に十兵衛たちの中へ飛び込んでいく。

　あまりに勢いが強かったので、

「きゃぁん！　ちろにゃん、来たぁ～！」

「ちょ！　気をつけなさい、ですわ！」

「キュキュ～!!」

　ほとんどぶつかるように四人と一匹ぴきが重なった。

「勝手にどんどん行っちゃうからよ。いい？　ここはお上のぼりさん向けのお土産が多いんだから……むぐっ！」

　ここでも講こう釈しやくを垂れようとする康政の顔に、十兵衛がお店の軒のき先さきにかけられていたオモチャのお面をはめたのだ。

「ぷっ！　ぁっははは、なんですのぉ、その顔！」

「ウキャ、キャッ！」

　とたん、吹ふき出す兼続と佐助。十兵衛も笑っている。

　康政にかぶせられたお面はファニーなハゲのひょっとこ面で、高飛車な美少女然とした康政のキャラとのギャップに全員が笑ったのだ。

「な、なにするのよ！　ふざけない……で」

　怒おこる康政だが、

「あっははは！　康政、なんだなんだよ、その顔！」

　忠勝までもが大笑いしているのを見て、怒るに怒れなくなる。その代わり、

「お、おまえも、これでどう！　なんだから！」

　やはり、近くにかけられていたお面をつかむや、兼続の顔に押おしつける。

「ぅぐ！　いきなりなんですの！」

　こんどは兼続が怒る番だが、

「ぐっちゃん！　その顔ぉ！　あはははは、はははは！」

　十兵衛が指さして笑う。

　兼続の顔には子供向けアニメの、毛虫のキャラのお面がかぶされていた。

「毛虫！　ぁっははは、毛虫なんだから！」

「キューッ、キュー！」

「笑いすぎですわ！　なんだかムカつきますの。いつまでも笑ってないで、これでも喰らえ、ですわ！」

「ムキュ！」

　と、兼続が別のお面を佐助の顔にはめる。完全なとばっちりなのだが、

「ゥキュ、ムキューッ！」

　さっそく佐助もまたお面の棚たなに飛びつき、中のひとつをひっつかんで戻りざま、十兵衛の顔へ。

「きゃぁ！　よーし、ちろにゃんにもぉ！」

　十兵衛も忠勝に。

「ひゃんっ！　あたいのお面、なんなんだよ！」

　忠勝が康政を見ると、こんどは康政が吹き出す番だった。

「それ！　あはははは！　それ猿！　猿なんだから！　忠勝が猿……あははは！」

　いっぽう、猿の佐助は、

「さっちん、天てん狗ぐだよぉ！」

　なぜか偉えらそうな天狗。そして十兵衛は、

「なんでハニワの面ですのぉ！　ひとりだけ場ば違ちがい過ぎますわぁ！」

　スイッチが入ったように笑い転げる兼続。

　一同、お互たがいの顔を見て、笑いが止まらない。

　ひとしきり笑ったあと、

「なんだかお腹なか空いちゃったよ～！」

「そうですわね、小腹になにか」

「それなら、人形焼か切山ざん椒しようが浅草の名物なんだから」

「いもようかん、食べたいんだよ」

「ウキュ、キュッ！」

　おやつ談義で盛り上がる四人と一匹だ。そこへ、おずおずと言いにくそうに話しかけてくるお面屋の主人。

「あの～……」

「え、買い取り？」
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「なんでこんなお面を買わないといけませんの？　毛虫ですわよ、毛虫！　なんでわたくしが毛虫」

「十兵衛なんてハニワなの！　はに～。でも楽しいからいいよ～」

　仲見世から近くの茶屋。

　通りを一本入っただけなのに、さっきまでの喧けん噪そうがウソのように空気が落ち着く。店の外、緋ひ毛もう氈せんを敷しいた縁えん台だいの上に腰を下ろした兼続、十兵衛と、

「ウキュ！」

　兼続の頭の上の佐助。

「しかたないんだよ。みんなで遊んで突つついて、お面をボコボコにしちゃったんだよ」

「まったく、とんだ出費なんだから」

　あきれ顔とあきらめ顔の忠勝、康政も言う。

　あたたかいお茶とともに口に運ぶのは、切山椒だ。

　とりどりの淡あわい色合いが上品な和わ菓が子し。

　ひとつひとつがちょうど女子の指ほどの長さの四角に切られた餅もちで、練り込まれた粉こな山ざん椒しようが、甘あまさの中にもピリッとほのかな辛からさと香かおりを与あたえている。

「このお菓か子し、美お味いしい～！」

　十兵衛が顔をほころばせれば、

「でしょ。ただ甘いだけじゃなくて、大人の味わいなんだから。田舎じゃ食べられないんだからね」

　これまた胸を張る康政。

「でも遊びに行くなら大江戸ネズミ園に行きたかったですわ。夢の国ですわぁ！」

　切山椒を頬ほお張ばりながら言う兼続。

「ウキュ？」

　ネズミ、と聞いて反応する佐助。

「あんなネズミやアヒルやクマの着ぐるみと遊んでなにがおもしろいんだか。これだから田舎者は困るんだから」

　そう言って涼すずしい顔で茶をひとくちすする康政に、

「なんですって！　ぁ～、やだやだ、夢の国の楽しさがわからない人はイヤですわぁ。子どもに見えても、中身はただのスレたおばさんじゃございません？」

　兼続は皮肉を真正面からぶつけて反論する。

「はぁ？　誰だれがおばさんだっていうの！　ダサダサのトンカチ背負ったヤツに、そんなこと言われたくないんだからね！」

「そっちこそ、小学生ならネズミ園どころか、お花屋や敷しき遊園地で遊んどけ、ですわ！」

「なにそれ、その髪の『愛』とか超だっさ」

「わたくしの、愛染明王のご加護を笑いましたわねぇ！」

　ガタッ！　期せずして同時に立ち上がるふたり。

　兼続は大鎚、康政は脇わき差ざしを抜ぬく勢いでにらみ合う。ゴチン！　ひたいとひたいがぶつかって、それでもお互い引かない。

　天気は快晴。風もさほど吹かずあたたかい。そんな大おお江え戸ど巡めぐり日和びよりの午後。おだやかな空気を破ったのは、ふたりのケンカではなく、

「っ！」

　ドッ、ン！

　ごく間近で打ち上げ花火が破は裂れつしたような、そんな轟音だった。瞬しゆん間かん的てきに何度も響く。

　とっさに縁台をひっくり返し、楯たてにしたのは、

「康政！　みんな……！」

　忠勝だった。康政と佐助が縁台の陰に入っていた。

「な、なんですの！　爆ばく発はつ？」

「あっち、なの！」

　兼続に、いつのまにか店の屋根の上まで飛んだ十兵衛が、指さした。爆ばく音おんで、いっしゅん塞ふさがれた耳が回復すると、騒さわぎも聞こえてくる。

　さっきまでいた仲見世から薄うすい煙けむりの柱が数本、立ち上っていた。

　騒ぎは間ま違ちがいなくそこから。そして爆音、煙の正体は、

「テロ、なんだから！」

　言うが早いか、康政が走り出していた。

「よりによって、こんな人ひと混ごみでテロですの！」

　兼続が続く。

「人混みだから、なんだよ！」

　忠勝も。十兵衛は肩に飛び乗った佐助とともに、いちばん先頭を走っていた。

　すぐに、その場所へ着く。

「これは……」

　立ちつくす康政、それに全員。

　それは奇き妙みような「惨さん状じよう」だった。

　仲見世のあちこちで、店がめちゃめちゃに壊こわれていた。商品が散乱し、倒れ込んでいる人もいる。

　中にはケガをしたのか、顔や腕を血に染めたり、うめいている姿も。

「たいへんですわ！　救急車を！」

「それはもう、誰かが呼んだみたいだよ」

　忠勝の言うとおり、早くも救急車両の発するサイレンの音が聞こえ始めている。大江戸の治安、消防などを取り仕切る奉ぶ行ぎよう警察のはたらきだった。

「騒そう乱らんテロね」

　康政がつぶやいた。

「ぐっちゃん！　そっち持ってぇ！　だいじょうぶかな、そぉれ！」

　さっきまで仲見世の屋根の上にいた十兵衛が、ケガ人に手を貸していた。店の倒れた商品棚を、

「わかりましたわ、こんなもの、いくらでも束で引っ張り上げてやりますわよ」

　持ち上げる兼続。

　忠勝も座すわり込んだ人の救護にあたっているが、

「ケガは、ないんだよ？　耳が一時的に聞こえないだけ？」

　それを聞いて康政。

「被ひ害がいは、ケガ人、それも軽傷が数人といったところ。ここのところ続いている、爆音と閃せん光こうによる、騒乱テロなんだから」

「その騒乱テロって、さっきからなんですの」

「言ったとおりよ。威い力りよくの大きな爆ばく弾だんではなく、音と光で出すタイプの超ちよう小こ型がた爆弾によるものなんだから。ここ数年で増えて来てる。ほら、よく見て」

　康政の言葉どおりだった。

　ケガ人はいるものの、最初の爆音で一時的に腰が抜けた、といった症しよう状じようを除けば、動けない者はいない。通路上に盛大に商品が散らばっているが、店ごと吹っ飛とんだ、ということもない。

「それでもごく間近で爆発すれば大ケガだって考えられるけど、時限式で、人が近くにいない条件で作動するようになっているらしいんだから」

「そうだったんですの」

「いくつも仕し掛かけられてたみたいなんだよ」

「救急車が来たよ！」

　十兵衛が指さす方向に何台もの救急車が到とう着ちやくした。駆かけつけた者が手を貸して、ケガを負った者を救急車に乗せる。ほとんどの者が、自分で歩いて車に乗れる程度のケガだ。

　十兵衛たちも手伝おうとしたが、

「止めたほうがいいわ。あんたたちは、奉行警察に面が割れてる可能性があるんだから」

　康政が止める。

「ぎょ！　指名手配、ですの!?」

「そこまでじゃないけど、情報は回ってるわ。ふだんならともかく、こんなテロの現場では向こうも気が立ってる。適当な理由をつけて連行されかねないんだから」

　柳生やぎゆう道場の者たちは、いま微び妙みような立場にある。

　四天王とも何度も刃やいばを交えた経けい緯いは、いつでも反逆者、違い法ほう行こう為いに仕立て上げられてもおかしくない。

「もうケガした人もみんな、乗せられたんだよ」

　救急車は迅じん速そくにケガ人を乗せて発車し、何人もの警察官が現場検証を始めた。その場の人たちからも話を聞いている。

「ん、これは……まずいですわ」

「でしょう。あたしたちならどうとでもできるけれど、いちばんいいのは……」

　四人、顔を見合わせる。そしてうなずく。

「逃にげるんだ、よ！」

　いっきに走り出した。

「ぁ、おい！　そこの女子生徒！　待ちなさい！　止まれ！」

　その姿は当然人目を惹ひく。警官が怒ど鳴なり、私服の刑けい事じが追いかけてくる。

「来ますわよ！」

「ウキュ！」

「走れぇ～、なの！」

　ますます速度を上げて走る、跳とぶ、「剣姫マスターサムライ」たち。こうなれば、もちろん一いつ般ぱん人じんが追いつけるものではない。



「……ふぅ。どうやらまいたようですわね」

　物もの陰かげに身を隠かくして、後ろをうかがう兼続。すでに浅草寺から、数キロは離れている。

「追っては来ないんだよ」

「屋根や車の上を跳んでたら、それは無理なんだから」

　忠勝、康政も言う。

「あ～、よかった。でも切山椒、おいしかったの。まだ残ってたのにぃ、ざ～んねん！　なんだぁ」

「なんですの、十兵衛はまた食べ物ですの。……ときに、なぜまだつきあってくれますの。警官に接せつ触しよくしないほうがいいとか。いまだって、逃げる道をうまく案内してくれましたわ。別に助けられなくとも、つかまるようなわたくしたちではありませんわ。けど」

「ちろにゃんもバラバラさんも、やさし～んだよね！　うん！」

　兼続の言葉に応こたえるまえに、十兵衛が背後から、またふたりを抱きしめる。

「ひゃあっん！」

「きゃっ！　ま、またなの！　やめなさいったら！　離して、もぉ！　……おまえたちがつまかったら、いっしょにいたあたしたちも面めん倒どうだからに決まってるんだから。それだけ、それだけなんだからね！」

　またも十兵衛の狼ろう藉ぜきに、

「この乳娘は、なにを考えてるのかわからないようで……やっぱり、わかりませんわぁ」

「ウキュ」

　兼続は呆れたように、しかし笑って、

「けど、警察からも逃げて来て、観光はもうしおどきですわね。そろそろ旅館に戻る時間で……」

「ううん。ま～だまだお日様は高いし、これからだよ、ぐっちゃん！」

　言うと、十兵衛がその腕を取る。

「えぇ？　まだ遊びますの？　たしかにまだ午後の早い時間ですけれど、いまの流れは……」

　迷う兼続が見ると、康政と忠勝も顔を見合わせる。

　やはり撤てつ収しゆうか、と思われたとき、

「待って！　ま、まだ、大おお江え戸どを案内し足りないんだから！　ね、忠勝！」

　康政がちょっと言いにくそうに、忠勝を見ると、

「康政……そうなんだよ。今日一日は遊ぶって、決めたんだよ！」

　ややあって、忠勝も強くうなずいた。

「決まりなの！　まだぜんぜん今日なんだもん！　う～んと、遊ぼ！」

　十兵衛が兼続の手を取る。走り出す。

「あ、ちょっと！　お待ちなさいですわ！　引っ張らないでぇええ！」

「ウキュ、キュゥゥ！」

　大江戸のオフはまだまだ終わらない。
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「きゃぁぁあああああっ！」

「ひゃぅぅぅぅぅ！」

「ウキュ、キューッ！」

　大江戸、お花屋敷遊園地のジェットコースター。

　高低差は十メートルもないし、速度も遅いのだが、レトロなゆえに別の怖こわさがある。

　ほかの回転木馬やコーヒーカップ、空中ブランコなどもそうで、敷しき地ちの狭せまさもあり、近きん隣りんの家屋とぶつかりそうなスリル、老ろう朽きゆう化かから来る不安などがある意味楽しめるアトラクションだ。

　……。

「きゃぁああ、美味しい～！」

「うん、すっごく美味しいんだよ！」

「でしょう！　あたしの見立てに間違いないんだから！　あ、言っておくけど、ワリカンなんだからね！」

「そこは気前よくおごりっていうのがふつうじゃありませんの？　あ、コハダとアナゴ追加ですわぁ！」

　夕食は鮮せん魚ぎよ割かつ烹ぽう。

　江え戸ど前まえならではの新しん鮮せんな魚貝ネタに舌した鼓つづみをうつ四人。と、

「ンキャッ！　ウキュッ！」

　お造りのイカがまだ動いていて、吸きゆう盤ばんが手にくっついたことに驚おどろき飛び退のく佐助。十兵衛に助けを求める。

「あはっ！　大丈夫だよさっちん、はい、あ～ん！」

「ンク！　ンッ……キュゥ！」

　……。

「どう？　これが東洋一の夜景なんだから！」

「わぁ～！」

「きれぇ～！　すごぉ～い」

　思わず身を乗り出す忠勝と十兵衛。

「な、なかなか、ですわね。ほぉ……」

「キュゥ、ウキュゥ！」

　素す直なおに歓かん声せいを上げられないながら、いつしか眼下の夜景に見入っている兼続と、その頭の上でぴょんぴょん飛び跳はねる佐助。

　すでに夜の七時を回っている。

　浅草寺のあと、お花屋敷遊園地で遊び、鮮魚割烹で夕食、そしてここ、

「大江戸天空樹。自立鉄てつ塔とうとしては世界一の高さを誇ほこる電でん波ぱ塔とうなんだから。アンテナの先まで六百三十四メートルは、むさし＝武蔵の国にかけられてるのよね」

　これまた自じ慢まんげな康政。

　その言葉どおり、地上五百メートル以上の位置に設けられた展望台から見下ろす夜の大江戸は一面、宝石を散りばめたような美しさだ。

「この街に……」

「大江戸二十三特区の総人口は七百万人を越こえるんだから。近隣の地域を併あわせた首しゆ都と圏けんでは、千二百万人の」

　康政が説明の言葉を切る。忠勝も十兵衛も、眼下の夜景を見下ろしながら、ポツリとつぶやく。

「そんなに大勢の人が住んでるんだよ」

「すごいねー。みんな毎日、ご飯食べたり、学校行ったり、お仕事して、失敗して、叱しかられてぇ」

「それはあなたですわ。なぜ失敗ですの。……けど、こうして見ると本当、広いですわね。わかっていても、こんなに多くの人が住んでいるというのは」

「うん。びっくりだよねー。……あんなことも起きちゃうんだ」

　十兵衛の言葉は、昼間のテロを差していた。

　騒乱テロ。

　被害はせいぜい軽傷の者が数名、だとしても、そんなテロが頻ひん発ぱつしている社会不安がある。

　いまはその程度だとしても、いつ大規模な本物のテロになるかもわからない。事実、一部では起きているし、それゆえに幕府も弾だん圧あつを強めている。

　多くの者が幕府の長すぎる支配に飽あき、汚お職しよくや経済の低てい迷めいに反発し、本当の自由を求めている。

　そんな事実を、改めて見せつけられた思いだ。

「わかってるんだから。そんなの、わかってるわよ」

　康政が言う。

「幕府だって救民政策とかいろいろやってるんだから。追っついていないだけで……それに、急に政府が代かわったりしたら、混乱してますます」

「バラバラさんは、幕府の、えと、せーじをやってるのかな」

「やってないわよ、あたしたちは……」

「だったら、バラバラさんがあやまらなくたっていいよぉ。十兵衛たち、バラバラさんやちろにゃんが悪いなんて思ってないもん」

「あやまってなんか」

　康政が言い返そうとすると、

「今日、すごーく楽しかったよ。ね、ぐっちゃんも、さっちんも」

「うん。とても楽しかったんだよ」

　十兵衛の言葉をすぐに受けたのは、兼続でも佐助でもなく、忠勝だった。

「十兵衛やトンカチの人や、猿さるもかわいいし、みんなで笑ったりおしゃべりしたり、こんな楽しいことって、いままで初めてなんだよ」

「ちろにゃん」

「トンカチの人ってなんですのぉ。直なお江えかねぐ、つ……じゃなくて！　直江兼続！　おぼえておけですわぁ！」

「ウキュゥ」

　兼続の軽い抗こう議ぎはさておき、忠勝は、

「でも、いちばんうれしかったのは、康政と……いっぱい話ができたこと、なんだよ」

　康政に向き直る。

「忠勝……」

　驚いたように康政は目を大きくし、展望窓から身を離はなした。

「だからなんだよ。十兵衛やみんながいなかったら、康政ともずっと、こんなふうに話せなかったかもしれないんだよ。すごく、ありがとうなんだよ」

　十兵衛たちへの忠勝の言葉は、康政にも向けられている。

「また十兵衛とその他あつかいですわ。でも……」

　愚ぐ痴ちをこぼしながらも兼続の口もとは笑っている。なぜだか心ここ地ちよい、この場の空気に浸ひたるかのようだ。

　それは忠勝、康政も同じだった。

　康政が、

「ありがとう……と言っておくわよ。でも、果し合いの相手、敵であることには、変わりないんだから！」

　言うその言葉は、なぜかちょっと恥はずかしさを隠す、そんなセリフにも聞こえた。

「うん。それは変わらないんだよ」

　忠勝も言う。

　今日がどんなに楽しくとも、数日後には命のやりとりをしなくてはならない。そんな現実を突きつけられたはずなのに、

「うん！　がんばろうね。十兵衛も負けないよ！」

　十兵衛も笑って応える。

「え、え？　それでいいんですの？　戦いたくない～、とかじゃないんですの？　わ、わたくしだって、覚かく悟ごはとうに決めておりますわよ！　ええ、正々堂々と、戦ってさしあげますわ！」

　兼続も、そう言ってから笑って胸を張る。

「ウキュ！　キュ！」

　夜景を背景に、四人と一匹はそれからしばらく、その場を離れられずにいた。

　もう少し、あとちょっと。いっしょにいたい。そんな想おもいをかかえたまま。

　まだなにかしゃべることが、言っておきたいことがあったはず。

　けれど言葉にならず、言葉にしなくてももう通じている、そう信じる気持ちがある。

　見下ろす江え戸ど城じようの大天守閣を、月明かりが金色に染めていた。



「遅いなあ、十兵衛たち」

「そうですねえ。もうかれこれ十時です。稽けい古こというには、遅すぎます」

　旅館の宗朗と半蔵だ。

　十兵衛たちを待って、夕食にも箸はしを付けずにいる。

「それにしても遅いな。連れん絡らくもないなんて、まさか」

「まさか……」

　ふたりの心の中につねにあった不安が、急激に大きくなる。

「まさか、幕府のサムライか警察に襲おそわれて……それとも」

「あの忠勝さんと康政さんは約束を守りそうですけれど、残りのふたりは」

「約束を違たがえ、不意をついて街中で襲ってくる、ということも……。くそ！　うかつだった。十兵衛たちだけで出だすべきじゃなかったんだ。行こう、委員長！」

「はい！」

　立ち上がるふたり。

　宗朗は剣けんを取り、半蔵もまた身に武器を帯びる。そのまま旅館の外へ、というところ、

「ただいまぁ～！」

　どたどたと足音が近づいてきたと思うと、勢いよく部屋の襖ふすまが開かれ、飛び込んでくる十兵衛。

「うぁ、十兵衛！」

　そのまま宗朗の胸にダイブ。押し倒たおしながら、折り重なるように倒れる。

「兼続さん、それに佐助さん。みなさん、ご無事で！」

　半蔵が声を上げる。

「ただいま、ですわ。遅おそくなって、ごめんなさいですの」

「ウキュ、キュゥゥ！」

　兼続、佐助も姿を見せる中、

「こら、十兵衛！　ダメじゃないか。連絡もしないでこんな遅くまで！　どこで遊んでたんだ」

　宗朗は、なにより十兵衛たちが無事で帰ってきたことがうれしいのに、ここはけじめ、と怒る態度を見せる。

　しかし十兵衛は、無言で動かない。

　押し倒された宗朗の上、その胸に顔を埋うめるようにしてちっとも動かなかった。

「十兵衛？　どうしたんだ、なにか……」

　心配になった宗朗が身を起こそうとする。すると十兵衛も顔を上げた。うつむいた顔に、

「お兄ちゃん……ちろにゃんが、バラバラさんが」

「ちろ……忠勝と、会ったのか」

「バラバラさん……榊原康政のことですね」

　色めき立つ、宗朗と半蔵。

　しかし十兵衛は首を振ふって、顔をようやく上げる。その目にいっぱいたまっていた涙なみだが、あふれ出てこぼれ落ちる。

「十兵衛？」

「うぁぁああああん、お兄ちゃぁああああん！」

　そこから先は、なにを言っても、聞いても、泣きじゃくる十兵衛がいた。
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「おぬし、柳生義ぎ仙せんか……！」

　幸ゆき村むらが声を上げる。

　暗くら闇やみから「吸い出された」人ひと影かげ。

　闇やみに同化するような黒の装束。

　身体にぴったりした、というより締しめ付つけるような衣い装しようは、その持ち主の裸ら体たいまでも想わせるほどに剥むき出しの凹おう凸とつを見せつける。

　しかしそれよりも目を惹く、というより驚かせるのは、

「般はん若にやの面……！」

　又また兵べ衛えがつぶやいた、その顔を覆おおい隠す般若面。

　恨うらみと憤ふん怒ぬを表わす醜みにくい女の顔が、ふたりをにらみつけている。そう見える。

　その般若面に、幸村も又兵衛も見覚えがあった。

　初めて義仙が学園塾じゆくに現われたとき、まるで試ためすように道場の面々を襲ってきた。そのときの、半ば姿を隠し、しかしこれ見よがしにも主張する、そんなふうに顔を覆っていたのが般若面。

「答えよ！　おぬし、義仙であろう。なにゆえここにおる！　なぜ我らを狙ねらうのじゃ！」

　叫さけぶ幸村。が、その分、大鉄てつ扇せんの扇あおぎがおろそかになった。風力が衰おとろえたのをさいわいと、また闇に姿を消していく黒装束の般若面。

「待て！」

　言葉までも吸い込むように闇が閉じる。

　そうなると幸村の意識のレーダーでもとらえることができない。

「幸村さま、いまのは」

　背中合わせに寄より添そいながら、又兵衛が言う。

「うむ。名乗りこそせなんだが、義仙とみて間違いなかろう。じゃがなぜ義仙が」

　答える幸村も、明確な理由を見つけられない。

　以前の、武應学園塾生徒会に属ぞくし、徳とく川がわ慶よし彦ひこの「剣姫マスターサムライ」だった義仙ならば、それはありうる。

　けれどいまの義仙は、一度死んで甦よみがえり、宗朗の「剣姫マスターサムライ」だ。

　幸村たちとは同じ「将」をいただく仲間どうし。

「これまで、わらわたちとは必ずしも歩調を合わせることのない女じゃったが、このように明確に襲しゆう撃げきしてくるなどはなかった」

「はい。まさかこの施し設せつを守るために、でしょうか。幕府との結びつきは残っているとでも」

　考えをいくら巡めぐらせても、答えが出るわけではない。加えて、

「義仙の『剣姫マスターサムライ』の能力は、あの右目の魔ま眼がんじゃ。見入られた者を意のままに操あやつる、という。じゃが、この能力はどうじゃ。闇に溶とけ、闇の中を自在に動く。まるで新たな力を手にしたようではないか」

　幸村の考察は論理的に広がって、まとまらない。

　だがそれよりも、

「幸村さま！」

　又兵衛が叫ぶと同時に、幸村を突き飛ばす。

　たったいままで幸村がいた場所に、暗闇から切っ先が伸のびて、床ゆかに突き立っていた。

「ご無事で！」

「大事ない！　しかしこやつ、ますます我らをいたぶり尽つくす所存か。ネコがネズミをなぶり殺す、それにも似て……」

　そこまで言って幸村が言葉を切った。

　表情に不敵な笑えみが広がる。

「さよう、じゃな。ならば」

　ゆらり、立ち上がる。それまでの大鉄扇のかまえなどもとらず、幸村はただ真まっ直すぐに立つ。

「幸村さま、お気をつけを！」

　又兵衛が声を上げるが、幸村の意図に気づけずにいる。

「なあに。よく見ておるがよい」

　振り返かえってそう言うと、幸村は歩き出した。まっすぐ廊ろう下かのホールへ通じる、開け放たれたままのドアへ向かう。

　その姿勢も、これから襲われるのに対処するという備えがまったくない。大鉄扇を握にぎる手も、だらりと垂らしたままだ。

　武芸に、無明の形、というものがある。

　いっさいどこにも力を込めず、かまえすら取らない。

　その代わり、どこから打ち込まれても、どこへでも対処できるという、逆説的な「かまえ」だが、幸村の姿にはそれすらなかった。

「さて、打ち込んで来るがよい、義仙」

　つぶやく。

　果たして、幸村の背後の闇に変化が起こった。

　不意に白しら刃はがゆらめくと、

「幸村さま、背中を！」

　又兵衛の言葉どおり、背後から襲いかかる。

「来たか！」

　しかし幸村は飛び退きも、向き直りもしない。ただ、ドアの向こうへ歩く。これに対して、又兵衛は黙だまっているわけにはいかない。

「お退きを、幸村さま！」

　幸村を襲う白刃めがけて、鑓やりを繰くり出す。

　刀の使い手が身を現わさない以上、せめて刀そのものを狙って叩たたき落おとすか、狙いを逸そらすしかない。

　幸村はここで、

「よいぞ又兵衛！　かかったか！」

　初めて向き直ると、背後へ、つまりドアの外へと跳んだ。

　窓のない金庫室と異なり、ドアの向こうの廊下、エレベーターホールには明かり取りの窓がある。

　夜とはいえ、わずかな街明かりが差し込んで闇は薄くなっていた。

「あやつ、義仙がどれほどの闇の中を移動できるかはわからぬが、闇の向こう、明るいほうへは回り込めまいと思っておった。つまり、明るいほうからの攻こう撃げきはない！　そしてわらわの背中には、それを守る又兵衛がおる！」

　幸村の背中を狙えば、当然又兵衛が守ろうと般若面を攻撃する。それは、幸村が指示などしなくとも、目での合図さえ不要なほど確かなことだ。

　そしてもうひとつ。

　敵が必ず幸村を、それも背中から襲うのが確実というのは、相手の太た刀ち筋すじが読めるということだ。

　自らの無防備な姿をさらして敵を誘さそう。

　幸村の策だった。

「さらに、じゃ！　又兵衛の鑓に対たい抗こうして般若面は刀を返す。つまりわらわに背を向ける体勢になろう。それを、わらわの逆桜花旋舞翔で吸い出してくれるわ！」

　ここでも幸村の戦略がある。

　さきほども大鉄扇を逆に使う術で般若面を吸い出した。

　しかし幸村を襲って来る過程だったから刃も、その持ち主も幸村に向かってのかまえとなる。

　吸い出されたあとも、幸村に対しては構えの不利などはない。単に今まで隠れていた身体が露出しただけだ。

　しかし、幸村を守ろうと繰り出した又兵衛の鑓にとっさに対応すれば、逆に幸村へのかまえがおろそかになる。

　そこを吸い出されれば、

「義仙じゃろうが、ひとたまりもなかろお！　……な、にっ!?」

　吸い出されてくる般若面に幸村が対しようとしたときだ。

　計算では、体勢の崩くずれた般若面の武器を叩き落とすなどして無力化し、そのうえで押おさえつけ、捕ほ縛ばくすればよい。

　そのはずだったが、

「むぅっ！」

　又兵衛の鑓をかいくぐるように、切っ先が突つきつけられる。

　いつもの五丈じよう鑓やりではなく、柄えの短いものだったのが仇あだとなった。ほぼ互ご角かくの間合いでのど元まで達する刃の先に、又兵衛はとっさに飛び退かざるを得ない。

　しかしこれでも、敵が又兵衛に対している分、幸村からは有利。幸村の戦略にゆるぎはないはずだった。

　しかし、

「二刀、じゃと!?」

　白刃が分かれた。

　幸村への切っ先はそのままに、又兵衛への刃が現われる。いや、幸村に向かっていた刃がふたつに分かれた。

　ひとつと見えた刃はふたつだった。

「義仙の大鋏ばさみか！　やはり、ヤツか……！」

　暗闇から現われ、消える白刃の詳しよう細さいはつかみにくい。

　奇妙な形、と見えたが幸村たちにははっきりとわからなかった。

　そして義仙の大鋏が、蝶ちよう番つがいから外してふたつに分かれることも、幸村たちは目まの当あたりにしたことはない。

「切り札は、とっておくものなんです」

　般若面がしゃべった。

　その声は、

「義仙……おぬし！」

　幸村の大鉄扇で闇から吸い出されながら、なお般若面＝義仙は幸村への構えをくずしていない。

　それどころかさらに踏ふみ込み、胸むなもとまでも届く一いち撃げきを加えようとする。

「幸村さま！」

　又兵衛は、義仙のもう一本の刀（大鋏の片方）を避さけるため、大きく飛び退いていた。リーチの短い鑓ではとうてい届かず、間に合わない。

「うぬ！」

　とっさに大鉄扇を開いて守ろうとする幸村。

　しかしそれをかいくぐった義仙の刀が、切っ先で胸を貫つらぬく。

　まさにその瞬しゆん間かん、

「幸村さまぁぁぁああああっ！」

　又兵衛の声が迸ほとばしる。

　思わず身を乗り出し、幸村のもとへ向かおうとする。

　しかし義仙の二刀目が塞ふさぐ。かわすことはできず、そのまま突っ込めば自らの胸も貫く、という刹せつ那な、

「っぁぁぁあああっ！」

　又兵衛の鑓が迸った。

　しかし決定的に長さが足りない。なのに、

「な、んです!?」

　義仙が口走る。

　又兵衛の鑓が伸びた。柄が倍以上にも伸び、穂ほ先さきが義仙めがけて一直線に迫せまる。

「バカな！」

　これには義仙も対応せざるを得ない。

　幸村へ向けていた大鋏の片方を向ける。鑓の穂先を受ける。

　これで幸村は命を得た。突き刺ささる寸前の切っ先が、消えたのだ。

「又兵衛、でかしたぞ！　ぅ、ぬ？」

　しかし不思議なことが起きる。

　義仙が大鋏の片方で受けた又兵衛の鑓先。触ふれ合あい、衝しよう撃げきとともに弾はじかれる、あるいは鍔つば迫ぜり合いにも似た力押しになる、と思いきや、

「!?」

　バシャァアアッ！　砕くだけた。

　鑓先がいっしゅん数倍にもふくらんだと見えたら、爆ばく発はつするように飛散した。ただし、火薬などの爆発ではない。

　それは、

「うぁあっ！　なんじゃ！」

　幸村さえも驚かせる。飛んできた無数の粒つぶを、扇おうぎ状じように開いて組み合わせた大鉄扇で受ける。

　いっしゅん押し返されるほどの圧力を受けながら、しかし、

「消えた、じゃと。いや……これは、水！　水じゃ！」

　大鉄扇の表面がびっしょり濡ぬれている。

　それだけでなく、飛沫しぶきを浴びた義仙の刀や装束までもが水をかぶって濡れていた。

「水……。ふふふ、水だったんです」

　般若面の向こうから笑い声が漏もれる。幸村は、

「どういうことじゃ。おぬし、我らを試したのか！　ええい、その顔を見せよ！」

　大鉄扇で般若面を打うち据すえる。

　その直前、義仙の大鋏が受けるが、大鉄扇がかすめただけで般若面は、まっぷたつに割れ落ちた。

　そこに現われたのは、

「うぬ……柳生義仙、まぎれもなく！」

　幸村の言うとおり、確かに義仙本人だった。般若面が割れたさいに傷ついたのか、ひたいにひと筋、赤い血の筋を刻んでいる。

「闇の中で義仙を相手に、よく戦ったんです。おふたりの力、見せていただきました」

　そう言うと義仙は、不思議なほど穏おだやかに微笑ほほえんだ。

　また闇の中へ溶けていこうとするのを、

「待て！　なぜこんなことを。おぬしにまだ聞きたいことが……！」

　追いかけようとする幸村。

　しかし腕うでをつかんで引っ張り出すことはできず、もう一度大鉄扇を振りかぶるが、

「……おやめいただくんです」

　義仙は自分の手で右目の眼帯をめくり上げる。

　そこにあった赤い眼がいっしゅん光って、幸村をとらえた。

「しまった！　あの眼を見てはならぬと……ぅぅう！」

「幸村さま！」

　幸村が自分の目を覆って大鉄扇を取り落とす。その隙すきに義仙は、すっかり闇の向こうへと消えていた。

「ご無事で、幸村さま！」

　駆かけ寄る又兵衛。

　ひざをついていた幸村だったが、

「大事ない。どうやらわらわの動きをいっしゅん止めた、それだけだったようじゃ」

　目をこすると立ち上がる。

　それを見て、ホッとした顔の又兵衛に、

「それより、さっきのあれは、なんだったのじゃ」

　問う幸村。

「はい。わたしにもなんなのか。とっさに、幸村さまをお助けしようと……しかし鑓の長さが足りず、それでも」

「鑓が届いたら、届け、と願った、いや、全身の『氣』がそうさせた、とでも」

「わかりません。けれど、幸村さまに教わった『氣』のありよう、流れをつねに心に留め置いておりました。幸村さまが『風』の様相を体得なさっていることも」

　答える又兵衛は、自分の鑓を見つめる。

　幸村の絶体絶命の危機に、又兵衛は自分の身を義仙の刃はで刺し貫かれても、助けに向かおうとした。

　短い鑓先が、幸村のもとまで届け、と又兵衛の全ぜん身しん全ぜん霊れいが震ふるえる。

　その瞬間、鑓を投げるために持ち換かえる間もなく、なにかが迸った。

　まるで鑓先がそのまま大きくふくれ、長く伸びたように幸村の胸もと近くまで、義仙の刀を弾はじき飛とばす。

　だがそれは鑓先の実体ではなかった。

「水……」

　幸村がつぶやく。まだ濡れている自身の忍にん者じや装束をたしかめた。

「水、ですか」

「間ま違ちがいなかろう。おぬしの『氣』の様相、等しく『水』である、と」

　そう言うと幸村は又兵衛に向かい、両手を器のように合わせて、

「ここに、水を出して見るがよい」

「え、はい。……ダメです。できません」

　うながすが、又兵衛はしばらく気持ちを集中させたものの、できない。

「そうか。そうじゃな。そう便利に水がじゃぶじゃぶ出て来るわけがない、か」

「もうしわけ、ありません」

「なにを言う。わらわの『風』とて同じ。暑いから『氣』を使って扇ぐ、などと言ったことができようはずもない。あくまで戦いの中で現われるもの」

「はい」

　幸村は畳たたんだ大鉄扇を腰こしに差すと、又兵衛を見上げる。

「じゃが、これはこれで重ちよう畳じよう。……わらわは『風』、おぬしは『水』。おもしろいことになりそうじゃ！」

「はい、幸村さま……！」

　又兵衛がうれしそうに微笑んだ。

「さて、そうとなったらここから脱だつ出しゆつせねばな。もはや闇も……」

　そう言って幸村は歩きかけ、立ち止まる。

　あたりの暗がりを眺ながめて、

「いかがされました、幸村さま」

「まだ闇は濃こい。じゃが、すでに義仙の気配は感じられぬ。わらわの探知でもそうじゃが、それよりもっと」

「はい。もう義仙さんは襲っては来ないかと」

　ふたりともに、「剣姫マスターサムライ」の感覚、「氣」の流れがそう告げているようだ。

「あやつ、もしや我らに……又兵衛に『氣』を目覚めさせるために」

　ふと浮うかんだ考えに、幸村が首を振る。

　しかし又兵衛もまた同じ思いにとらわれているのは、ふたり、顔を見合わせただけで通じていた。
















肆◆メイドカフェ「真陰」の変？
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「おかえりなさいませ、おやかたさま～！」

　黄色いソプラノのユニゾンが店内に響ひびく。

　ここは武ぶ應おう学がく園えん塾じゆく学生街。そんな中のビルの一角に居をかまえるメイドカフェ「真陰」の店内だ。

　ちょうどお昼どき。

　教室ひとつ分ほどの店内は、すでに多くのテーブルが客でいっぱいだった。忙いそがしくはたらく、勝かつ永なが、全たけ登のり、盛もり親ちかの三人。そして、

「よぉ～、よく来たなぁ！　入れ入れ、ほら、入れ！　俺おれか？　俺は奥おう州しゆう筆頭、伊だ達て政まさ宗むねだ！」

「ま、政宗さま！　ダメですよ、ごあいさつは、『おかえりなさいませ、おやかたさま～』、なんですからぁ」

　このふたり。

　もちろん、政宗と小こ十じゆう郎ろうだ。

　ふたりともにそろいのメイド服に身を包み、かいがいしく給きゆう仕じなどしてはたらいているのだが、

「なぁ、このメイド服っての、小さくねえか」

　メイド服に収まりきらず、たっぷりはみ出した政宗のバストが、ボヨン、ブルン！　と揺ゆれる。

　いっぽう、同じデザインでも小十郎は男子。胸などないので、胸もとはじつになだらかに収まっている。

「そんなことありませんよぉ。政宗さまの胸が大きすぎるだけで……ぁっ！　だ、ダメですぅ、そんなところにチューしちゃ、ダメぇえ！」

「はっははは！　どら、小十郎の胸が大きくなるように、おまじないのチューだぞ！　チュッ、ンチュ、チュゥゥゥ！」

「ぁああ、やめてください政宗さま！　小十郎の胸は大きくならないんですからぁ！　あっ、あっ！　く、くすぐったいですすぅぅ！」

「ンー、ンーッ……」

　たちまち、小十郎の首筋や胸もとに刻まれるピンクのキスマーク。

「……なにを、やっているのか、あれは」

　そんな光景を、やや遠巻きに見ていた勝永が言う。怒おこるのを通とおり越こして、呆あきれるのも振り切きれて、どうしていいのかわからない表情。

「バカップル、おそるべしなのである」

「この忙しいのになにをやってるのだ。盛親、うらやましいけど怒ったのだ！」

　全登がうなり、とうとう盛親がふたりに向かって行こうとした。そのときだ。

　チャラン、チャラッ……。ドアに取り付けられたチャイムが鳴り、五、六人の男子生徒が入ってきた。

「あれは」

　勝永が言い、いっしゅん店内が緊きん張ちようする。

　他の生徒たちとは制服からして違う。ところどころに金のモールをあしらった特注品だ。それもそのはず、

「旗本生徒会、なのである」

「また来た、のだ」

　全登、勝永がつぶやいた。

　旗本生徒会。武應学園塾富士校舎全学生徒会の通つう称しようだ。

　もちろんその頂点は徳とく川がわ慶よし彦ひこ。

　旗本生徒会の名は、全員が旧武士階級の子女からなる学園の中でも、とくに幕府につらなる親しん藩ぱん、譜ふ代だい大名、それに旗本の生徒たちから構成されることによる。

　というより、その身分でなければ所属は許されず、ゆえに他の生徒たちに対して特権的な立場を明確にしていた。

　そんな生徒会が、この「真陰」にも出入りしている。

　もちろん一いつ般ぱん客きやくとしてだが、柳生やぎゆう道場は生徒会と対立する構図にある以上、どうしても緊張は避けられない。

　勝永たちもそれを知っているので、対応は慎しん重ちようになる。

「あの金モール、執しつ行こう部ぶ役員の面々と見た」

「表立って、この『真陰』や道場を潰つぶしに来ているわけではないようであるが」

「怪あやしいのだ。油断したらダメなのだ」

　様子見を決め込もうとしているところへ、

「おかえりなさいませ～、おやかたさまぁ～！」

　三人を追おい越して、テーブルへ向かう長身のメイド。銀のトレーを左手に、さっそうと腰を振りながら歩く。

「あれは」

「政宗どのである」

「急にどうしたのだ？」

　三人が驚おどろく間もなく、執行部役員のテーブルにつくと、トレーから水の入ったグラスをそれぞれに配る。

　最高の笑え顔がおを浮かべると、

「ご注文はいかがいたしますか、おやかたさま！」

　長い前まえ髪がみのせいで片方しか見えない、その目でウインク。

　これには役員たちも色めき立った。

「おお～！」

「見たことないメイドだが、かわいいじゃないか」

「背も高いし、クール系ってやつか。笑顔がいいぞ」

　口々に、政宗をほめそやす。

　だが政宗のサービスはこれだけではない。

　しなを作りながらポージング。そのたびに、九十センチＦカップはあろうかというバストがたわわに揺れる。

　それだけでも危険なのに、

「ご注文は、お決まりでしょうか、お・や・か・た、さま♡♡」

　思い切り上体を低く下げ、その分ヒップを突き出すような悩のう殺さつポーズ。

　Ｆカップバストの深い谷間までがのぞくばかりか、乳肉がまるごとプルンッ、とカップからこぼれ落ちそうな勢いだ。

「おお、おおおお！」

「この店、いつからこんなにいい店になったんだ！」

「最高だよ、最高だよ！」

　感激のあまり机を叩き、涙を流している者もいる。そんな興奮が伝わって、店内はいっきに熱気に包まれる。

　しかし呆あつ気けにとられていたのは、

「なんなのか、あの変わりようは」

「なんだかいっきに色っぽくなったのである。色気、だけでなく」

「かわいい、のだ。びっくりなのだ」

　ふだんの粗そ野やな政宗からは想像もできない、そんな姿に口を閉じるのも忘れて見入る勝永ら三人。

　いっぽう、

「ふふん、生徒会執行部役員なんて偉えらそうな肩かた書がきでも、ただの男子生徒じゃねーか。いけるいける」

　政宗がほくそ笑み、つぶやく。一転、かわいい笑みを戻もどすと、

「ただいまぁ、春のパンケーキセットフェアを開かい催さい中なんですよぉ。ね、かわいいパンケーキがいっぱいでしょぉ？　それにそれにぃ、トッピングのメニューも、ほら！　いっぱい載のせてほしいなぁ～、政宗」

　またもしなを作る。

「もちろん、いっぱい載せ載せするよぉ～！　……うん？　まさむ、ね？」

「あ！　ううん、むねまさ……ムネマサでぇす、よろしくねっ！」

　政宗の名は、東北勢の要注意人物としてリストアップされている。ここは源氏名を名乗ったほうが無難との判断だ。

「それにそれにぃ、トッピングの中でも、この♡トッピングを選んでくれたら、ムネマサがパンケーキにラブラブな♡と言葉を直接お書きしちゃいま～す！」

　しかもその♡トッピング＝パンケーキの表面にメイドがその場で文字や絵を描えがくサービスは、「真陰」でも最も高いメニューなのだ。

「ほらほら、頼たのめよ、もっとじゃんじゃん。たっぷり稼かせがせてもらうぜ。生徒会の予算からな！　……ね！　注文するよね、ね！」

　とどめの政宗のウインク＋舌出だしに、

「頼む頼む！　たのみます！」

「俺も注文するし！　パンケーキセットにトッピング全部載せで！」

「こっちは特大パンケーキで！」

　次々と注文がエスカレートする。

「はい、はい！　ありがとうございま～す、おやかたさまぁ！」

　そのうえ政宗は、パフェだのアイスクリームだの、注文されていないものまでどんどん追加していった。

　注文票が足りなくなるほど書き込むと、

「それでは少々お待ちください、おやかたさま♡」

　笑顔で会え釈しやく。

　踵を返すと、また腰を振りながらのウォークで調理場へ。メイドコスの超ちよう短みじかいフレアスカートからは、歩くだけでショーツがはみ出しそうだ。

「ぉぉお～！」

　そんな政宗の後ろ姿を、テーブルから身を乗り出し、食い入るように眺めている生徒会執行部役員たち。

　厨ちゆう房ぼうに戻った政宗を、

「ま、政宗さまぁ」

　小十郎が心配そうに迎むかえる。

「おう！　見ろよ小十郎。こんなに注文を取ってきてやったぞ。売り上げアップ間違いなしだ！」

　数十センチもある長い注文票を振ふってみせる政宗。

「だいじょうぶなんですか。あの人たちは生徒会の偉い役員で……」

「なぁに、見たろう？　俺がちょっとサービスしてやっただけでとたんに鼻の下伸ばしやがる。役員だろうが学長だろうが、ただのスケベな男どもで間違いないってことさ、はっははは！」

「でも」

「なんだぁ、小十郎は、ぅん？　もしかして、やいてるのかぁ？」

　政宗が笑いながら指先で突つくと、

「そ、そんなこと、ありません！　……でも政宗さまが、その、え、エッチなポーズをしたり見せたり、他の男子の人に、そういうのは」

　鼻白む小十郎に政宗は、

「そういうのが、やいてる、って言うんだよ！　ははははっ！　ほらぁ、かわいいな、小十郎は！」

　とたん、抱だきつき、抱き上あげ、抱きしめる。

「きゃぁっ！　ぁっ、やめてください、もう、政宗さまぁ、話をそらさないで……ぁ、あああん」

　当然、顔中へのキスはセットだ。そして念のため、政宗が女子で、小十郎はメイド姿とはいえれっきとした男子。

「はははっ！　でもうれしいぞ！　小十郎が俺のためにヤキモチをやいてくれるなんてなぁ！　んっ、ちゅっ！　ちゅぱっ……かぷっ！」

「ぁあ、なめないで、吸わないでぇ、政宗さまぁ！　ごめんなさい、小十郎のヤキモチでした、ごめんなさぃぃ！　耳たぶ、噛まないでぇえ」

「なんだ、俺の肌はだをほかの男子に見られるのがイヤだったのか？　かわいい、かわいいぞ、小十郎！　そんなこと、あとで俺の肌のすみずみまでたっぷり見せてやる！　どれだけさわっても、チューしてもいいんだぞ。おっぱいもいーっぱい吸わせてやるからな！」

「ひぃぃ、恥はずかしいから、言わないでぇ、そんなこと、言っちゃダメですぅぅぅ！」

　厨房に響き渡わたる悲鳴と嬌きよう声せい。

　どっちも、上げているのは男子の小十郎のほうだ。

「……あ、頭がおかしくなりそう」

「バカップルの破は壊かい力りよくを甘あまく見みていたようである」

「うらやましいけど、ひどいのだ！　ひどいけど、うらやましいのだぁ！」

　あいかわらず呆れ、退く三人衆だが、

「この忙しい昼どき、いつまでも遊んでいられては困る」

　意を決した勝永がふたりを止めるため、声を掛かけようとする、と、

「そら、オーダーだ。たのむぞ！」

　バラッ、とテープのように長い注文票を突きつけられる。

　注文されたものは、当然作らなくてはいけない。それも、可能な限り早く。この店は厨房も三人衆が担当しているし、政宗に調理はできない。

「は、はぃぃ～」

　たちまち、勝永たちはパンケーキやパフェ作りに忙ぼう殺さつされることになる。

「はははっ！　たのむぜ、あわてず急いでていねいにな！」

　笑う政宗。

「あっ、手伝いますね」

　厨房に入ろうとする小十郎に、

「おっと、小十郎はここにいろ。別のことを手伝ってもらいたいんでな」

　釘くぎを刺す政宗。

「別のことって……もしかして」



「お待たせしましたぁ～、おやかたさまぁ～ず♡」

　両手のトレーにおさまりきらないほどのパフェ、パンケーキやデザートを満まん載さいして、政宗が客席へ戻る。

「おお～！」

「待ってたよ、ムネマサちゃん！」

「遅おそいぞ～、でもうまそう！」

　とたん、色めき立つ生徒会の役員たち。しかし、テーブルに次々料理を並べるのは、政宗だけではない。

「あの、お待たせしました……お、お兄ちゃん♡」

　頬ほおを染め、恥ずかしそうに言うのは、もちろん小十郎だ。

　小こ柄がらで童顔、というより小学生にしか見えない容姿。

　おとなしそうな恥ずかしがり屋やさん。胸も腰もツルペタ（あるわけがない）のストンッ、という小十郎に、

「ぉおお、ぉおお!?」

「なにこれ、ロリかわいい！」

「お嬢じようちゃん、初等部の子かい？　お姉さんがたのお手伝い、偉いね～」

　とたん、別の発ほつ作さに襲おそわれたように盛り上がる生徒会役員たち。

　なにしろメイド服にランドセルまで背せ負おった小十郎が、

「男子高校生に見えるわけは、ないってな」

　とは、政宗のつぶやきだ。

「んっ、ムネマサちゃん？」

「ぁ、いいえぇ～。お時間かかって申し訳ありませんでしたぁ。真陰特製ジャンボパンケーキ、昇しよう天てんペガサスＭＩＸ盛りがおひとつ、マンハッタンパフェがおふたつ、フルーツ金閣寺がおひとつ……」

　次々と料理名を上げて確かく認にんしていく政宗。

「以上でご注文のお品、すべておそろいでしょうかぁ？　それでは真陰のスペシャルサービス、ホイップクリームでの名入れをさせていただきまぁす！」

　注文票をエプロンドレスのポケットに入れ、代わりに取りだしたのは、ホイップクリームがたっぷり詰つまった絞しぼり器きだ。

「たのむよ、ムネマサちゃん！」

「俺のもだ。そのためにパンケーキ、頼んだんだから！」

「はぁい！　ではわたしムネマサと、この小十……コゴローでつとめさせていただきまぁす！」

　言われて、ペコッ、と頭を下げる小十郎。

「よ、よろしく、お願いします、お兄ちゃんたち」

　そんな仕草もかわいさＭＡＸである。

　当然、役員たちにも、

「コゴローちゃんっていうんだ。かわいい名前だね～！」

「オレ、コゴローちゃんにクリーム持ってもらう！」

「怖こわくないよ～、コゴローちゃん！」

　大評判だ。

「よぉ～し！　じゃあ、ムネマサとコゴロー、ふたりでネームのトッピングですよぉ！　お名前とぉ、ラブ♡！　でいいですかぁ！」

　政宗が笑顔で呼びかけると、

「うぉ～い！」

　やたら元気な声が返ってくる。

　政宗は小十郎に軽く目で合図すると、テーブルを回り、クリーム絞り器を持ってかまえる。ふたり、同時に、

「おいしくなぁれ！　おいしくなぁれ～！　萌もえ萌え、キュンキュンッ!!」

　節を付けた呪じゆ文もんをとなえながら、踊おどるようなポーズで腰を振り降り、パンケーキにホイップクリームで描いていく。

　政宗はノリノリで、

「も、萌え萌え、キュン、キュン！」

　小十郎も顔を真っ赤にしながら、注文者の名前をローマ字で描く。最後の「ＬＯＶＥ」と♡を描くところで、















「あれ？　うーん、と……ああっ!!」

　政宗の絞り器が詰まった。

　困った政宗が口がねを確かめたり、いろいろしたあげく、絞り器のチューブを思い切り握にぎりしめる。

　とたん、

「きゃぁああっ！」

「うああ!!」

　ブシャッ！　クリームの入った薄うすい袋ふくろが破は裂れつした。横から裂さけて、そこらじゅうにホイップクリームが飛び散る。

「ぁああん！」

　そしてなぜか、どさくさにまぎれたように小十郎の絞り器からも飛び散るクリーム。こっちは袋が破裂したのではなく、驚いた小十郎が絞り器の口がねを持ち上げてしまい、そのままクリームが飛び出した、というふうだ。

　どちらにしても結果は、

「あああ！　クリームが！」

「オレの服が、ズボンもクリームで」

「顔まで真っ白だぞ！」

　役員たちの顔も制服もホイップクリームだらけになってしまう。テーブルの上はもちろん、床ゆかや天てん井じようにまで白い染しみが点々と付着していた。

「ああっ、大変！　ごめんなさい！　ごめんなさい！」

　必死であやまる政宗。そのうえ、

「ご、ごめんなさい、お兄ちゃんたち。許してください」

　涙なみださえ浮かべて小十郎が頭を下げる。これには、

「どうしてくれるんだ！」

　などと最初いきまいていた役員たちも、

「まぁ、しかたないか。ケガしたわけじゃないし、オレたちもノッてたわけだしなぁ」

　と理解を示すほかない。

「ありがとうございます！　みなさんの寛かん大だいなお心とお慈じ悲ひにムネマサとコゴロー、深く感謝いたします。でも、ミスはミス。汚よごしてしまったみなさんの制服やかばんは、クリーニングさせていただきますので。このままではお帰りになれないでしょう。ひとまずお部屋へ。さ、こちらです」

　政宗にうながされ、席を立つ役員たち。

　ぞろぞろと、厨房の隣となりの控ひかえ室しつへ向かう。

「うぁっ！　なんなのである！」

「たいへんなのだ。役員の人たちが、クリームまみれなのだぁ！」

　まだ厨房で作業していた全登、盛親が驚く。政宗は、

「はい、こちら、こちらです～。どうぞ、中で上着とズボンを脱ぬいだら、渡してください。はい、顔を拭ふく蒸しおしぼりはこちら」

　てきぱきとさばくと、全登に、

「筋向かいのクリーニング屋に、大至急洗って乾かん燥そうして、アイロンがけするように言ってくるんだ。そっちの小さいのは、コーヒーを大至急だ。それと……」

　盛親にも指示する。

　本来なら、今日はたらきはじめたばかりの政宗は、いわば見習のようなもの。とうてい三人衆に指示できるような立場ではないのだが、

「わかった。わたしにも何ができるか、教えてくれ」

　勝永までが、言い出して来る。

　政宗は平然として、

「おまえは店の他の客を落ち着かせるんだ。コーヒー一いつ杯ぱいくらい配ってもいいだろ。あとで悪い噂うわさを立てられないように、な」

「わかった」

「政宗さまぁ、みなさんの制服です！　それに靴くつやカバンも」

　さっそく控え室から、六人分の制服などを運び出してくる小十郎。

「おう、ごくろうだ。すぐクリーニング屋に運べ。三十分で持って来いよ。その間、小十郎とちっこいのはあいつらの相手だ。機き嫌げんをとるんだぞ。いいな」

「非常事態である。わかったのである」

「盛親もがんばるのだ！」

「はい、政宗さま」

　そうして全員を使いながら政宗は、

「さてと。オレは……仕事をさせてもらうか」

　顔にかかった前髪をかきあげながら、つぶやいた。



　　　　　２



　それからきっかり三十分後。

「で、できたのである！」

　バタバタと走り込んでくる全登。

　両手いっぱいに、クリーニング袋を持っている。

　六人分の制服のクリーニングを頼み込んで、三十分でアイロンがけまでやってもらい、その間もずっと店で待機していたのだ。

「おう、ごくろう！　なんだ、もとよりずっとピカピカじゃないか。こっちも終わったぜ。これでいつでもオーケーだ」

　という政宗は、靴とカバンなどをきれいに磨みがき上げていた。

「政宗さま、みなさんたいへん美お味いしい、とよろこんでいただきましたぁ」

「完食なのだぁ！」

　コーヒーカップや皿などを山積みにして控え室から出てくる小十郎と盛親。そして店内のほうも、勝永がきっちり、アイスクリームなどを客の全員に配って、すっかり落ち着きを取とり戻している。

「よぉし、よくやった！　あとはこの服を……」

　政宗自身が持って、控え室へ入る。小十郎や全登、盛親も伴ともない、クリーニング済みの制服を着せてあげるサービス付きで、役員たちは三十分も待たされたことなどすっかりどこかへ吹ふっ飛んでしまう。

「なんだかかえって悪いなぁ」

「そろそろ制服を洗わなきゃって思ってたからな。きれいになってちょうどよかった」

「けっきょく注文したものも全部食べたし、時間的にもこんなもんだろう」

　クリームまみれで迷めい惑わくをかけられたはずなのに、役員たちもがなぜか大満足だ。

「ほんとに申し訳ありませんでした。これで、オール許していただけます？」

　最後に、これまたピカピカに磨き上げた靴とカバンを差し出して、政宗がニッコリ。

「もちろんだ。武士に二言はない」

　靴を履はき、かばんを受け取った役員が、やはり笑って言った。

「ありがとうございます。さすが旗本生徒会のみなさんがた、男らしくて、ステキ！　じゃあ、これ、お願いしますね！」

　政宗が笑顔で取りだして見せるのは、だら～、と長く伸のびた注文書＝料金だ。

「うわっ、お金もらうのだ？」

　盛親がつい口走るが、

「そうだな。わざわざ作り直してもらったようだし、おいしくいただいたものには代金を払はらわないとな。生徒会へ持ってきてもらえれば、出すい納とう部で精算させよう。このぼくの名めい刺しを持ってくれば、確実だ」

　そう言って、役員のひとりが名刺まで出してくれる。

「助かります。また、みなさんでおいでくださいませ、おやかたさまがた！」

　深々と政宗がお辞じ儀ぎをすると、バストがこぼれ落ちそうに見えた。

「いっていらっしゃいませ、おやかたさま～！」

　三人衆も小十郎も、お辞儀と笑顔で送り出す。



　やがて昼どきの混雑の時間が過ぎるとともに、「真陰」の営業時間も終わる。

「あとは、わたしたちで店の片づけや明日の準備はできる」

　勝永が言い、

「一時はどうなることかと思ったが、政宗どののみごとな指揮で無事解決したのである」

「これからも、よろしくたのみたいのだ。政宗どのが店長になればいいのだ！」

　全登、盛親も政宗をすっかり信しん頼らいし、頼みにしている。

「はっはは！　まあ、あんなもんだ。いや、この店はおまえたちのもんだ。まあ、また気が向いたら手伝わせてもらうがな、なあ、小十郎」

「はい、政宗さま。今日はうまくいきました。それにしても、ちゃんと代金までいただいちゃうのはすごいです」

　小十郎の言葉に、

「おいしく食べたって言ってたんだから、金はもらって当然だろう、はっはは」

「でも、作り直ししてるから、売り上げ的には半分回収というところで……」

「いんや、作り直しなんかしてないぞ」

「えっ」

「汚れた皿をちょっときれいにして、クリームの字を書き直して、そのまま持ってったんだよ」

　笑う政宗。

「そういえば、追加で作ったりしてはいないし」

「飲食代はきっちりいただいた、であるか。クリーニング代はまあ、しかたないのである」

「すごいのだ。生徒会の役員も店の客も、みんなよろこんで帰ったのだ。きっとまた来るのだ！」

　ますます勝永、全登、盛親の政宗を見る目が尊敬に変わる。

「はははっ！　けど、こういう店も、メイドも楽しかったぞ！　小十郎といっしょだからよけいかもしれないな。また来るぞ、ははははっ！」

　それだけ言うと、政宗は手を振って店を出る。

「今日はみなさん、おつかれさまでした」

　三人衆に礼を言って、小十郎も続いた。

　政宗に追いつくと、

「政宗さま、こっちは……」

　スッ、とメモを差し出す。

「おう。オレのほうも大漁だぜ！」

　受け取りながら、政宗もメイド服の胸むなもとから紙し片へんを取りだした。

「ちょいと騒さわぎを起こしてヤツらの服と荷物をあずかる。その間に中を物色して、重要な情報をいただき、か。こんなにうまくいくとは思わなかったがな、ははは！」

　なんのことはない。

　最初から仕組んだ作戦だったのだ。

「それってのも、小十郎、おまえが考えてくれたおかげだ。俺はあいつら生徒会にちょっとした嫌いやがらせでもしてやりゃよかったんだが、それをこんな策にしたてあげるとはな」

「はい。でも政宗さまが勢いと演技で、うまく場を持っていったからできたんです。小十郎ひとりではとても無理です」

「はははっ！　ハッタリならまかせとけって、な！　それにしても……こいつは思ったよりヤバイことになってるようだぜ」

　受け取ったメモをながめる政宗の顔色が変わる。自分のものとも見比べ、ますます険しい表情になる。

「この富士校舎は徳川慶彦さまの、いわば本城。なにもないわけがないと思っていましたけれど」

「まさかこんなことになってるとは、な。ところが肝かん心じんの慶彦は大おお江え戸どへ行ったまま戻って来てねえ」

「大江戸には、柳生道場のみなさんがいます。それに慶けい次じどの、景かげ勝かつさまも」

　小十郎の言葉に、政宗は唇くちびるを引ひき締しめる。

「ああ。徳川のお姫ひめさんもな。それらが全部偶ぐう然ぜんとは思えねえ。そのうえにこいつだ。こりゃあ、おもしろくなってきやがったぜ。こっちへ残って正解だったな、小十郎」

「はい、政宗さま！」

　大きな黒目がちの瞳ひとみで見上げる小十郎。

　政宗を信頼しながら、緊張に頬を紅潮させているその姿に、

「小十郎……ぅぅうう、かわぅぃいいい！　んんー、ちゅっ、ちゅぷ、ちゅぱ、ちゅぺろ！　んんんっ！」

「ぁ、きゃぁ！　ちょっ、政宗さま！　だ、ダメぇ！　いまシリアスな……ひぃぃ！　そこ、なめちゃダメです、噛かんだり、イヤぁぁあああ！」

　たちまち、政宗の中の愛あい玩がん本能がリミッターを振り切れ、気づいたときには小十郎を抱きしめ、キスの暴風雨を降ふらせているのはいつもどおり、いや、いつも以上かもしれない。それほどまでに政宗も、

「ちゅぅぅ、ちゅぱっ！　……ぉおおお、漲みなぎってきたぜぇえ！　どこまでできるかわからねえが、やってやる！　なぁ、小十郎！」

「ふぇぇぇ……、は、はい、政宗さま。小十郎、どこまでもごいっしょつかまつる所存でござりますゆえ、ぁ、待って、待ってください、ここではぁあ」

「ふはははは！　わかってる。帰ったらすぐ風ふ呂ろだ！　床を敷しけ、小十郎！」

「えええ、そんなハッキリと……はぃ」

　真っ赤になってうつむきながら、しかし返事をする小十郎。

　もちろんそのまま済むはずもなく、道場に帰り着くまでに、無数のキスマークに肌を埋うめ尽つくされていたのは言うまでもない……。
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「ええっ!?　天てん城じようの？」

「御お庭にわですって？　このあいだ戦ったところじゃございませんの!?」

「ほぇ」

「ウキュ、ウキュゥ！」

　半はん蔵ぞう、兼かね続つぐが驚きの声を上げる。

　十じゆう兵べ衛えはともかく、佐さ助すけまでが興奮して飛とび跳はねた。

「そうだ。徳川四し天てん王のう『剣姫マスターサムライ』との果し合い。日時は明日。場所は天城二の丸御お庭にわ」

　三人と一匹ぴきを前に、宗むね朗あきらが言う。

　旅館の一室。襖ふすまひとつへだてた隣りん室しつの千せん姫ひめは眠ねむっているかもしれない。しかし意識しながら、言い切った。

　十兵衛たちが忠ただ勝かつ、康やす政まさと大江戸市中で会ってからもう三日。

　一週間という猶ゆう予よももうギリギリに迫せまって今日。

　宗朗が決断し、全員に打ち明けたのだ。

「なぜですの？　わざわざ敵の本ほん拠きよ地ちに飛び込んでいくなんて、おかしいですわ。ありえませんわ！」

「ここ数日、足を棒にしてあちこちを見て回っても、ここ、という場所を見つけられなかったのは確かです。けれど」

　宗朗とともに、あるいは分かれて、有望な場所を見つけようと足を棒にしていた半蔵も言う。

　果し合いの日時と場所を、道場側が決める。

　四天王との戦いがすでに避さけられない以上、これは大きく有利な条件のはず。しかし実際には、

「幕府と戦うから場所を貸してほしい、なんて、誰だれに言っても正気の沙さ汰たとは思われないんだ。まして、戦えば必ず被ひ害がいが出るだろう。もとより、そんなことは頼めない」

「そうかもしれませんわ！　け、けど、わざわざ敵のホームグラウンドへ飛び込んで行くなんて、正気の沙汰じゃありませんわ！　せっかくこっちで時間も場所も選べるというのに！」

「兼続の言い分はもっともだと思う。けど」

「けど、なんですの。もっと河原とか海辺とか、そういうところだってあるじゃございませんの」

「よく考えるんだ。場所を決めても、戦いが行われるのがその場だけとも限らない」

　直なお政まさの飛行型鎧よろいや、忠ただ次つぐの地中に潜もぐることもできる鎧の場合、戦せん闘とうは三次元的に、どこへ飛び出していくかもわからない。

「なら、場所を区切って、出たら反則負けー、とか」

「そんなことが、守られると思うかい。場外で勝ち負けが決まるとでも」

「それは……そうですわ。でも、うーん」

　場所選びはこうして難航したのがよくわかる流れだ。

「大江戸の市中に場所がないのはわかりました。けれど、どうして天城に」

　半蔵も問う。

「そこなんだ。ぼくが思うに、おそらく大江戸のどこを選んでも、彼かの女じよたち、とくに直政と忠次は、いくらでも手をうってくる。それができるから、ぼくたちに条件を認めたんだと思う。それなら、どこでも場所は同じだ」

「とはいっても、天城の中というのは」

「だからいいんだ。いや、いまさら意表を衝つくなんて期待するべきじゃない。ただ、ぼくたちは、敵を倒たおさなくちゃいけない。それも、必ずだ。千姫さまをお救いするためにも、ぼくたちはできることをするんじゃない、必ずしなくちゃいけないんだ」

　宗朗の言葉は、わかりにくいが真実をついていた。

　ここは大江戸。すべてがいわば四天王のホームだ。

　そこにおいて、ルール上勝ちを拾った、などはありえず、勝つなら完かん膚ぷ無なきまでの勝利でなくてはならない。

　ならば、

「敵の本丸の天城で戦って、勝つ。ぜったいに勝つ。これしか、ないんだ」

　考え抜ぬいたすえ、宗朗が出した結論だった。

　日時や場所を押おさえたことで有利になったように思えた。しかし、救い出したかに見えた千姫は、いまだに起き上がることもできずにいる。

　人ひと質じちに取られているのと、事実上いっしょなのだ。

「戦って勝てば、とだけ思っていましたが、そんなに簡単なことではなかったんですね」

「いちど勝っているから楽勝ですわ！　……とも言えなそうですわね」

　半蔵、兼続も、一ひと筋すじ縄なわではいかないことを知って考え込む。

　そんな中、十兵衛だけがほとんど口を開かない。

（やっぱり、このあいだの忠勝たちとのことを）

「十兵衛は、どう思う？」

　あえて宗朗が聞いてみると、

「うん。平気なの。十兵衛どこでもいいよ」

　こともなげにそう言う十兵衛。

「どこでもいいって、ほんとにそう思ってるのか、ちゃんと」

「ちゃんと、戦うよ。戦って勝つんだよね。勝つまで十兵衛戦うもん」

「十兵衛……」

「そんな簡単なことではございませんわ！　あの鎧武者が四体もですのよ」

　見かねたように兼続が言うと、

「わかってるよ！　……わかってるの。ごめん。ぐっちゃんが悪いんじゃないよ。ちろにゃんもバラバラさんも悪くないの。お兄ちゃんも千姫さんもみんな。でも、戦わなきゃならないの。戦って勝たないと」

「そうだ。ぼくらは勝たなきゃいけない。でも十兵衛の気持ちは」

　いつもと違ちがう十兵衛に、宗朗も言葉を重ねる。

　ここ数日、ふだんと同じように見えた十兵衛だったが、

（戦いのことは、ふれていなかった。こんなふうで、戦いになってだいじょうぶなのか。そのときは「剣姫マスターサムライ」の十兵衛さんに……いや、ぼくはそんなふうに）

「だいじょうぶ、だよ」

　ぽふっ。急に十兵衛が、身体をあずけてきた。

　寄りかかるように、宗朗の肩かた口ぐちに頭をもたれさせる。

「十兵衛」

「ごめんね。十兵衛、がんばるからね」

「無理に戦おうとするのは」

「違うの。ちろにゃんやバラバラさんといっぱいお話しして、だからなの、ちろにゃんたちが、本気で戦うって、ぜったい手加減したりしないって、すごいなぁって、思った」

　いつしか、半蔵や兼続も十兵衛の言葉に聞き入る。

「うん。忠勝たちなら、その言葉どおりに戦うだろう」

「十兵衛も本気で戦いたい。戦わなきゃって。でも、戦うのは『剣姫マスターサムライ』の十兵衛さんなの。十兵衛は戦えない」

　あっ、と思った。宗朗も、半蔵たちも。

「それは……」

「十兵衛さんが戦ってるとき、十兵衛はどこに行ってるのかな。いつもだけど、どうなってるのかな。気にしたことなかったし、戦うの、怖いときもあるから、強い十兵衛さんだったら安心だし、って思ってたけど、ちろにゃんとは、十兵衛、戦いたいよ」

　初めて十兵衛が、宗朗を見つめる。見上げる十兵衛の瞳には、不思議な闘とう志しがゆらめいている。

　宗朗は思った。

（こんな十兵衛は初めてだ。自分から戦いたいって、それも、仲良くなった忠勝たちに応こたえるために。怒いかりも気負いもなくて、あるのは純じゆん粋すいな闘志だけなのか）

　以前にはなかった。

　そしてそれとひどく近い感覚といえば、

（十兵衛さん……もしや、ふたつの人格、ふたりは融ゆう合ごうしつつ……）

　あるのか、そう思えた瞬しゆん間かん、

「それで、決まったのでございます、どうなのでございます？」

　声が響ひびいた。

　と気づいたときには、そこにふたりがいた。

　直政と忠次。ひとりは千姫がいる奥おくの部屋の襖を背に、もうひとりはいつのまにか窓まど枠わくに腰こし掛かけている。

　むろん、ふたりとも生身のままだ。

　鎧に乗るときの、身体にぴっちりとしたスーツをまとっている。

「あなたたち……！」

「もうやるっていうんですの！　いいですわ、相手になってやりますわよ！」

「ウキュ、ウキュー！」

　とたん、色めき立つ道場の面々。

「うむっ！」

　宗朗も反射的にかたわらの刀をつかむ。しかしそこで、十兵衛がまったく動いていないのに気づいた。

（十兵衛……そうか）

「みんな、やめるんだ！　落ち着いて！　……きみたちがどうしてここに。まだ期日ではないはずだ」

　呼びかける宗朗。直政と忠次は、それぞれまったく得物を抜くそぶりも、かまえもみせていない。

「どうしてもなにも、いつまでもなにも言って来ないから、見に来てさしあげたのでございます」

「でもどうやら、決まったようね。御お城しろでとは思わなかったけれど、覚かく悟ごを決めたということかしらね」

「いつから聞いていたんだ。とは、尋たずねること自体、無意味なようだ」

　そう言って宗朗は、道場の全員の顔を見回し、うなずく。

　直政、忠次を順番に見やると、

「なら、話は早い。明日、正午、天城二の丸御庭で、ぼくたち全員ときみたち四天王、果し合いを申し込む！」

　こんどこそ完全に言い切った。

　いっしゅん静まりかえる室内。と見えて、

「……ふふ、ふふふ、うふふあはは！　いいでございます、いいでございます！　こんなに簡単だなんて、あはは！」

「どうせどこを選んでも、いくらでも策はあったわけだけれど、そういう小細工をいっさい捨ててきたところは、評価できるわね」

　おかしさをこらえきれない、という直政と、冷静ななかにも有利を確信して笑えみを浮うかべる忠次。

「なら、もう用は済んだでございます」

「明日正午。待っているわ」

　いまにも姿を消す、というふたりを、

「お待ちなさい、ですわ！　断りもなく入ってきて、少しはこっちの質問にも答えろっていうんですの」

「なに、でございます」

「答える義務もないのだけれど、おもしろかったら考えないでもないわね」

　動きを止め、振ふり返かえったふたりに、

「あなたたちは、なんなのですわ。忠勝たちとはどこが違うんですの。なぜ仲が悪いんですの」

　兼続がたたみかけるように言う。

「たしかに、こんなときでないと聞けないことですが」

「ウキュゥ」

　半蔵たちも見守る中、直政、忠次は、

「なにを聞かれるかと思ったら、そんなことでございますか」

「ほんとうに聞きたいことがそれ？　でもまあ、正直でいいかもしれないわね。ヒントくらいはあげてもいいわよ」

「ヒント、ですの？」

「ええ。わたしたちはみんな同じ。同じ遺伝子から作られた同じもの。姉妹、というよりは四つ子かしら」

「四つ子なら、母親は誰ですの。千姫さまと同じ……」

「御お方かたさま。霧きり壺つぼの方さま、ということに」

　兼続、半蔵が言うと、

「ふふふ、間ま違ちがいではない、とだけ言っておくでございます」

　と直政。

「同じ遺伝子の四つ子、なら、どうして顔も違うし性格も違うんだ」

「食材が同じでも、レシピが違えば別の料理になるでしょう。遺伝子は同じでも、成長の過程で投とう与よされる物質やその方法、簡単に言えば育て方で違ってくるのよ」

　宗朗の問いには忠次が答える。

「どうして。どうしてちろにゃんやバラバラさんと仲良くならないの？　どうして別々なの？」

　そう言う十兵衛を、直政、忠次が見つめる。他の「剣姫マスターサムライ」たちを見るのとは違う、探さぐるような、値ね踏ぶみするような視線が混じる。

「柳生十兵衛、でございますか。もっとも特異な『剣姫マスターサムライ』。御城のラボもさぞ興味を示すかと。……ふふふ、仲が悪いわけではございません。いつでも、忠勝たちを受け入れる気持ちはございます」

「逆に聞きたいのだけれど、どうして仲良くしなくてはならないのかしら」

「だって、仲良しなら、うんと楽しいことがいっぱいあるよ！　この間だって、ちろにゃんやバラバラさんといっぱい遊んで」

「はぁ、やはりでございますか。忠勝と康政がいないと思ったら、そんなことを」

「敵と通じる、利敵行こう為いととらえられてもしかたないわね。もっとも、わたしたちは咎とがめたり、騒いだりはしないわ。結果さえ望むものなら、楽しくても楽しくなくても、同じだということ。わかったかしら」

　忠次はさらりと言ってのける。

「きみたちには……楽しいことがないのか。心から楽しみ、仲間を思い、ともに高め合う、そんな気持ちが」

「知ったふうな口を利きくなでございます！　おまえたちがそうだからといって、違うわたしに意見するのはお門かど違ちがいでございますよ」

「作られたわたしたちは楽しみを知らない。かわいそう、とでも言いたいのかしら。それは違うわ。楽しみを知らないから失望もない。期待して裏切られることもない。つねに自分のままでいられるということ。わたしはそれに満足しているのだから」

　それだけ言うと、もう用はない、とばかり直政、忠次は道場の面々に背を向ける。

「待って！」

　十兵衛が呼び止めた。

「まだなにか、あるでございますか」

「忠勝と示し合わせてわたしたちだけを討うとうとか、そんなことをしても無む駄だよ。それとも、手心を加えてほしいとか言わないでしょうね」

「違うよ。ちろにゃんやバラバラさんは正々堂々と戦うって。だから十兵衛も戦うもん。手加減や手て抜ぬきや、卑ひ怯きような真ま似ねはしないの。だから、直政さんも忠次さんも、堂々戦うって、約束して！」

　意外な十兵衛の言葉だった。

　直政と忠次も、つい振り返る。

「正々堂々、でございますか」

「戦いに堂々も卑怯もないわ。あるのは勝ち負けだけ。どこまでが堂々でどこからが卑怯かなんて、議論しても意味がない。無駄なだけよ。でも」

　忠次はじっと十兵衛の顔を見つめる。

　ふたりの視線が交こう錯さくしたまま、誰もが息をするのも苦しくなるような張はり詰つめた空気の中、ついに、

「わかったわ。そうしてあげる。というより、卑怯な真似なんてするまでもなくわたしたちの勝ちは疑いないのだけれど」

　口くちの端はに皮肉な笑みを浮かべると忠次はさらに、

「忠勝のこと、好きなんでしょう。でもあなただけじゃないのよね。忠勝がそうしたいと望むなら、そのとおりにしてあげたいって、思うだけ。お互たがいに、ね」

　そこまで言うと、こんどこそ背を向けて窓枠に手を掛かける。

　躊ちゆう躇ちよせず身を躍おどらせると、窓の外へ消えた。

　直政も、すでに消えている。

「……行った、のか」

　宗朗が言い、ようやく空気がゆるんだ。あたたかさが戻もどってくる。

「けっきょく、なにもできなかった、ということでしょうか」

　半蔵が言った。

「ウキュゥ」

　佐助も、兼続や十兵衛の陰かげから見ていることしかできなかったのを、なんとなく悔やんでいるような顔だ。

「みすみす返してしまいましたわ。ほとんどからかわれただけですの？」

「いや、そんなことはない。十兵衛が、あのふたりに約束させたじゃないか。堂々と戦う。最初からそのつもりだったとしても、彼女たちの口から言わせたことは大きいよ。すごいことだ」

　宗朗がそう言って十兵衛を見る。

「うん。十兵衛、思ったの。あのふたりも、もともとちろにゃんやバラバラさんと同じなんだって言ってた」

「同じ遺伝子だと、言っていました」

「それであれだけ違うんですの。顔も性格も、胸の大きさもぜんぜん違いましたわ」

　共通しているのは身長がほぼ同じこと、くらいだ。

「あの、あのね……いまは顔や身体が違っても、もともとが同じなら、きっとちろにゃんの考えがわかってくれるって。気持ちが通じるって。だって、見た目が違うだけで、ちろにゃんと同じ人、なんだもん」

「同じ……」

　あっ、と思った。宗朗たちは思わされていた。

「十兵衛の言うとおりだ。忠勝たちとは話ができるけど、彼女、直政たちとは交渉の余地なんてないって思ってた。でも同じ人間なんだ。心の底では、どこかにわかりあえるところが……」

　人間、というところで、少しだけ宗朗は言いながら抵てい抗こうを感じる。

（作られた……同じ遺伝子から作られた。兼続たちが見たっていう、地下の培ばい養よう槽そうで成長した、作られたのか）

『わたしたちはみんな同じ。同じ遺伝子から作られた同じもの。姉妹、というよりは四つ子……』

　忠次の声がよみがえる。

（いや。忠勝たちとは十兵衛がわかりあえたんだ。忠次たちとだって……、しかし）

　次に合うのは果し合いの場。

　千姫のためにも、全力で戦わなくてはならない。それは等しく、相手を叩たたきつぶすということ。

　それができるのか、の不安がこれまではあった。

　けれど、わかりあえる可能性を潰つぶしていいのか、とも思う。心に残る。

「ぼくたちは……」

「よーし！　果し合い、がんばるぞぉ！　ね、ぐっちゃん！　ぞうさん、さっちんも！　おーっ!!」

　突とつ然ぜん、気勢を上げる十兵衛。拳を振り上げる。

「十兵衛さん」

「なんですの急に。さっきまでとぜんぜん違うじゃありませんの」

　半蔵、兼続が言うと、

「だって、ちろにゃんたちと約束したよ。忠次さんたちとも約束したの。だから十兵衛たちが、約束をちゃーんと果たさないと、ダメなの。失礼だよ」

「それはそうだけど。いいのか」

「うん！　十兵衛わかったの。ちろにゃんたちも忠次さんたちも、約束してくれた。お兄ちゃんも十兵衛も、力いっぱい戦うよ。そうしたらきっと、ぜったい……！」

　十兵衛は強い眼まな差ざしで宗朗を見つめる。

「十兵衛……そうか。その先の心配や不安より、お互い全力で約束を果たす、全力で戦う。その先に」

「そうだよ。ううん。そうでないと、ぜったいダメなの！」

「助けたいとか、助かりたいとか。わかりあえるのも」

「力を出だし切って戦った、その先にあるということですわね」

「ウキュ、キュゥ！」

　十兵衛の思いが全員に伝わる。

　それは迷いを払い、けれど相手を思い、その先に希望をつなぐ道だった。

「がんばろー！　おー！」
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「……状態は、安定しているか」

『はい。培養槽の機能はその点において完かん璧ぺきです』

　小型電脳の画面には、研究所の地下に設置された水槽が映されている。

　カプセルを思わせる円筒形は、内部を満たした溶よう液えきのせいで薄うすい緑色に発光して見える。中の裸ら身しんを神秘的にまで照らし出していた。

　画面をじっと見下ろす徳川慶彦の表情は変わらない。

　大江戸における慶彦の定宿。

　江え戸ど城じようをも見下ろすホテル高層階の一室だ。寝室と区切られたスィートのリビング。つい数日まえまではここにダルタニアンがいた。

　それがいまは、カプセルの中に意識のない身体をたゆたわせている。

　その肌はだのあちこちや口には各種のセンサーとチューブが、数多く押し込まれ、からみついていた。

「ニア……」

『ですので被ひ験けん体……ダルタニアンさまの生体としての機能はまったく保たれております。新陳代謝は通常の百分の一程度ですから、いまの姿を保ちながら人の寿命の少なくとも十倍は、生き続けることも可能です』

　電話の向こう、電脳回線を通じてスピーカーから聞こえる音声は、計画責任者のものだ。目論見どおりの成果に、よろこびを隠かくせない。

「よくやってくれた、というところか」

『はい。ゲノム抽ちゆう出しゆつと送信後は、被験体が死に至る可能性は五割に達するものでしたので、ここまで容態を安定させたのは、術後の処置が成功したから、と判断できます』

「わかっているよ。先生とそのチームをぼくは高く買っているんだ。むろん引き続き、頼みたい」

『仰せつかって、ございます』

「ときに……被験体が目覚める、という可能性はないのかな。その確率は」

　慶彦の目が、カプセルの中の白い陰を見つめる。

　指が画像をクリックして拡大するが、薄暗い場所のせいでエラーが多く、ノイズが増してよく見えない。

『残念ながら、覚かく醒せいフェーズを試みることは可能ですが、多くの危険を伴ともないます。現在のコールドスリープ状態が壊れ、被験体が危険に陥ることも大いに考えられますれば』

「わかった。そっとしておく、ということだな。その意見を尊重しよう」

『ご理解、ありがとうございます』

「信頼しているよ。なにしろ先生は、あの四人のシステムを作った方だ。いずれまた別のことでも仕事をしてもらうつもりだ。いや、それは意外とすぐかもしれないな」

　慶彦が笑った。

　通話スイッチを切ろうとすると、

『じつは近ごろ、天城のほうのシステムに大きな被害がありまして』

　博士が切り出したので、指が止まる。

『もし？』

「いい。続けてくれ。いまでも天城のシステムをモニターしている、ということか」

『はい。なにしろもともとのリソースはこちらにありますので。……復旧するにしてもオリジナルを天城側は持っていませんから、いったいどうするつもりなのか興味をもって眺ながめているところでして』

「なるほど。それは先生も人が悪い。ふふふ、だが、そういうことなら、さまざまに余地はあるということだな」

『そのとおりです』

「よい。少し急だが、はたらいてもらうことができたようだ」

　さらにふた言三言つけ加え、スイッチを切る慶彦。

　ダルタニアンの入ったカプセルの画像も消える。

「……千のためにも必要、とは思っていたが、機会は向こうからやってくるもののようだな」

　それだけ言うと、通話装置の別のボタンに手を伸のばす。

「早まるかもしれぬな。俺おれの入城のときが」

　慶彦のその目に、ホテルの窓から見える江戸城の天守が映っていた。
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『来たか』

　四体の鎧武者はすでに自らの得物を手に、御庭のあちこちに陣じん取どっていた。

　正午よりわずかに早く、宗むね朗あきらたちは二の丸の門をくぐる。

「ほかに人ひと影かげは、ありませんわね」

　大鎚づちをかついだ兼かね続つぐ。

「ぼくたちと、彼女たちだけか。それにしても」

　三メートルをゆうに超こえる無骨で禍々しい鎧の中に、忠ただ勝かつたちが入っているとは、わかっていてもなかなか受け入れにくい。

『逃げずによく来た。あと数分で約束の正午。心おきなく戦おうぞ！』

　鎧のひとりが言う。

　その声はすべて機械音声に変換され、言葉も平均化されるので、誰がしゃべっているのかもよくわからない。

　兜に大きな鹿か角づので、忠勝のものとわかる黒糸威胴どう丸具足の機械鎧。その手には大きな鑓やりを携たずさえている。

　両肩かたの鉄球のうち、ひとつをすでに抱かかえているのは康やす政まさの黒糸威二枚胴具足鎧。

　その向こう、シルエットがひときわスリムな直なお政まさの牛皮小札赤備具足鎧。逆にもっともずっしりと重量感にあふれる忠ただ次つぐの色々威胴丸具足鎧だ。大きな金属の棘を生やした金砕棒をかまえている。

「ひとつ、提案がある！」

　宗朗が進み出る。

『この場に及およんで新たな条件でもつけるつもりか。聞き届けると思うてか』

『時間の無駄と心得よ！』

　返ってくる言葉はきびしい。だが宗朗は退かない。

「千せん姫ひめさまのことだ。見てのとおり、戦いには参加しない。できないんだ。だから攻こう撃げきするのは止めてほしい。人質に、などもそうだ」

　視線で指し示す背後。

　半はん蔵ぞうにつきそわれた千姫の姿がある。

　しかし車椅子に身を沈め、動くこともままならない態だ。その表情からもすっかり生気が失われている。

（御城から助け出したと思ったのは、やはり甘かった。根本的な治ち療りようが必要だったんだ。それも、この城にある、千姫さまを洗脳した機械を使わなくては）

　その点からも、果し合いの場が江戸城でなくてはならなかった。

『それならかまわぬ。勝負に関係のないこと。興味はない。攻撃することも人質とすることもなし』

『ただし、我らが勝ちの場合、姫はいただく』

『もとより、この城よりそのほうどもが奪いしゆえ、取とり戻すのみ』

　だいたい、誰が言っているのかがわかる内容だ。

「ところで、そろそろ正午ですけれど、どうやって試合をするんですの。そっちは四人、こっちも四人で一対一ですの？」

　兼続が言えば、

『そんなことになんの意味がある。二勝二敗なら引き分けか。三勝すれば勝ちなのか。そうではあるまい』

『ひとりとして立ち上がれぬ、そうなったほうが負け』

「つまり……最後まで、ひとりでも残っていたほうが勝ち、そういうことですわね！　わかりましたわぁぁあああ！」

　それだけ言うと兼続がひとり、大鎚を振りかぶって打ちかかる。

「兼続！」

「ぐっちゃん！」

「正午です。いまからが戦いの開始」

　半蔵が言った。まさに秒針はたったいま、正午を回ったところだ。

「先手必勝ですわぁああ！」

　ぶんっ！　身体ごと一回転すると、大鎚の打面をぶつけていく。その相手は、もっとも近くにいた、

『笑しよう止し！』

　康政の鎧だった。

　康政もまた、手にした鉄球をぶつけて対たい抗こうする。重々しく激しい衝突音とともに、鉄球、大鎚ともに弾き返される。

『ぬぅっ！』

「きゃぁああっ！　……とでも悲鳴を上げると思いまして？　逆ですわ！　これも計算のうち、ですわぁあ！」

　大鎚ごと弾はじかれ、空中を舞う兼続。しかしその姿が、

「金剛峯楼閣、愛染王品！　直なお江え兼続、見参、ですわぁ！」

　一いつ瞬しゆんにして変わる。

　制服が赤いチェック柄がらに、肩には鎧ふうの肩当てが。

　なにより違うのは、大鎚の片方の打面が外れ、ベーゴマ状になると回転して地面を高速で移動できることだ。

「ほらほら、いっきに行きますわよぉ！」

　ベーゴマの上に乗った兼続。さながらサーフィンかスケボーのように自在にあやつりながら、突っ込んでいく。

　かついだ大鎚をまたも大きく振りかぶった。

「うまいぞ！　ベーゴマの機動力で兼続にスピードが加わってる！　これなら鎧を相手に有利だ！」

　宗朗が声を上げた。

「わたくし、直江兼続の新しい力だけで十分ですわ！　四人いちどに相手になってさしあげますわぁあ！」

　勢いに乗る兼続。しかし、

『笑止！　笑止と知れ！』

　その真正面に迫せまる鉄球。それも二個ともだ。

「ええっ!?　どうしてですのぉ」

　面食らう兼続。

　鉄球は鎖で康政の鎧と繋つながっている。手につかんで投げることはもちろん、肩の装着状態から撃ち出すことができる。

　いったん発射した鉄球を打ち返されると鎖のテンションがなくなり、鉄球はコントロール不能になる。

　いちど鎖を巻き取るか、手元に戻さないと鉄球を操あやつることはできない。

　以前の戦いでの、この不利を康政は放置しなかった。

　兼続に打ち返された瞬間、鎖を巻き戻している。そのせいで鎖がたるむ時間は最小限となり、次の攻撃に用いることができる。

　そのうえ、

『笑止！　ただの鉄球ではないと知れ！』

　兼続へ向かう鉄球の速度が、ぐんと増した。

　野球などで言う、手元でボールが伸びた、程度ではない。確実に速度が速くなっている。それも瞬しゆん間かん的てきに。

「きゃぁああっ!?」

　兼続も、鉄球一個は予測していた。

　まだ打ち出されていないほうの康政の鉄球が向かってくるのを、さらに打ち返すつもりだった。

　しかし二個がいちどに、それも増速しながら迫るのをどうすることもできない。自身もまた高速で突入しているのが仇あだになった。

　かろうじて、大鎚で鉄球を受けながら身をかわすしかない。ベーゴマから振り落とされる兼続。

「ぁあ、兼続！」

　宗朗からも見えた。

「あの鉄球は」

　半蔵も言う。鉄球から噴き出す炎ほのおの筋。本体からの噴ふん射しやによって増速していることがわかる。

「ただの鉄球じゃない。ハイパー鉄球だったのか！」

「ぐっちゃんっ！」

　転げ落ちた兼続を助けようと向かう宗朗と十じゆう兵べ衛え。しかし、

『おまえたちには、この私が相手だ』

　立ちはだかる黒い巨きよ大だいな影かげ。

　黒糸威胴丸具足の鎧よろいが、兜から大きく突つき出した鹿角を振り上げる。その手から伸びる長大な鑓がふたりを払う。

「うぁあっ！」

「お兄ちゃんっ！」

　かばい合うように受け身を取りながら、地面に転がる。十兵衛が宗朗の上に折り重なった、その刹せつ那な、

「チュッ♡」

　唇くちびるが、触ふれ合あった。

　とたん、迸ほとばしる閃せん光こう。立ち上る「氣」がうずまき、暴風のようにあたりを吹ふき払う。鎧さえ、視察装置をいっしゅん無効化されるほど。

　そんな中、まだおさまりきらない「氣」の中心に、ゆらり、立ち上がるのは、

「十兵衛、さん……！」

「……おもしろいことになっているようだ」

　ちょうど、宗朗をまたいでのし掛かっていたのが、身を起こす。

　以前と異なり、長く伸びた髪かみが腰こしまでも届く。白い髪が白昼の陽ひを受けて艶めく。頭頂部の耳が、ぴょこっ、いたずらっぽく動いた。

　柳生やぎゆう十兵衛、その「剣姫マスターサムライ」の、「氣」を会得した姿だった。

「急に呼び出したみたいで、申し訳ないと……」

「おまえが私を呼び出すのはいつも急ではないか。だが今回はいい。こんな楽しそうな場に私を呼ばないなど、そのほうが気を悪くするぞ」

　笑う十兵衛の笑え顔がおに凄みが宿る。

『柳生十兵衛か。それが真の姿か』

　忠勝の鎧が言う。忠勝が「剣姫マスターサムライ」の十兵衛と相対するのは初めてだ。

「お初にな、お目にかかる。すでに、もうひとりの私がずいぶんと世話になっているようだがな。しかし、この十兵衛、手加減はせぬ」

『もとより望むところ！　いざ！』

　鑓を抱えた忠勝が、頭上から覆い被さるように迫る。繰り出される長大な鑓を、

「ふんっ！」

　腰の印籠にかけた右手を、十兵衛はいっきに引き抜ぬく。こぼれ出る光のように刀身が現われ、大た刀ちとなって忠勝の鎧を受け止めた。

『この吾の相手は誰だれだ。退屈で蝿が止まるぞ！』

『一度勝ったからといって油断しないことだ。そのときとは違ちがう！』

　直政、忠次の鎧が吠える。

「ウキュッ、キュゥゥ！」

　全身の毛を逆立てた佐さ助すけが「氣」に包まれた、と思うと、倍以上の大きさに。「剣姫マスターサムライ」体となる。

「御お姫ひいさま、半蔵も行ってまいります。武運あらば、また御姫さまのもとにお仕えして、こんどこそ添い遂げる所存でございますれば……」

　半蔵はそう言ってひざまずくと、車椅子の千姫の足先に唇を押おし当てた。物言わぬ千姫が、わずかに身じろぎする。

　けれど表情に変化はない。半蔵は立ち上がると涙なみだを拭って、

「……っ！　服部はつとり半蔵美よし成なり、参ります！」

　メイドスカートをひるがえし、高く飛び上がった。

『忍にん者じやと猿さるとは、こっちは二軍をあてがわれてか』

『せっかくの楽しみが、がっかりだぞ』

　言う直政、忠次に対し、

「ウキャキャッ！　キャフッ！」

「受けてみなさい！　流星小破斬！」

　半蔵をさらに踏ふみ台にして、ほんとうに飛ぶような高さまで跳躍した佐助が、まず直政、続いて忠次を襲おそう。

　刃は渡りでいえば小刀ほどもある強力な爪を鎧に突き立てた。

　さらに半蔵のメイドスカートから無数の小手裏剣けんが飛び、いっせいに直政に殺到する。

「うまい！　佐助も委員長も。やったか！」

　宗朗が見守る中、

『この程度、蝿が止まると言ったはず！』

　直政は巨大な両手持ちのノコギリで小手裏剣を払う。佐助の爪も鎧に浅い傷をつけた程度だった。

　直後、直政は助走もつけずに飛び上がった。牛皮小札赤備具足が真昼の空を舞う。

『飛ぶというのは、こういうことだ』

　圧あつ倒とう的てきな高みからノコギリ刀をかざす。二枚のノコギリを合わせたその間から、仕込まれたロケット弾がいっせいに飛び出した。

「きゃぁああっ！」

「ウキャ！　ウキャーッ！」

　ロケット弾に追われ、あるいは爆風に吹き飛とばされる半蔵と佐助。

　しかもそこへ、

『仕上げはまかせてもらおう』

　鎧を丸め、回転形状となった忠次がローラーよろしく押し寄せる。土ど砂しやを撥はね飛ばし、地響きを立てて迫る。

「くぅ、っ！」

「ゥキャ！」

　佐助を抱だき上あげて跳ぼうとする半蔵だが、実際には佐助の跳躍力のほうが強い。途と中ちゆうから引っ張り上げられるようにして、忠次から逃れる。

　だが、

『空におまえたちの居場所はない。言ったはずだ！』

　ロケット弾がなくとも、急降下からムササビのような滑空で地表をかすめる。その翼の前縁えんは鋭するどい刃となっていて、触れるだけで身体はあっけなく両断されるだろう。

『地面にも居場所はないぞ！』

　直政を避けて地面に伏せれば、そこへ忠次の重戦車のようなローラー攻撃が来る。やはりこのふたりの連携攻撃は強い。

「佐助さんっ！」

　けんめいに立ち上がり、身をかわす半蔵。佐助を逃がそうと放り投げたが、その分自分が完全には逃れられず、

「ぁああっ！」

　ガッ！　下半身を忠次の鎧に踏み潰される。

「委員長！」

　叫さけぶ宗朗。しかし、駆け寄ろうとするのを、

「だ、だいじょうぶです、宗朗くん」

　半蔵自身が制して、よろけながら立ち上がった。

「立てるのか。脚は！」

　宗朗も目を疑う。

　たったいま半蔵の下半身、腿ももの上を忠次の鎧が通り抜けたばかりだ。

　その重量と畑をたがやす鋤のような形状が身の上を通れば、脚などグチャグチャに肉を引き裂かれてしまう。

「このスカートが、守ってくれたみたいです」

　そう言って半蔵が示すのは、ボロボロに崩くずれたメイドスカートだった。

　本来、鋼鉄を内張りし、多くの武器を内蔵した装そう甲こうスカートだ。

　忠次の轢殺攻撃にも一度なら耐えられる強度があった。

「よかった！　でも」

「はい。もうこのスカートはダメです。武器も、使えません」

　半蔵は自らスカートを外すと足元へ落とす。ガランッ！　金属の音とともに、スカートの残骸が転がった。

（委員長、無事でよかった。けど、これ以上は……限界じゃないのか、やはり）

　戦うべきは……、そう思う宗朗の意識が伝わったのか、

「まだまだ、これからですよ。たかが武器のいくつかを使えなくなっただけです」

「しかし」

「宗朗くん、わたしのこと過小評価ですよ。たしかにわたしはまだ『氣』をあつかえていないし、もともと十兵衛さんみたいに強くもありません。でも、ただひとつ、御姫さまのためなら、半蔵は戦えます。最後まで。ただ戦うだけじゃなく、御姫さまをお守りしてみせます。勝って、みせます！」

　スカートを脱ぎ捨て、下半身は下着までも剥むき出しの半蔵。いつもなら、羞恥に頬ほおを染めたはずだ。

　あわててメイドエプロンの一部を裂いて、腰から下を覆おおっただろう。

　けれどいまの半蔵は、そんなことにいっさいこだわらず、決然と面を上げている。その目はまた突っ込んでくる直政と忠次の鎧に向けられ、まばたきもしない。

「委員長……」

「見ないでください、というところでしょうか。でも、見ていてください、宗朗くん！」

　いったん上空へ舞い上がり、そこから急降下してくる直政。地を這う忠次。ふたつの鎧は、こんどは逆方向から、半蔵たちを挟はさみ撃うちにしようと迫る。

「佐助さんっ、行きますよ！　こっちも連携です！」

「キュゥ！」



　　　　　２



「痛たたた……よくもやりましたわね！　けど、まだこんなものではありませんわよ！」

　制服についた泥を払いながら言う兼続。

　ベーゴマから転げ落ちた兼続だが、受け身を取って転がりながらも確実に鉄球を避けている。

　兼続が離はなれたことでベーゴマは一瞬あらぬ方向へ飛んだが、いまは大鎚の一部に戻っていた。

『うまく避けたとほめてやろう。だが笑止！　私との勝負におまえの勝ち目はない。なぜか。おまえの武器のハンマーはひとつ。我が鉄球は二個。ひとつがふたつに勝てるか？　ひとつでふたつが防げるか？　考えるまでもない！』

　康政の鎧が長く伸ばした鎖を握にぎり、鉄球を次々と振ふり下おろす。

　ふたつの鉄球が地面に交互に突き刺ささる。

　落ちると同時に引き上げ、また振り下ろす。これではひとつを大鎚で打ち返しても、もうひとつに押しつぶされる。

「そう来ましたわねぇ！　なら……え、ええと」

『どうした！　打ち返さないなら、鉄球の下敷きとなれ！』

　ドゴッ！　ガゴッ、ン！　一度の投擲で御お庭にわの地面に大穴が空く。兼続は飛び退のきながら後退するが、

「あうっ！」

　どすん！　と立木のひとつに背中を打ち付けた。とっさのことで後ろをよく確かく認にんできなかったせいだ。

　そこへ鉄球が襲い来る。もちろん手加減なしに、兼続を狙ねらう。

『笑止！』

「きゃぁああっ！」

　バキッ！　かろうじて避けた一発が、立木を粉砕する。が、

「これを待っていましたわ！」

　そう言って兼続が大鎚を振り抜く。もう一個の鉄球に当たり、弾き飛ばした。

「木に当たった一発は、そこで止まりますわ。そのときもうひとつを打ち返せば……ぁああっ！」

　ブンッ！　しかし二個目がすぐさま兼続を襲う。避けきれずにかすり、吹き飛ばされる兼続。

『言ったはず。放ったあとの引き戻しが素早ければ、どの状態でも鉄球の操作を失うことはない』

　康政の言うとおり、立木に当たった鉄球はそこで運動エネルギーを放出している。つまりいっしゅん停止するわけで、それは地面などを打つよりも予測不能の部分があるだけ操作は困難になる。

　そこを兼続は狙ったのだが、それよりも康政の鉄球の引き戻もどしのほうが早い。隙すきを衝ついたつもりが、逆に隙を衝かれて鉄球を浴びたのだ。

「ぅぅう……！」

　芝の上に落ちた兼続がうめきを上げる。

　鉄球がかすっただけでこうなのだ。

　まともに浴びていたら鉄球で身体がつぶされるか、まっぷたつになっていてもおかしくない。

「兼続！」

　ちょうどというか、兼続が吹き飛ばされたのは宗朗の側だった。抱き起こす宗朗の手をつかむと、

「わたくしは平気ですわ。この程度のケガ。かすり傷で……ぁ、ぁ」

　触れ合った肌を通して流れ込んでくる「氣」のあたたかさと心地よさ。思わず心を奪われそうになる。

　すぐに自分から手を離し、

「ぁ、危ない危ない、ですわ。隙あらばわたくしの中に入ってきて、心まで侵そうとするのですわ！」

　ぷいっ、と顔を背そむける兼続。

　口を尖らせたその頬は赤く染まっているものの、擦り傷ていどのケガはもうかさぶたの下で完治している。

「隙あらば、って……ぁの」

　その部分には当惑を隠せない宗朗だが、兼続は、

「わ、わたくしだけじゃありませんわ。みんな、命を賭けて戦っているんですのよ」

「わかっているよ。だから」

「救急車みたいに、右往左往されても困るっていうんですの。仮にもわたくしたちの『将』なら『剣姫マスターサムライ』を生かすことを考えなさい、ですわ！」

　そう言うと、すん！　と鼻をすすりあげた。大鎚を軽々と肩にかつぐ。

「あら、わたくしいま、いいこといいましたわ。無意識にでもこぼれ出る、この知性が憎いですわぁ！」

「いや、あの……」

「とにかく、わたくしは負ける気なんてこれっぽっちもございませんの。ですから『将』は、わたくしたちを勝たせればいいんですわ！」

　それだけ言うと兼続は肩越しに笑って見せた。康政の鎧に向かって、

「この程度でわたくしに勝ったと思ったら大間ま違ちがいですわ！　首を洗って待っていろ！　ですわぁ！」

　言いはなつ。

　その兼続の後ろ姿を見ながら、

「兼続……『将』は『剣姫マスターサムライ』を勝たせればいい。戦いの場で、ぼくができること。すごく単純な、たったひとつのことじゃないか。ぼくは……」

　宗朗の中で、「たったひとつの答え」が出ようとしていた。



「ふんっ！　ふん……はぁああっ！」

『うむ！　ぅお！　ぉおお！』

　激しく打ち合い、競り合うふたり。

　十兵衛と忠勝だ。

　忠勝はその長大な鑓を何度も繰くり出し、十兵衛を襲う。それを十兵衛は、あるときは受け、あるときは受け流し、間合いに飛び込むなり、斬りつける。

　十兵衛の大刀もまた、ふつうの刀の倍近い長さを持つ。

　忠勝は鑓の柄で受け、十兵衛に向かって掌底を繰り出す、あるいは肩ごと鎧をぶつけてくる。

「はっ！」

　十兵衛はかわしざま、大きく跳躍した。ゴッ！　背中の提ちよう灯ちんが火を吐く。跳躍ではとうてい達しない高度へ十兵衛を打ち上げる。

　が、

『飛べるのが自分だけだと思わぬことだ』

　ドドッ！　忠勝もまた、鎧の背中から火炎をゆらめかせたと思うと、十兵衛以上の高みへ上る。

　鹿角の先まで入れれば全長五メートル近い、重々しい装甲に包まれた巨体が飛ぶさまは、驚おどろきを通とおり越こして奇怪ですらある。

「なに!?」

　だから十兵衛が面くらい、わずかな隙を見せたのも無理はなかった。

『甘あまいぞ、柳生の！』

　上段から振り下ろした鑓の柄が、十兵衛の脳天をたたき割る。そう見えた刹那、

「ぅぅっ！」

　かろうじて大刀の鍔もとで受ける十兵衛。しかし鑓の圧力と、より上からの一いち撃げきで、真っ逆さまに墜落していく。

　どぅっ！　地面に叩たたきつけられる。大量の土砂が爆ばく発はつのように弾ける。それほどの激しさだ。

『まさかこの程度で終わりではあるまいな！』

　それでも忠勝は攻撃の手を緩めない。

　十兵衛の落下位置へ、鑓の穂ほ先さきを真下へ向けての急降下を見せる。そのままなら、地面に横たわった十兵衛を確実に刺し貫つらぬく。

『うむっ!?』

　だが土煙けむりの向こうから飛び出だしてくるきらめきに、忠勝は身をかわさざるを得ない。鑓も当然、目標を外れる。

　その一瞬の時間があれば十分だった。

　くぼ地ができるほど凹んだ地面から、十兵衛は身を起こすなり飛び退き、すぐさま大刀をかまえる。

「ふっ。いまのはなかなか痛かったぞ。だが、ひさびさ、本気になれそうだ」

　ぺっ、と十兵衛が顔を背けると、血のつばを地面に吐き捨てた。それでも顔は笑っている。

『これまでが本気でないなどとは言わせぬ。しかしいくばくかなりとも余よ裕ゆうを持っていたというなら、捨てるが肝要。ただ、このときより、な』

　そう言って忠勝は、鎧に刺さった十兵衛の脇わき差ざしを引き抜いて捨てた。

　もちろん、先ほど十兵衛が放ったものだ。

　とっさに投げ上げた。もとより、真まっ直すぐに向かってくる忠勝とその鑓を逸そらすためで、ダメージは期待していない。

　ちなみに、十兵衛の背中の提灯の噴射は、長くともいちどに三秒が限界だった。本来はもっと短い噴射にとどまる。

　身体を空までも運ぶことができるが、そのまま滞空する術はない。ようは大きな跳躍に等しい。

　忠勝もそうで、低空ながら自在に飛行できるのは直政の鎧だけだ。

「まだまだ、楽しませて、もらう！」

　十兵衛の瞳ひとみの中に炎にも似た「氣」がゆらめいた。と思ったときには、爆発的な速さで忠勝に迫る。

「おう、おうっ、おおおっ！　どぁ、どぁ、どぁあああ！」

　両手持ちの大刀で、袈裟に斬り下げ、逆袈裟に斬り上げる。

　その圧倒的な速さと鋭さ。

「すご、い……」

　遠目に見ていた宗朗も言葉をなくすほどの、激しい往復攻撃だ。

『うむ、うむっ！　まだだ、まだ、まだ！』

　だがその斬撃のすべてが忠勝によって受け止められている。

　この間合いでは、鑓は防ぐだけで十兵衛を刺突することはできない。しかし、

『うぉぉ！』

　袈裟に斬りつけて来た大刀を鑓の柄で受けるとこじり上げる。十兵衛の刀を奪い、そのまま鑓の柄、その石突で十兵衛の胸を突く。

「ぬっ！」

　だが十兵衛もされるままではない。こじり上げられ、奪われるか、取り落とすかと見えた大刀を、握ったまま自らの身体を半回転させる。

　脚が上になった、その姿勢で、忠勝の兜、その顔面を思い切り蹴り飛ばす。

『ぐっ！』

　しかし忠勝も然る者。

　半歩下がって踏みとどまると、逆に十兵衛の足首をつかんで投げ飛ばす。

　が、これも十兵衛は、忠勝の手が離れた瞬しゆん間かん、刀を地面に突き立たてて自らの身体を止めると、背後から伸のび上がるように忠勝の、こんどは背を蹴り上げた。

『うぐ……やりおる！　だがぁ！』

　忠勝は倒たおれない。振り向きざま、鑓で十兵衛の伸びきった身体を払う。

　十兵衛は刀を地面に差している分、反応が遅おくれる。

　そう見えたが、

「それなら、こう、だ！」

　忠勝の鑓の柄が背中を砕く、と見えたせつな、刀から手を離し、反動をつけてクルッ、と回る。

　まるで鑓の柄を鉄棒かなにかのように使って一回転した。あまりに間合いが近く、鑓が穂先でなく柄が来る、と判断したからの体術だ。

　そして着地するや刀を引き抜き、ごく間近から胯こ間かんを逆袈裟に斬り上げる。

　現実の鎧武者も、胯間や脇わきの下、首回りなどは弱点だ。徒立ちの足軽などが鑓で狙うのもそこだった。

　そして忠勝たちの機械鎧でも、重量の大きな負ふ荷かのかかる関節として、損傷に弱い部位であることは間違いない。

『ほおぅ！』

　だが瞬間、忠勝はひと声叫ぶと背中の噴射で舞い上がる。

「はぁ！」

　十兵衛も提灯から炎を吐いて追う。ふたりは空中でなんども斬り結び、もつれるように地上へ落ちる。

　ドオッ！　着地というよりは落下に近い衝しよう撃げきが響き、分かれるふたり。瞬時にまた鑓と大刀のかまえをとっている。

『ふふふ、ふははは！　これだ！　これこそ吾の望む勝負！』

「はははっ！　楽しい、楽しいぞ！　ひさしくない血の疼きよ！」

　そして笑う、ふたり。

「これが『剣姫マスターサムライ』同士の果し合、勝負、なのか」

　宗朗も思わず見入ってしまい、つぶやく。



「来ます！　佐助さん……！」

「ウキュッ！」

　半蔵の言葉を受けて、佐助が答える。

　ほぼ背中合わせのふたりの、片側からは直政が滑空して、その反対側からは丸く変形し、転がりながら忠次が迫る。

　挟み撃ちの絶体絶命だ。

　前回の戦いでは、直政を、瞬間的といえども飛べる十兵衛が撃墜し、地上では兼続がその大鎚づちで忠次を丸ごと打ちはなした。

　しかしそのふたりがそれぞれ忠勝、康政と対たい峙じしているいま、

「わたしたちがなんとかするしか……いいえ、わたしたちで勝つんです！　御姫さまのために。わたしたちみんな、宗朗くんとともに！」

「キュッ！」

　半蔵の目が険しく見つめる、目前の直政が、

『これで終わりにしてやる。ふたり一度にな！』

『一瞬だから痛くはない。武士の情け、受け取れ！』

　さらに忠次の声が届いた。四者が重なる、その瞬間、

「はいっ！」

「ゥキャゥッ！」

　ポンッ！　と佐助がもとの小さな猿に戻る。それを半蔵が、思い切り投げ上げた。さらに自身は、横飛びに転がる。

『なに!?』

「キャンッ！」

　佐助は空中で「剣姫マスターサムライ」に戻ると、その大きな爪で直政の背中にしがみつく。

　ひとりの跳躍力では届かない高さとタイミングを、半蔵をカタパルト代わりにすることで補ったのだ。

　そして半蔵は、

「飛天大手裏剣！」

　立ち上がりざま、背中の大手裏剣をつかみ、放つ。遠ざかる忠次の後ろから大手裏剣が突き刺さる。

『この程度！』

　だが弾かれた。

「そんな！　前からではなく後ろからなら、その勢いに呑まれることなく大手裏剣をたたき込めるはず……」

　しかし忠次の鎧は、その回転に巻き込むように一メートル以上もある大手裏剣を跳ね上げてしまう。

『どうした！　もう武器はないか。ならこちらから行くぞ！』

　カーブを切り、再び半蔵へ向かってくる忠次。

　対して半蔵は、メイドスカートの内蔵武器もなければ、もう大手裏剣もない。残りは脇差し一本。

「与しやすし、と思ったのでしょうけれど、そうでしょうか。上をご覧なさい！」

　半蔵が指さすよりも早く、空中から忠次の目前に滑り込んできたもの。

　大手裏剣だ。

　いったん弾かれたと見えて、弧を描えがき、また戻ってくる。

『もはや勢いもないそんなものが、通じると思うか！』

　だが大手裏剣は直接忠次を狙うのではなく、その進行方向、地面にめり込んだ。

　地面に突き立った大手裏剣に、避よけることもできずにぶつかる忠次の回転形態。

　ガギッ！　金属の噛み合う音が響ひびいて、大手裏剣の切っ先が鎧の可動部の隙間に刺さる、食い込む。

　忠次の動きが止まった。

「やりました！」

　半蔵が脇差しを手に立ち上がる。

『な、んだと!?』

　動けない忠次が身じろぎする。どうやら後退するのも、大手裏剣が鎧の隙間に噛かんでできないようだ。

『ぬぅぅ！』

　忠次にできることは、うめきながら回転形態を解くことだった。それでも鎧に取り付けられた武器の金砕棒がある。

　歩行形態に移行した忠次が、肩かたに取り付けられた金砕棒を抜こうとした、ときだ。

「はぁぁああっ！」

　いっきにふところへ飛び込みざま、半蔵が脇差しを鎧の腹に突き立てる。

　忠次の鎧は、丸まって回転するという機能上、背中の装甲が分厚いが、

「内側になるお腹なかの側の装甲は薄うすいはず、です！」

　その予想は的中した。

　半蔵はさらに、装甲の継ぎ目を狙って脇差しを突き込んでいる。確実に、装甲を破って内部の機構にダメージを与あたえるためだ。

『うごぁぁあああ！』

　大きな叫びとともに、忠次の鎧の動きが止まった。
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「ウキュッ、キュッ！」

　いっぽうの佐助は、必死で直政にしがみついていた。

　直政自身の武器は両手に持ったノコギリと、それに内蔵されたロケット弾だ。あとは腰の刀だが、それは当然、飛行中には使えない。飛行形態を解けば、あっと言う間に失速して墜落する。

　その構造は、短時間だがジャンプするように飛べる忠勝とは大きく異なっていた。

『ええい、うっとうしい！　離れろ！　落ちろ！』

　佐助を振り払はらおうと直政は、ロールやダイブを繰り返す。きりもみで地表すれすれまで落下することまでした。

「キュゥゥゥゥ！」

　しかし佐助はけんめいにしがみつき、歯まで使ってかじりつく。

　直政の鎧は、飛行のための軽量化で装甲は四天王中もっとも薄い。かじりつくうち佐助は、

「ウキュ!?　キュキャーッ！」

　装甲の一部に傷を付け、引き裂くことまでできるのに気がついた。そうしてひとつの破れ目を作れば、そこからさらに大きく引きはがし、むしりとることまで。

『やめろ！　やめろ！　この猿がぁああ!!』

　直政はさらに過激に機体をゆすり、ジグザグや宙返りを繰り返し、急きゆう上じよう昇しようと急降下を試みる。地面すれすれをかすめて飛ぶが、

「ウキュゥ！」

　バキッ！　とうとう鎧の一部が弾け飛んだ。それと同時に直政の飛行姿勢が乱れる。制御不能となって、

『うああああっ！』

「キュゥゥゥ！」

　墜落。地面を何度もバウンドしたと思うと、逆さまになり、転がり、また横滑りしながら御庭の芝の上を滑すべっていく。

　ようやく止まったときには佐助も投げ出されていたが、

「ウキャッ！」

　頭を振って、立ち上がった。地上を転がったときの泥にまみれているが、無事な姿を見せる。



「なるほど、玉のあつかいだけは認めなくてはならないようですわね」

　兼続はそう言って二度、三度と大鎚を振ってみせる。顔も制服も泥だらけ、髪も汚よごしてしまっているが、笑いだけはなくしていない。

『まだやると言うのだな。なら次も見せてやろう。鉄球にはこんな使いかたもあるというのをな！』

　康政が迫せまる。

　しかし鉄球を交互に打ち付ける、これまでとはかまえが違った。

「なにをしようというのんですの。ぁ、えええ!?」

　ブンッ！　と鉄球を振り抜く康政。それも両手に一個ずつを、同方向へ打ち出す。そしてそのまま、

『ぅぅぅぅぉぉぉおおおお！』

　本体までもが回転する。康政はさながら、外周に鉄球を二個、振り回しながら回るコマとなった。

「なんですの！　あんな、どうするんですのぉ！」

　コマなら、ベーゴマに乗る兼続の独どく壇だん場じようのはずが、身体全体と鉄球でコマになって回る康政はさらに上を行く。

『ははは！　どうする、さあどうする、直江の！』

　鉄球はただ水平なだけでなく、上下にも振り幅を増して攻こう撃げき可能域をひろげている。まるで、

「千せん手じゆ観音ですわ！　って、感心してる場合じゃ……きゃぁああっ！」

　あっと言う間に目前に迫る康政。移動もコマなみに、地面との摩ま擦さつ係数が少ないから速いし、急にカーブを切るのも自在だ。

　すんでで避けようとした兼続だったが、鉄球が急に伸びた。むろん、繋いでいる鎖が伸びたのだ。

　撥ね飛ばされる兼続。

『油断だぞ、直江の！　これだけと思うてか！』

　康政の鉄球は、伸ばせば百メートルはゆうに届く鎖で繋がれている。

　直線的に打ち出されるなら、攻撃範囲は比較的狭せまい。鎖を手に回転させるにしても、攻撃時は直線的になるから、そのベクトルから逃れることもできる。

　しかし、

「これでは、ほんとに無敵の千手観音ですわ……でも！」

　なんとか立ち上がり、大鎚を手に突進する兼続。

　回転する鉄球はいつ間近まで伸びてくるかわからない。それも、横殴りに襲うので攻撃範囲は異常に広いのだ。

「行きますわぁぁああああ！」

　何度か鉄球をかわし、ギリギリまで接近してジャンプ！　真上から大鎚を思い切り振り下ろす……が、

『笑しよう止し、笑止！　我が戦法に死角はないぞ！』

　真上までも鉄球は飛び来る。可動範囲として直上も十分ありうるからだ。

「きゃぁああっ！」

　撃墜され、転げ落ちる兼続に、

「ほんとうに、死角はないんですの。こんなの……ぁあああっ！」

　鉄球が二個あることが禍いした。

　康政の直上で鉄球に弾かれ、落下途中でさらにもう一個の鉄球にぶち当てられる。

　まるで走る車か航空機から投げ出されたように兼続は転げながら地面に落ちる。

「うぐぐ……っ！」

『ほお。それでもハンマーを離さないのは見上げたものだが。そろそろ遊びは終わりにしてやる』

　そう言うと康政は、ちゅうちょなく全速で迫る。兼続は大鎚を支えに、かろうじて立ち上がることしかできない。

「ちょ、ちょっとばかり、計算が違ちがったみたいですわね。あんな化け物、倒せますの？　わたくし……」

　回転する康政の鉄球はさらに速度を上げ、もうひとつひとつを目で追うこともできない。それ自体大きな玉のように膨ふくれあがりながら迫り来るのを見つめながら、兼続は大鎚の柄えを握りしめた。



「やりました……か、ぁあああ！」

　むずっ……もりっ！　忠次の鎧よろいの腹に突つき立てられた半蔵の脇差しが、まるで自分から潜もぐり込もうとするように引っ張り込まれる。

　柄を握ることもできなくなって脇差しを離す半蔵を、

『これで勝ったと思ったか！』

　忠次の鎧の手ががっちりとつかんだ。

「これでもまだ……ぁあ、そんな！」

　ギリギリ、グリグリと半蔵の身体を締め上げ、握りつぶす忠次。鎧の握力は常人の比ではない。

　このままだと骨を粉々に砕かれるか、腕うでを引きちぎられる。

　すさまじい痛みに叫ぶ半蔵。けれど両腕をがっちりとつかまれていては逃れることもできない。

『ほらほら、どうした！　このまま腕をちぎり取るか。頭蓋を潰つぶし割るか！』

「ぁああ、お、御お姫ひいさま……！」

　苦しさにあえぐ半蔵。身をのけ反らせ……、

『ぅん？』

　その姿に一いつ瞬しゆん、鎧の中の忠次が声を漏らす。視察装置の向こうで、半蔵の姿がだぶるようにブレて見えたのだ。

『（装置の故障なの？　こんなときに……いい、このまま！）』

　半蔵をつかみ潰そうと力を込める。そのとき、

「ひぅぅぅっ！」

　半ば無意識に、半蔵が脚を振り上あげた。両腕をつかまれているせいで、下半身しか動かせない。

　そのため、もがくように脚を使ったのだ。忠次を蹴る。それだけなら、単なる断末魔まの抵てい抗こうなのだが、

『ぅっ！』

　忠次の鎧がうめくと、不意にその手から力が抜ぬけた。が、一瞬で回復する。それでも半蔵には一瞬で十分だった。

「あぐ……はぁぁっ！」

　いちはやく、両腕を振りほどく。地面に落ちると、一散に飛とび退いた。

　大きく忠次との間に間を空け、地面に膝ひざをつく。手までもつこうとして、

「ああぅぅうっ！　も、もう、この腕は……！」

　半蔵に激痛が走る。

　かろうじて逃れたものの、骨も肉も、腱も握りつぶされて動かない。指もそうで、震ふるえるばかりで握力がない。

　もう刀もつかめなかった。

「これでは戦うことも……御姫さま」

　思わず、御庭に千姫を捜す半蔵。その視線が、遠くにポツンと、車椅子に埋まるように腰こし掛かけたままの千姫を見つける。

　とたん、半蔵の目に涙なみだがあふれた。

「御姫さま、半蔵は先に……逝かせていただくやも、しれません。けれども死してなお、御姫さまに冥めい土どでお仕えする所存でございますれば」

　ひと筋、こぼれた涙を拭ぬぐう。

　視線を戻すと、のっそりと身を起こす忠次の鎧が見えた。膝をついて、しばらく動かずにいたのだ。

　しかし、肩の金砕棒を引き抜くところなど、機能に大きなダメージはないようだ。

「さっきの、あの感じは……、いけない！　来ます！」

　もう回転モードもとらず、忠次は巨体を揺らしながら一歩一歩迫る。半蔵は武器もないまま、これに相対するほかない。



「キャゥゥ！」

　放り出された佐助は何回か空中で回転したあと、地面に転がった。ここでも受け身を取って、ダメージを軽減している。

「ウュ？」

　泥だらけ、草までいっぱい身体につけながら、佐助が身を起こす。首を持ち上げるように見ると、

『ぉぉぉぉ』

　むくっ、と直政の鎧が起き上がるのが見えた。

「キュッ！　キュキャゥ！」

　驚きの声を上げる佐助。たしかに「撃墜」したはずなのに、

『これしきのこと、雑作もない』

　わずかに、直政の動きにはぎこちなさがある。

　それだけ、佐助が鎧の一部を破壊したのは間違いないのだが、動きを止めるにはいたらない。

「ウキュ、キャーッ！」

　四つん這いでお尻しりを上げ、威嚇のポーズを取る佐助。グルグルと喉のども攻撃の音を発している。

　しかし直政は、

『猿さる風情が！　推参なり！』

　いっきに間合いをつめると、ノコギリ刀を叩きつける。

「ゥー、キャゥ！」

　飛び退のく佐助。かかんに飛びかかり、ふたたび爪と牙で攻撃をしかける。しかし、

『そんなもの、何度も通じると思うな！』

　直政がつかもうと手を伸ばす。身をかわす佐助だが、

「キャン！」

　シッポをつかまれてしまう。引っ張り戻され、

『生意気な猿が！　思い知れ！』

　バスッ、ドカッ！　何度も地面に叩きつけられる。

「キィッ！　キャゥ！　ウキャン！」

　半ばボロボロになり、もとの小猿に戻った佐助を、

『それで哀れみを請おうとでも思ったか！　吾には通じぬわ！』

　直政の鎧が踏ふみつける。グリグリと踏みにじられる佐助。

「ヒィン！　キィィ、ン！　キュゥゥ！」

　苦痛のうめきをもらすが、身動きもできない。
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「はぁ、はぁ、はぁっ、はぁっ……」

『ほぁぁ、ほぉお……』

　肩で息をつく十兵衛。忠勝もまた、鎧の音声装置を通じて聞こえる呼吸音はくぐもっているが、激しく息をあえがせているはずだ。

　お互たがい一歩も退かない攻防。

　わずか十分にも満たない時間なのに、あらゆる手を尽つくし技を出し尽くしての斬り合いは、体力も気力もいちじるしく消耗させる。

「はぁ、はぁ、楽しかったぞ、平へい八はち郎ろう」

『楽しかった、だと』

「ああ。この姿でいられるのもいつまで保つか。そろそろ本気で、勝負を決めさせてもらう！」

　言うと、十兵衛の頭の耳が、キュッ、と伏ふせた。ちょうど動物が、警けい戒かいしつつ襲いかかる、その前触ぶれを表わすように。

『もとより望むところ！』

　忠勝があらためて鑓やりをかまえる。その鑓に向かって、

「とぁぁぁあああああっ！」

　十兵衛がまっすぐ突進する。

『ぉうあ！』

　繰り出される長大な鑓。

　それを右、左、と目に止まらぬほどの速さでかわすと、ひととびで鑓の上へと駆け上がり、柄の上を走る十兵衛。

「柳生真陰流、飛燕兜割り！」

　そのままさらに跳躍し、大上段からの両手剣けんをまっすぐ打ち下ろす。忠勝の兜へ、叩きつけた。

　縦に一回転してからの打ち込みだけに、たっぷりと速度も体重も乗っている。

　しかしこれを、

『ぬぅ、ん！』

　忠勝は避けず、わずかに兜を逸らしただけだった。

　十兵衛の大た刀ちは、左の鹿か角づのに当たる。むろんこれを両断するが、そのまま左肩に食い込んだ。

「おおお！」

　深く食い込む大刀。しかし軌道をわずかに逸らされているうえ、鹿角を斬ったことで威い力りよくが落ちている。

　完全な袈裟に斬り下げることはできず、止まった。

『終わりだ、柳生十兵衛！』

　忠勝の鎧が、バチバチと火花を上げる。十兵衛に斬られた肩から、内蔵された機械装置がショートしているのが見える。

　それでも忠勝の動きを止めるにはいたらない。

　持っていた鑓を、忠勝はもう手放していた。右手で右腰こしの脇差しを引き抜く。脇差しといってもふつうの大刀以上の大きさだ。

「な、に！」

『ふん！』

　脇差しの握にぎりは逆手だ。ごく間近、左半身に十兵衛がいたからだ。だが十分だった。

　忠勝の脇差しが十兵衛の胴どうを薙ぐ。押おしつけるように、斬りはなつ。

　これが、十兵衛が打ち込んだ、その瞬間に起きた流れだ。

「っぁぁぁあああっ！」

　叫びとも悲鳴ともつかない声とともに、十兵衛が身体ごと吹ふっ飛んだ。

　その軌跡を、血の帯が追う。

『十兵……！』

　思わず忠勝が声を上げる。

　自分の斬撃がなした結果に驚き、戸惑い、呆然とするかにも見えた。

　まだ火花を散らす左肩を見ながら、忠勝の鎧が血に濡れた脇差しを収める。

『ひと思いに両断はできなんだか。しかし』

　改めて左腰の大刀を引き抜くと、倒れた十兵衛のもとへゆっくりと歩み寄る。



「十兵衛……！」

　宗朗は声を限りに叫んでいた。

　いまは「剣姫マスターサムライ」の十兵衛なのだが、もうかまわなかった。なにがどうあっても、いますぐ駆かけつけたい、抱だき起こしたい、そう思う。

　しかし、

「委員長、佐助……兼続も！」

　全員が、四天王「剣姫マスターサムライ」との戦いに倒れている。共通しているのは、まだとどめを刺されていない、というそれだけだ。

「ぼくは……！」

　刀の束を握りしめたまま、動けない。

　誰だれを、どう助けたらいいのか。そもそも助けられるというのか。

　圧あつ倒とう的てきな四天王の前に、「剣姫マスターサムライ」の四人でさえ歯が立たない。そこへ宗朗が出て行って、どうなるのか。

　ひと太刀でも受けられれば、それがすなわち限界ではないのか。

『救急車みたいに、右往左往されても困るっていうんですの。仮にもわたくしたちの「将」なら「剣姫マスターサムライ」を生かすことを考えなさい、ですわ！』

　兼続の言葉が脳のう裏りに甦よみがえる。

「そうだ。そのとおりだ。だけど……」

　思わず天を仰ぐ宗朗。

　そこには中天をわずかに過ぎた太陽が、雲ひとつない青空に輝かがやいていた。

　いっぱいに日差しが降り注ぐ。

　城の壁かべも、草木も、濃こい影を落としている。宗朗が見下ろす自身の手も、たっぷりの陽を浴びて輝いていた。

　太陽はどこにでも、誰にも陽の光を届ける。届け続ける。

　あたたかく眩しい「力」で、受け取る者を照らし、満たし続ける。

「……たとえれば、『将』は、『将』とは」

　その瞬間、宗朗の中でさまざまなことが繋つながった。

　慶けい次じによる「氣」の修しゆ行ぎよう。

　さかのぼり、十兵衛、千姫、幸ゆき村むら、又また兵べ衛え、兼続、半蔵、佐助、そして義ぎ仙せんの、彼かれの「剣姫マスターサムライ」たちとの契ちぎり。

　結びつきが「氣」を通して、「将」と「剣姫マスターサムライ」の間に流れ合う。「氣」はただそこにあるものではなく、流れ、巡めぐり、あふれ、ときに弾ける。

　いのち、そのものだ。

「将」と「剣姫マスターサムライ」を繋ぐ、いのちの絆。

「それが」

　宗朗は無意識のうちに、地面に腰を下ろしていた。自然、結跏趺坐を組んでいる。手はその足の上に、法界定印の形に下ろす。

　半眼に視線を落とす。

　といっても、地面を見ているわけではない。見るともなくすべてを、見えているものの向こうを、眺めんとする。

「……すぅ」

　大きく息を吸う。しかし呼吸は徐々に小さく、静かになっていく。欠気一息の呼吸だ。

　このとき、上体はきれいに伸び上がり、脳天を頂点に、心臓、へそ、そして「氣」の源であり、流れ込む先でもある気海丹たん田でんが一直線に並んだ。

（ぁぁ……）

　宗朗の中に、なんともさわやかな「氣」の通り道ができる。

　足の下に大地。頭の上に太陽。

　その間に宗朗がいて、いっぱいに「氣」を受け、集め、満ちて、そして放たれる。

　それを見ることのできる者なら、宗朗からあふれるように、こぼれ落ちる水のように流れだし、けれど空気のように軽やかに舞い、ただよって、あたりを包つつんでいくのを目にしただろう。

「氣」はどこまでもやさしく、空間を浸すように広がって、

「ぁああ……あたたかい。これが宗朗くんの、『将』のやさしさ、強さ……」

　半蔵が、つぶやく。

　傷だらけだった肌はだが桜色に血色を取とり戻もどし、みずみずしく張り詰つめていく。

「腕が、動く。もう痛まない」

　力強く、立ち上がる。

「ウキュ！　キュ！」

　佐助が元気な声を上げる。

　何度も踏みつけられ、叩たたきつけられたあとだ。全身の骨という骨がきしみ、ヒビが入り、あるところでは粉々にもなっていた。

「氣」に浸され、満たされた心臓が力強く拍動し、全身のすみずみまで活力に満ちた血液を届けていく。

「キュゥゥ！」

　大きく跳とび上がると、ふたたび「剣姫マスターサムライ」の姿に。毛並みも見違えるほどに輝く。

「なんですの。身体中から痛みが消えて、前の晩お腹いっぱい食べて、十時間眠ねむったみたいに爽快ですわぁ！」

　芝の上で身を起こす兼続。

　確めるように、とんとん、と軽く跳んでみる。大鎚をつかみ、二度、三度と素す振ぶりして、

「わたくしの愛染院丸が羽根みたいに軽く……、これならまだまだ、あと十年は戦えますわぁ！」

　肩にかつぐと、天を振ふり仰ぐ。まぶしさに眼を細めると、

「柳生宗朗。とうとうなにか、つかみましたのね。まったく遅おそいですわ。もう少しでほんとうに死ぬところでしたわよ。……でもまあ、遅すぎはしなかったの、ほめてさしあげますわ！」

　まるで太陽に向けるように、兼続は笑った。

「……そうか。宗朗が」

　十兵衛が身を起こす。

　脇わき腹が破れて、そこから大量の血が流れていた。

　忠勝が放った脇わき差ざしの一閃を、かろうじて右手の小太刀で受けた。右腕に内蔵され、飛び出だしてくる仕掛かけのものだ。

　けれど忠勝の斬撃は激しく、小太刀では受けきれずに刃はを浴び、身体ごと吹き飛ばされた。

　もしも小太刀がなければ、完全に胴体を両断されていただろう。

　忠勝のほうも、左肩に受けた傷、損傷がもとで十割の力を出し切れなかった面がある。とはいえ、十兵衛の傷は重症と言えるものだった。

「ぅん？」

　制服の破れ目から、十兵衛が手で脇腹に触れる。肌も服も血で汚れていたが、傷はすっかりなくなっていた。

「なんだ。すっかり『氣』が満ちている。これほど豊潤で濃厚なのに、なんともやさしい『氣』だ。ふふ、あいつらしい。いまにも消えそうだったわたしも、さっきよりずっとみなぎっている……！」

　十兵衛は右手に大刀、左手に小太刀をかまえる。

　鋭するどい眼光を覆おおい隠かくすように左目の眼帯が降りると、ふたつに割れ、鮮あざやかな輝きを放った。

　そしてもうひとり。

　車椅子に沈しずみ込むように座っていた千姫の、唇くちびるが動く。

　それまで冷たく沈んでいた唇が、芽吹き開く花びらのような明るい色味を帯びる。肌にも赤みが差し、瞳ひとみの光が戻った。

「……むね、あきら」



『どうしたんだよ……』

『なによ、これ。バッカじゃないの、いまさら、バッカみたい！』

『あと一歩のところを、ふざけるなでございます！』

『「氣」が満ちた、というの？　ありえない、こんなに豊かな「氣」をあの柳生宗朗ひとりが？』

　四天王たちも、こんこんと湧き出すような「氣」とその流れに気づかないはずはない。

　もはや音声変換装置を通すのも忘れ、または解除して、口々に声を上げる。

　やがて、そこかしこに満ちていた「氣」は潮が引くように静まり、あきらかには見えなくなった。

　けれど、あいかわらずさんさんと降り注ぐ陽を受けて、あたりの景色がどこか違って見える。

　まるですべてのものが活いき活きと、内からの力に照らされるように色づき、輝きを強めていた。

『こんなことってありでございます？　卑ひ怯きよう、反則でございます！』

　いら立ったように言う直政に、

『果し合いには、あの柳生宗朗も入っているわ。「将」のはたらきとして、十分予想できたこと。ただ、これほどとはね』

　忠次が釘くぎを刺さした。

『おもしろい、んだよ。こうでなくちゃ、つまらないんだよ！』

『「氣」を受けたからって、どうだっていうのよ。バッカみたい。もとに戻ったなら、まだまだ楽しめるってことじゃない。やってやるんだから！』

　忠勝、康政も口を揃える。

「そのとおり、やってやりますわ！」

「わたしもまだまだ戦えます。いいえ、戦いたいんです！」

「ウキュ！　ウキャー！」

　兼続、半蔵、佐助が身がまえる。

「やれやれ。わたしだけではなさそうだ。ならば心ゆくまで、戦おうぞ……！」

　二刀の構えをとりながら、十兵衛が笑った。
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「政まさ宗むねさまぁ、だいじょうぶなんですか」

　後ろにいると、長身の政宗にすっぽり隠れてしまうような小こ十じゆう郎ろうだ。

「ああ、俺おれに任せておけって、な！　この冥土服ってのはまったく便利だぜ、よくできてやがる」

「冥土服じゃなくて、メイド服ですよぉ。でもまたなんで」

　ふたりともに、「真陰」のメイドコスチュームに身を包んでいる。あいかわらず政宗はパツパツ、小十郎が着ると、小学生の制服のようだ。

　その姿で向かう先、ふたりの眼前に、武ぶ應おう学がく園えん塾じゆく生徒会棟、いわく、学園城本丸の大手門がそびえている。

　もちろん、制服をかっちり着込んだ門番がひかえていた。

　ふつうの学生服よりも仕立て、形ともに異なる特別仕立てに、生徒会の金バッチをつけた生徒会員は、容姿でも厳しく選ばれるため、美男、美女ぞろいだ。

　政宗は笑え顔がおで近づくと、

「こんにちはぁ！　メイドカフェ『真陰』の政む……む、ムネマサでぇ～す！　こっちはコゴローです。先日はぁ、生徒会役員の方々にお越しいただいて、本当にありがとうございましたぁ！」

　いっぱいに頭を下げてのお辞じ儀ぎ。

　腰から先が九十度の角度に折れ曲がる。政宗のたっぷり開いた胸むなもとから、Ｆカップのバストがいまにもこぼれそうだ。

「んんっ！　それでなにか、用か」

　門番もつい視線が下向くのを止められない。

　咳せき払ばらいでごまかしながらうながす。

「はいぃ、それでぇ、今日はその集金に、と。こちらのお名めい刺しとメモ、いただいているんですけどぉ」

　政宗が胸の谷間から名刺を取り出す。その際チラッ、と、さらに胸もとをひろげて肌を見せるテクニックだ。

　たったいままで直にバストに触れていた名刺を渡されるだけで、門番は早くも顔を赤らめている。

　名刺を見て、

「ふ、ふむ。これは執しつ行こう部ぶ葛かつら城ぎ名刺に間ま違ちがいない。なになに『この名刺を持つ者が来棟したら、出すい納とう部へ通し、金額を精算されたし』か。わかった、通ってよし」

　門番が言った。

「わぁ！　ありがとうございます。コゴローも、ほら」

　またも深々と、小十郎と並んでお辞儀をする政宗。ふたりで大手門の通用口をくぐろうとすると、

「待て！」

　呼び止められた。

　むろん、呼び止めたのは門番だ。たったいま、許可したのになぜか。

「はい？」

「腰の物はここであずかる。置いていけ」

　政宗の腰の二本差しを目で指し示した。

　武應学園塾は武家の子女の学校。男子の二本差しはもちろん、ふだん女子でも脇差し程度はつねに携行するのがあたりまえだから、メイド姿であっても政宗が腰に刀を差しているのはめずらしくない。

　しかし、

「生徒会棟では来客といえども外の者は武器をここであずかることになっている」

　と門番。これに政宗は、

「あらぁ、ごめんなさい！　ムネマサとしたことが不調法でした。許してくださいね。それじゃ、これ」

　素す直なおに刀を差し出す。脇差しもいっしょだ。門番は受け取って、

「出るときにまた、返してやるからな」

「はい、お願いしますぅ」

　政宗がまた深々と頭を下げるのを、しっかりと見ていた。

「……政宗さま、刀がなくては、やはり今回は」

　門をくぐった先で、小十郎が話しかけてくる。

「なに、平気だろう。いざとなったら……」

「なったら？」

「逃にげる！　はははっ！　俺の逃げ足は早いぞ！　遅れるなよ、小十郎」

　笑うと政宗は、小十郎のランドセルをポンッ、と叩いた。そのまま抱き寄よせるかと思いきや、不意に駆け出すから、

「あぁ！　待ってください政宗さ……ムネマサさまぁ～！」

　あわてて後を追う小十郎だ。



「……それじゃどうも、今回は本当にありがとうございました。また、みなさんでお越しくださいと、お伝えくださいね」

　笑顔で会え釈しやくし、封筒に入ったお金を受け取る政宗。小十郎もペコッ、と頭を下げる。

　そうして出納部から出ると、

「さぁて、どこから始めるかな」

「というか、お金はちゃんともらうんですね」

「あったりまえだ。飲み食いの分の金はきち～んといただく。それがこの世のことわりってもんだ」

「おお、来たのか！　おまえたち！」

　急に呼び止められる声に振り向むくと、そこに、

「きゃぁ！　し、失礼しました。たしか……」

　名刺の主、「真陰」に来た生徒会執行部役員の男、葛城だった。満面の笑えみで政宗に近づく。その視線はおもに、政宗の胸に注がれていた。

「来るなら来ると前もって言ってくれればな。本丸、もとい生徒会棟を案内してやったのに。いや、どうだ。いまから購買部でお茶でも、だな」

　政宗と小十郎の腕を取ろうとするから、

「は、はぃぃ。それはもう願っても……ええと、あっ！　空飛ぶ円盤が！」

　不意に、頓狂な声とともにあらぬ方向を指さす政宗。

「ん、なんだ？　円盤……おぐぉ！」

　注意を向けた葛城を、手刀一閃、昏倒させる政宗。崩れ落ちてくる身体を支え、ズルズルと物もの陰かげへひきずった。

　その間、あたりを小十郎が警戒する。

「政宗さま」

「ああ。この手で何度も出入りできると踏んだが、この際、こいつの持っている……」

　葛城の懐を探さぐると、取りだしたもの。

　電子チップ入りのＩＤカードだ。

「手っ取り早く、こいつを使わせてもらうおうぜ」



「行きますわよぉぉお！」

　大鎚づちをかまえた兼続が真まっ直すぐに突っ込む。対する直政が、

『バッカじゃないの、何度も！　来なさいよ、こんどこそ決めてあげるんだから！』

　得意の回転モードで迎え撃つ。

　たちまち、上方向をもカバーした、ほぼ球体の攻こう撃げき範囲を形成する。そこへ、

「どぁぁぁぁあああ！」

　真っ直ぐ、と見せかけて、兼続は大鎚の打撃方向を逸そらした。

　ボクシングのブローでいえばフック。

　横殴りに大鎚を打ち込む。しかも鉄球の回転方向と同方向、つまり打ち返すのではなく、打ち進めるベクトルだ。

　タイミングが難しい。打ち返すのなら、打ち損じてもどこかには当たるが、完全な空振りに終わる危険がある。

　だが兼続は、

「えええい！」

　完かん璧ぺきなタイミングで、高速で回っている鉄球の後ろを打った。

　ゴォオン！　鐘楼の鐘にも似た轟ごう音おんとともに、鉄球が打ち進められる。

　するとどうなるか。

『ぁぁあああ！』

　速度を増した鉄球はより強く鎖を引く。鎖のもと、康政を引っ張ることになる。自分でコントロールしているならともかく、この回転のさなかにそれが起こると、いちじるしくバランスを崩してしまう。

「見たか、ですわ！　打ち返されるのは慣れていても、鉄球のお尻を打って速度を増すとは思わなかったはず！　平衡を失って倒れたときが、あなたの負けで……ぁあっ、きゃぁあああっ！」

　だが、吹っ飛んだのはこんども兼続だった。

　康政は、

『バッカじゃないの！　着想はよかったかもしれないけど、打ち込む姿勢でバレバレなんだから。もう少し工夫しなさいよね！』

　打たれた瞬しゆん間かん、鉄球の鎖を巻き戻していた。

　そのままなら、増速されたことによって外へ飛び出そうとする鉄球が鎖を引っ張り、康政を引き倒していただろう。

　そこへ大鎚の二撃目を叩き込むのが兼続の戦術だったのだが、兼続が打撃姿勢に入った瞬間、康政は意図を見抜いた。

　そして鉄球を打たれるのと同時に、いっきに鎖を巻き戻したのだ。

　これで外へ向かう鉄球の力を削ぎ、バランスを保つことに成功。さらにもう一個の鉄球で、兼続を吹っ飛ばした。

『鉄球を打ってくるのは確実だから、どの方向へでも鎖を巻き戻すことで対応できるんだから。考えなしのおバカさんにはそろそろ……』

　康政は回転を維い持じしながら迫せまる。

　兼続はまだ地面に倒れたままだ。そこへ、

『これでジ・エンド、なんだから、ね！』

　鉄球を思い切り、振り下ろした。

　ドゥム！　地響きを立てて二個同時に鉄球が地面にめり込む。その下には兼続が、押しつぶされているはずだった。

　が、

「これを待ってましたわぁあ！」

　そこには大鎚を振り下おろす兼続が。

　鉄球からすんでのところで逃れ、逆に上から攻撃を仕掛ける。

「やられた振りをすれば、そっちから近づいてくると思ってましたわ！　地面に伏せていれば、鉄球の攻撃方向は必ず上から振り下ろす、になりますわ。とどめを刺そうとするならなおのこと。回転も止まる計算ですわぁ！」

　そして兼続の大鎚の狙ねらう先。

『バッカじゃない！　だからなんだって……ぁあああ!?』

　康政は鉄球を引き戻そうとした。

　無防備な兜や背中を兼続が狙うと思ったからだ。だがそれより速く、意外にコンパクトな振りで兼続の大鎚が狙うのは、

「そこ、ですわ！」

　ガギッ！　金属が噛み合うような音。さらにギュルギュルと回転するドリル。

　兼続は大鎚のドリル側を打撃面にして打ち付けていた。

　その狙う先は、鉄球を繋ぐ鎖。

　バギッ、ン！　破断の音が響ひびいて、欠片とともに飛び散る鎖。

「ロケット噴ふん射しやのついたハイパー鉄球だろうと、鎖がなくては操れませんわ！　こんどこそわたくしの勝ち、ですわぁああ！」

　兼続の勝ち鬨。

　さらなるドリル大鎚が康政を襲おそう。こんどは真正面。鎧よろいの胸を狙っての真っ向勝負だ。

『そんなもの、バカみたいな……！』

　とっさに脇差しを抜ぬく康政。

　しかしドリル大鎚はその刃をいとも簡単に打ち破り、鎧の胸へ深々と食い込む。装そう甲こうが破壊される音とともに、

『ぁああぐぅぅぅっ!!』

　間違いなく、康政の悲鳴が響き渡った。
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「ウキュ！　キャゥゥゥ！」

　佐助が向かったのは、直政ではなく忠次の鎧だった。

『たかが猿ふぜいが、このわたしに少しでも勝機があると思っているの。押しつぶして、猿の熨斗イカにしてあげる！』

　忠次が金砕棒を振り上げる。

「佐助さん！　その鎧の弱点は、お腹なかの……！」

『おっと、無む駄だ口はそこまででございます。猿が忠次に向かうなら、おまえはこの直政が相手』

　佐助に伝えようとする半蔵のまえに、直政の鎧が立ちふさがる。

「どっちにしても、相手に不足はありません。宗朗くんにもらったのも同じのこの命、御お姫ひいさまのために、みんなのために、そして私自身のために、燃やし尽くします！」

『かっこいいこと言うのも、それが最後でございます』

　直政がノコギリ刀で横殴りに薙ぎ払う。

「はぁっ！」

　飛とび退く半蔵。がそこへ、

『もう口も、利けなくなるでございます！』

　ババババ！　ノコギリの中心からロケット弾が弾ける。小口径とはいえ、生身の半蔵を吹き飛ばして余りある威力だ。

「ぁああっ!!」

　爆風で飛ばされる半蔵。かろうじて受け身をとる。

『空からカタをつけてあげるでございますよ！』

　直政は助走からいっきに飛び上がる。最初のうち、少しだけふらついたが、飛ぶことに問題はないようだ。

　佐助が必死に壊こわした部分は飛行性能の低下をまねいたものの、致ち命めい傷しようではなかったことになる。

　空へ戻った直政は水を得た魚のように自在に飛び回り、急降下を繰り返しては半蔵に攻撃を加える。

『猿さるよりこっちのほうが的が大きくていいでございます』

　ロケット弾での空爆のほか、地面をすれすれにかすめて半蔵をおびやかす。

「くぅ……ぁあっ！」

　すんでのところでかわし続ける半蔵だが、逃げるばかりで勝機は見えない。

　なのに、

「御お姫ひいさまのために、みんなのために、宗朗くんにもらったこのあたたかさ、力強さ、決して無駄にはしません！」

　半蔵は少しもひるんでもいなければ、あきらめてもいない。自信に裏打ちされたように、表情は明るく輝いている。

　回転しながらの受け身で身を投げたその先に、忠次に向かって放った大手裏剣が地面に刺さったままで、あった。

　引き抜き、

「これで……もう不足はありません。来てみなさい！」

　直政に向かって大手裏剣をかまえた。



『たかが猿に、なめられたものね』

　金砕棒を両手に持ち、のっそりと迫る忠次の鎧。

「ウ、キュゥ……！」

　地面に伏せるように身を低くしながら、それでも決して目を逸らさず、山のように巨きよ大だいな鎧をにらみ続ける佐助。

　フルフルとお尻しりがふるえるのは、いまにも飛びかからんとしている動作の現われだ。

『ふん、ほんとうにやるのね。動物虐待は好かないのだけれど、しかたないというところ、ね！』

　ぶんっ！　振り下ろされる金砕棒。力いっぱいとはいえない動きでも、その威力は絶大だ。

　大量に土ど砂しやを跳ね上げ、ぽっかりと窪くぼみが地面に穿たれるほど。

「ウキャゥ！」

　佐助は飛び退のくが、そこにもう一本の金砕棒が襲う。かろうじて飛びかわすとまたそこへ。着地した地面は次の瞬間、大穴と化す。

「キャゥ、キャン！　ウキュゥゥ！」

　逃げ回る佐助だが、とうとう隙すきを見て忠次の腕うでに取り付いた。大きな爪で引き裂き、牙を立てる。しかし、

『なにをしているの。攻撃しているようだけれど、ちっとも感じないわ。もう少し真面目まじめに、やってくれるかしら』















　ぶんっ！　腕を思い切り振ると、佐助ががまんできずに振り落とされる。落ちた地面に、すぐ金砕棒が来る。

「ウキャ、キャ！」

　またも逃げまどう佐助。だがとうとう、

『うざいのよ、いつまでも！』

　振り上あげた金砕棒にとらえられる。

「キィン！」

　悲鳴を上げ、転がる佐助。叩きつけるほうでなかったのは幸いだったが、悪くすれば何本もの骨が粉々になるダメージだ。

『猿は猿らしく、猿山から出てこなければいいものを』

　倒れた佐助に、直政の鎧が迫る。

　ズシッ、ズシン、一歩ごとに小さな地響きさえ起きる。

　金砕棒でなくとも、踏ふみつけられ、全重量でのしかかられるだけで小さな佐助は押しつぶされてしまう。

「キュゥ！　キュゥゥ！」

　ちょうど庭の大木の根もとを背に、もたれるように倒れた佐助は、けんめいに忠次を見上げる。

　鋼の固まりのような忠次の鎧に較べ、ほとんど肌も剥むき出しの佐助はいかにも弱々しく見える。

　けれど、

「ゥゥ……！」

　直政を一心に見つめる目は少しもおびえていない。静かな闘とう志しを秘めて、なお意気は上がり続けている。

　それが忠次にはひどく癇にさわった。

『この、猿が！』

　金砕棒を振り上げる。狙いを定めるべく一歩、進み出たところで、がつっ……鎧の足がなにかにぶつかった。

『ぇ』

　よろける。人間がつまずいたのと同じだ。よろいの足先が地面に露出していた木の根に当たったのだ。

　この一いつ瞬しゆんの好機を、佐助は見逃さない。

「キャゥ！」

　猛然と飛び出すと、忠次の胸にかみつく。

『そんなこと、何回したって……！』

　払いのけようとする忠次の動きが止まる。機械鎧の操作系がとつじょ変調をきたしていた。

「ゥゥゥ……ングゥゥ！」

　比較的やわらかい鎧の胸に佐助は爪を立て、噛みついていたが、狙いはそこではなかった。身体をつっぱらせ、力いっぱい鎧の腹を足で押おし込む。

　じつはそこには、半蔵が放った脇差しが突つき込まれていた。

　脇差し全部の長さでも、鎧の装甲を貫つらぬくには至らない。

　忠次の腹の側は柔装甲ともいうべきもので、柔らかく武器を受け止め、その分、分厚くできている。

　そのせいで、半蔵の脇差しは装甲の向こうの内部機構に至らなかったのだが、佐助はそれを伝えようとしている半蔵の唇の動きで理解した。

「ウーッ、キュゥ！」

　佐助の足、後ろ足の爪は最大で小さめの脇差しほどにも伸のびる。すでに埋まりきっていた半蔵の脇差しを押し込むと、脇差し二本分ほどにもなり、ほぼ大だい刀とうで刺し貫いたのと同じだ。

『ぁああああ！　この、猿ふぜいがぁあ！』

　叫さけぶ忠次が、無理やり胸の佐助をひきはがす。どうやら片腕はもう動かなくなっている。数歩下がると、

『これなら、もう牙も爪も、刀だって歯が立たないわよ！』

　興奮のせいか、言葉を震ふるわせながら忠次が言う。鎧が、ぐるっ、と丸まった。回転モードでまた踏みつぶすのか、と思われたが、

『ぅ、動け、動きなさいよ、この！』

　ギシギシ、ガッ、ギチッ、ン！　いつもの球形にはなれず、装甲もうまく組み合わさっていない。

　内部機構の損傷で、変型そのものが完全にはできなくなっていた。

「キュゥ！」

　身がまえる佐助。木の上へのぼろうとするが、なぜかやめる。木の幹を背に、眠るように瞳を閉じた。

『なめるんじゃないわよ！　まだこっちには……！』

　忠次のその言葉とともに、鎧がその場で横回転し始める。土をはね飛ばし、地中に潜もぐる算段だ。

　次々土をシャワーのように噴ふき上げ、鎧の姿は半ば以上も土中に没ぼつした。ところが、

『なんなの。動かな、い……！』

　ギュルギュルとその場で身を揺するだけで、それ以上潜れも、動けもしなくなってしまう。

　土に半ば埋もれるようにして、それが見えた。

　木の根だ。鎧を包み込むように伸びている。

「……ゥキュ」

　佐助は目を閉じながら、うわごとのようにつぶやく。「氣」が身体から漏れ出して、それが背後の大木に流れ込んでいた。

　よく見ると大木のほうからも、「氣」が流れ出している。佐助と大木が「氣」で結びつき、一体となったのだ。

　佐助の「氣」、その草木の属性が開花した姿だった。

『こんな、木の根っこくらい、なんだっていうの。なめるんじゃないわよ。簡単に……ぅぁぁあああっ！』

　操縦洞どうから忠次の悲鳴が漏もれる。

　ついに木の根が鎧の装甲を侵し、内部まで入り込んだのだ。

　それ自体やわらかく、武器などにはならない木の根だが、無数にからみつかれると逃れることはできない。

　年月を経て大木の幹と同じ太さや硬さとなるのが、いま佐助の「氣」を得て超高速で成長している。

　装甲の隙間から入り込み内部機器のさらに内部までも浸しん透とうした木の根が、あっと言う間に太く硬かたく膨ふくれあがる。

　これではどんな機械装置も、生き物も耐えられるわけはなかった。

『うぐぁぁああ、こんな……！』
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『ほらほら、どうしたでございます！』

　地表すれすれへの急降下を続ける直政の、笑い声にも似た声が響く。

　なんども翻弄され、半蔵は大手裏剣けんを放つこともできずにいた。

「はぁ、はぁ……勝機は必ずあるはず。御姫さま……！」

　なんど目かに、地面に伏ふせた半蔵の背中さえかすめるように飛びすぎた瞬間、半蔵の身にゾクゾクするような震えが走った。

「これは……！　そう、やってみます！」

　立ち上がる半蔵。

　大手裏剣をかまえる。それも、まったく「逃げ」のない姿勢だ。

『ほお。こっちと心中狙いでございますか。それも無駄！　でございます！』

　突っ込んでくる直政に対して、どちらかへ身をかわそう、伏せよう、逃げようという動きが半蔵にあった。

　飛行鎧に対処するための、当然のそなえなのだが、それではもっとも有効なタイミングで大手裏剣を飛ばすことができない。

　いま半蔵は、逃げることをまったくせずに、直政に相対していた。

　いかに大手裏剣といえど、まっすぐ突っ込んでくる飛行鎧にどれほど有効かもわからない。

　そのうえ、直政にはロケット弾の飛び道具もある。

　それでも、

「逃げません。戦って、勝ち取ります！」

『そうね、これでほんとうに終わらせてあげるでございます。これで……！』

　立ちはだかる半蔵に向かって、直政がノコギリ刀のロケット弾を全弾いっせいに発射した。

　打ち上げ花火を数倍したような爆ばく音おんとともに、次々着弾するロケット弾。その土煙けむりでいっしゅん半蔵の姿が見えなくなる。

　その土つち埃ぼこりの中から、大手裏剣が向かって来た。

『あはは！　甘あまいでございます！　そんなひょろひょろ手裏剣が当たるものかでございます！』

　直政の言うとおり、無理に投じたように大手裏剣はスピードもなく、狙いもはずれていた。

　直政の鎧はほぼ身をかわすこともなく、土煙の中を通り抜ける。

『たぁああっ！』

　その瞬間、鎧本体か翼は半蔵の身体を撥ね飛ばすか両断するはずだった。しかし衝しよう撃げきがない。

　あのぎりぎりまで身をかわすこともなく大手裏剣を投げたのなら、間違いなく半蔵は伏せることも飛び退くこともできなかったはず。

『どこに、逃げたでございます』

　直政は急きゆう上じよう昇しようした。空から地上を俯瞰でながめる。が、どこにも半蔵の姿がなかった。

『おかしいでございます。ぅん？　機体が重いでございます。まさか』

　そのまさかだった。

　鎧に半蔵が取り付いていた。それも下側、胸から腹にかけて、しがみついている。直政も気づいた。

『とっさに飛びついたでございますか。けど、そんなところにしがみついても無駄！　このまま投げ落としてやるでございます！』

　いいながら直政の脳のう裏りに、かすかな疑問が残った。

　あのとき、地上すれすれをかすめる直政は全速だった。半蔵をまっぷたつ、バラバラにするつもりだったからだ。

　その速度の直政に、十兵衛や投げつけられた小猿の佐助ならともかく、進行方向から半蔵が乗り移れるものだろうか。

　だが戦いに迷いは禁物。

『どのみちこれで終わりでございま……ひぁぁあ!?』

　激しいロールときりもみで、半蔵を振ふりほどこうとした。落ちていく半蔵は、空でなにもできない。

　そのときこそ、体当たりでとどめを刺せばいい。

　が、どれだけ機体を揺すっても回転させても、半蔵の重みはなくならない。そればかりか、不思議な悪寒が直政を襲う。

　その正体がわかったとき、直政は真に悲鳴を上げていた。

　鎧の操縦洞の中はびっしりと密閉されている。まさに鎧を「着ている」からだ。

　違和感を覚えた、と思ったら、その内部空間に、半蔵の手が入ってきていた。鎧の装甲を壊したのではない。

　その証しよう拠こに、半蔵の手以外に隙間がなかった。あえていえば、鎧を溶かすようにして手が、そして顔までも、

「いまこそ、わたしの『氣』の属性がわかりました。わたしの属性は『月』。対象に浸透して一体化します。だから、ほら」

　ぴったりと密着している鎧の視察装置を透過して、半蔵の顔が直政の肩かたにまで浸透している。

　といって、肩に顔を載せているのでもない。直政の肩の一部や半蔵の顔と重なり、融ゆう合ごうしていたのだ。

　その手も、すでに直政の胸や胴どうをつらぬいて、背中に抜けている。

「あなたの心臓のやわらかさやあたたかさを感じますよ。いつでも心臓を握にぎりつぶせるみたいです」

　半蔵が笑う。

『ひぃぃぃ！　ひぃぃぃぃぃ!!』

「ただ、ここまでの浸透はとても『氣』を消費するので、一度に使うと当分は使えないのが、難点ですね」

　そんな半蔵の言葉を、もう直政は聞いていなかった。

　恐怖にかられ、無理な操縦をこころみる。

　こんなふうに融合していてさえ、急なＧをかけることで半蔵を振り払える、と思ったのか、それにすがったのか。

　いずれにせよ無茶な挙動は失速をまねき、直政の鎧は半蔵もろとも墜落する。

『ぁぁあ、ぐぅぅっ！』

　地面に突っ込み、土砂を盛大に跳ね上げ、何度もバウンドし、手脚がちぎれそうに揉もみくちゃになりながら、ようやく鎧の機体が止まったとき、中の直政は失神していた。

　その直政の中に完全に隠かくれて一体化していた半蔵は、直政の手を使って操縦洞を開く。

　バクン！　背中側のハッチが開いたのち、半蔵は直政の身体から分離した。

　その姿。まるで、サナギの背を割って蝶が出てくるようだ。

　外の空気をすぅ、と吸い込んで半蔵は、

「ふぅ。初めて人の中に入りましたけれど、あんまり気持ちのいいものではありませんね」

　笑った。



　十兵衛と忠次は、お互たがいに二刀のかまえのままにらみ合っていた。

　あと一歩、踏み込めば相手の間合いに飛び込む距きよ離り。一足一刀の間合いだ。

『どうしたんだよ。打ち込んで来ればいいんだよ』

　忠勝が言う。

「さっきの借りがある。わたしは後の先でよい」

　十兵衛が返した。

　借り、とは、脇わき腹を切られて吹ふっ飛んだのが、宗朗の「氣」で回復したことを言うのだろう。

『あれで勝ったなんて、思ってないんだよ。十兵衛はまだ戦えたし、うっかり近づけば返り討ちに遭うところだったんだよ』

　しかし忠勝も冷静に見ている。

　あの斬撃が致命傷でなかったことも、わかっていた。

「買いかぶられているのかもしれんな。しかし、それならば五分と五分。もはや打ち込み合うこともあるまい。ただ一いち撃げき、これを最後に、決める」

　十兵衛はそう言うと、左手の脇わき差ざしを捨てた。大刀一刀になる。その刀身を左手でなぞると、光とともに新たな刀身が現われた。

『なん、なんだよ』

　忠勝も目を見張る。

　光が収まると、十兵衛は見たこともない刀を手にしていた。

　刃は渡りがきょくたんに大きい。幅広く、まるで巨大な包丁のようだ。その先せん端たん部には、銘のように「龍りゆう」のひと文字がある。

「参る」

　これに対して忠勝も、

『あたいも、これ一本で十分なんだよ！』

　脇差しを捨てた。これで両者、両手持ちの大刀のみとなる。

　十兵衛、忠勝、ともに中段のかまえのまま、動かない。

　そのまま数分が過ぎた。

　やがて時が満ちるように、お互いの闘気が満ち、あふれ、空気すら満たしていく。その瞬間、

「ぬ、んっ！」

『だぁぁああああっ！』

　両者の刀が一閃した。

　互いに中段からの斬撃。

　必ず相手の刀と触ふれ合あう。しかしどちらも相手の刀を受けようとなど思わない。そのように刀を振るってもいない。

　なのに、刀が合わさる金属音も聞こえない。もちろん鍔つば迫ぜり合いなどにはならない。

　そこにあったのは、

「っ……」

　十兵衛の肩に、忠勝の刀が食い込んでいた。肩当てがまっぷたつに割れて落ちる。鮮血が噴き上げた。

『う、ぅぅ』

　その忠勝の刀が、突とつ然ぜん、途と中ちゆうから粉々に砕くだけた。ガラスが砕け散る、そんな音とともに。

　そして十兵衛の大刀が、忠勝の右肩から袈裟に入って、胴の半ばまでも達していた。中の操縦洞までも刀身が届いているのは間ま違ちがいない。

　その証拠に、忠勝の鎧は一歩下がると、ふらふらとよろけ、どぅ！　と倒れた。

「ふぅ、ふぅ、はぁ、はぁ……」

　十兵衛は刀を手に進み出る。もう一度両手持ちで握ると、大上段に振りかぶった。むろん、忠勝にとどめを刺さすためだ。

「はぁああ！」

　気合いとともに、大太刀が振り下ろされる。そのせつな、

「やめてぇええ！」

　声が、迸ほとばしった。それも十兵衛自身の口から。

「な、に」

　表情が変わる。苦しげにも見える。刀を持った手は震え、止まっていた。

　十兵衛の中の十兵衛が、叫び、声を上げ、身体の動きまでも奪った瞬間だった。それは、鎧の中の忠勝を守ろうと、命を救おうとしてのこと。

　十兵衛は刀を持ったまま、まだ動けずにいた。
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『わ、わたしたちは……負けたのでございます？』

　直政の悲痛な声が、音声装置を通して各鎧の操縦洞に響く。

『内部、外部機器の損傷、操縦者の致傷……戦せん闘とう継続の不可が判断されているわ。……とても、痛いの。もう、動けない』

　忠次も、操縦洞内部まで侵入した木の根にからめとられ、締め上げられている。

『ぅぅ、忠勝は、忠勝は無事なの？　忠勝、返事をして！　お願い、忠勝……！』

　何度康政が呼びかけても、

『……』

　忠勝からの答えはなかった。

『呼吸レベル、血圧ともに急低下。すでに生命維持ラインを割っているわ。わたしたちももう、助かっても治るかどうかなんてわからない。でも、いいじゃない。どうせ別のわたしに置き換わるだけ。別の直政に、別の康政、別の忠勝がとってかわるのだもの……げほ、げほっ、こほっ！』

『ダメなんだから！　バカじゃないの、忠勝は忠勝じゃないと、ダメなんだから！　あたしはどうなってもいい、いまの忠勝を、生かして……！』

『……それなら、もう、あれを使うしかないわね。全員が承認すれば、隠しコードが使える。忠勝の分は、三人の同意で移譲。それでいいなら、ね』

　忠次の言葉は、直政と康政をしばし沈ちん黙もくさせる。しかし、

『やってしまえばいいでございます。柳生のやつらを倒たおすためなら！』

『いいわ。あたしも承認するんだから。忠勝を生かすなら、なんでもするんだから！』

　ふたりの言葉を受けて、忠次が言う。

『これで、決まったわね』

　全員が、ほとんど身動きの取れない操縦洞の中で、かろうじてそのスイッチに触れる。

　最後の安全装置が解除され、特殊モードが発動した。

「なん、ですの……」

「これは……御お城しろが？」

「ウキュ、キュ！」

「揺ゆれている？　……宗朗！」

　十兵衛の声に、宗朗が目ま蓋ぶたを開く。長く、眠ねむっていたような心地から完全に、醒めた。

「みんな……千姫さま。この『氣』は……御城から、来る……!?」



「……なんだ、こりゃあ」

　政宗が驚おどろきの声を上げる。

　薄暗い照明の下、わずかに光を映すのは居並んだカプセルだった。

　まるで何ものかによって産み付けられた無数の卵がびっしりと床ゆかを覆い尽つくしているかのようだ。

「学園の地下にこんなものがあったとはな。こりゃあ、やばい秘密ってやつに触れちまったみたいだな」

「政宗さま、お気をつけを……きゃぁ！」

　小十郎が言う間もなく、政宗がとっさにぶつかるように押し倒す。そのふたりがいた空間を、空気を切り裂く音とともに銃弾が通り抜けた。

「いきなり銃撃とは大人げないぜ！　ふふふ、いいぞ、ひさしぶりにひと暴れ、してみるか、なあ小十郎！」



（了）










　　　あとがき





　みなさん、もうアニメ『百花繚乱サムライブライド』はご覧いただけましたか！　この本の発売から一週間ほどで第一話の放送なので、もう見たぜ！　て方も多いはず。すんごいおもしろいよね！　演出のテンポよく作画のクオリティー高く声のキャストのみなさんも最高！　第二回にはあのキャラが初登場！　第三回ではおなじみのキャラが……。とまあ、見どころ満載でお届けしていきますので、最後までぜひぜひおつきあいを。決して損はさせません。てか、みっちり濃い充実の内容でラストまで突っ走りますぞ！　ラストまで、といえば本作のほうも対幕府編がいよいよ大詰め。こちらも最後までおつきあいいただき、顛末を見届けてください。次巻、超展開！　か？　今巻はあとがき短いんで駆け足で！　コミック、『百花繚乱サムライブライド』、『百花繚乱 兼続＆ニアの生活向上委員会』も発売中！　ＢＤ‐ＢＯＸ『百花繚乱サムライガールズ』も発売中です。四面に展開するパッケージと付録のお風呂ポスターがステキ！　よろしくです！



すずきあきら（とにかく花粉すんごい！）
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